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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　山吹色のＦ－15が墜おちていく。

　弾はじけ飛んだ主翼から光の欠片かけらが剝離していた。エンジンが火の粉とジェット燃料混じりの黒煙を吐き出す。赤、黄、橙だいだい、山吹色。無数の光点が彼女の航跡を彩いろどっていた。装甲板の継ぎ目が炎に破られて崩壊していく。無線からは甲高いノイズが断続的に響き続けていた。おそらくコクピットは今、灼しやく熱ねつ地獄と化しているのだろう。パイロットの罪もアニマの慟どう哭こくも狂気も、全ては等しく焼き清められているはずだ。

　ゴオッ。

　Ｆ－15が最後に切り開いた突破口に真紅の矢が飛びこむ。

　クロースカップルドデルタの軽戦闘機。グリペンだ。

　キャノピーは開放されて前席に人影はない。数分前までそこにいたはずのパイロットはパラシュートを開き、呆ぼう然ぜんと乗機を見送っていた。代わりに機体を操るのは桃色髪の少女。決意と哀惜と今までの感謝全てを胸に目標へ突き進んでいく。

　巨大なドーム状の構造物──〈球殻〉が迫る。無数の近接防御システムが起動して砲弾をばらまいた。いくつかはグリペンの翼を破り、いくつかは主要なアビオニクスを沈黙させて機体の勢いを削そいだ。だがその中枢ユニットたる少女は眉一つ動かさず干渉プログラムを作動させた。

　指向性のマイクロ波が〈球殻〉の論理防壁をこじ開ける。迫り来る駆除システムをデコイが攪かく乱らん、続くクラックコードを展開させる。

　少女と〈球殻〉のシステムが直結されて混じり合った。擬態、拡散、収束、融合。コンマ数秒後には全ての処理が終わっていた。コマンド、本時間軸の全〈叡えい子し〉を召還、ターゲット座標固定、時間遡そ行こう──開始。

　アニマを、ザイという存在そのものを成立せしめるエネルギーが実体より切り離された。ガラス細工の飛ひ翔しよう体群が次々と機能を停止する。放出された力が〈球殻〉に吸いこまれ、ついには構造物自体を崩壊させた。もちろん既にグリペンは形を失っている。眩まばゆい光の奔流に吸いこまれつつ、彼女は最小限のプログラムに自身を集約させた。やがて来たる再会に備えて、いずれまた生じる危機から大切な人ひと達たちを守れるように。

　時空の変動は付近の墜落機に及び、山吹色のドーターをもまた吞のみこんだ。不可視の力場が傷ついた翼と亡なき骸がらを拾い上げて優しく過去へと押し流す。

　そしてＦ－15ＤＪイーグルはモンゴル南部の砂漠で千年の時を眠り続けた。自じ分ぶん達たち、鳴なる谷たに慧けいと再誕したグリペンに出会うまで──




　いや。

　おかしい。

　このストーリーには重大な矛盾がある。

　なぜイーグルだけが実体を保っている？

　グリペンも〈球殻〉も、時を遡るために概念の欠片かけらと化した。物理法則に従う限り、質量を持つものは時間の不可逆性から逃れられないはずだ。だからこそ未来の人類も、知ち寄より蒔まき絵えも、過去への干渉に〈叡えい子し〉を使った。必要な資源は現地で調達すればいい。送りこむのは無質量のエネルギーと内包された行動プログラムのみと。

　結果としてグリペンは機体を失い、肉体を捨てて、思い出の品である自家用航空機の参考書も持っていけなかった。千年の眠りの果てに得た身体からだはもとの肉体ではなく、新たに八や代しろ通どおりが作った容いれ物ものに過ぎない。失った参考書も買い直すしかなかった。

　ザイも同じだ。

　エネルギーの塊になった彼らは何一つ過去に持ちこめなかった。ただＡＤ十一世紀の世界で眠りにつき、二十一世紀の資源で再編しただけだ。未来人の軍隊が時間を旅しているわけではない。

　なのにＦ－15ＤＪだけが墜落時の姿を保ち、輪りん廻ねの輪を巡り続けた？

　ありえない。

　全てを明らかにしたオーパーツは、それ自身が謎解きのロジックを破綻させていた。考えれば考えるほど辻つじ褄つまが合わなくなってくる。

　だから鳴なる谷たに慧けいは自問する。

　闇夜の中、必死に目指していた灯火を見失った思いで。

（モンゴルで発見されたイーグル）

　千年前の機体、コクピットの中にあった遺体。あれは一体なんなんだ？







[image: ＊Ⅰ＊]







（似合わない）

　鏡に映る姿は仮装としか思えないものだった。剣襟のシャツに蝶ちようネクタイ、濃青色のジャケットには肩けん章しようまでついている。仰々しい出いで立たちが十代男子の顔とまったくそぐっていなかった。肩幅や袖丈が妙に大きいのも滑稽さを助長する要因だ。比喩ではなく服に着られている感じ。

「慧けい、似合っている」

　真逆の評価に目を剝むくとグリペンがスカートの裾を引きずっていた。先ほどウエストを上げてやったばかりだが、また落ちてきたらしい。

「そりゃおまえに比べればな」

　手招きしてベルトを締め直す。よく見ればジャケットもぶかぶかだ。襟ぐりも余って蝶ちようネクタイが傾いている。

　ったく。

「俺おれ達たちに合う自衛隊の礼装なんかあるわけないのにな」

　航空自衛隊第二種礼装。式典や外交の場で使われる特別な装よそおいだ。学生サイズや、ましてやアニマ用の寸法などあるわけがない。無理矢理手近なサイズを着こんだせいか、グリペンは失敗した七五三の着付けのようになっていた。

「今からでも着替えちゃだめ？」

　襟を整えられながら訴えてくる。相変わらずの無表情だが、やや窮屈そうになっていた。

「着替えるって何にだ」

「いつもの私服、もしくは飛行服」

「この雰囲気でか」

「だめ？」

「少なくとも今よりは目立つこと請け合いだな」

　広いホールを見渡す。重厚なマホガニーの壁材に金色の柱、ふかふかの絨じゆう毯たんにシャンデリアの光が落ちている。行き交う人々はいずれも正装でシャツの皺しわ一つない。給きゆう仕じのロシア人も隙のない着こなしだった。

　こんな中に普段着で突入するのは気密服なしで宇宙遊泳するようなものだ。即座に窒息して行動不能になる。つまりもとより選択の余地などないのだ。似合おうが似合うまいが、今の格好で閉会まで居続けるしかない。

　閉会。

　そう、ゲート破壊作戦の祝宴終了まで。

　ノヴォシビルスク中心部、国立オペラ・バレエ劇場を望むホテルに自じ分ぶん達たちはいる。時刻は夜六時、開会から三十分が過ぎて宴会場は徐々に賑にぎやかさを増していた。遅れて来た来賓がシャンパングラスを取り上げては宴うたげに混ざっていった。

（もっとラフな会だと思ってたんだけどな）

　昨日趣旨を聞いた時は、せいぜいバーバチカとの懇親会レベルだと思っていた。カジンスキーが来ると気疲れしそうだが、そのあたりは八や代しろ通どおりに対応してもらおうくらいの認識。

　だが目の前の賓客は明らかに日露の要人だった。外交官、上級官僚、閣僚クラス。諸外国の駐在武官もいる。逆に独飛メンバーは最低限しか出席を許されていなかった。八や代しろ通どおりと上級スタッフが一人、そして自じ分ぶん達たち。

「ファントムは？」

　気づけば緑髪のアニマがいない。バイパーゼロは早々に帰国したが、小こ松まつ組の彼女はまだ残っているはずだった。

「気分がすぐれないから休むって。あとはよろしくって言ってた」

「あ、汚ね」

　逃げやがった。面倒ごとを察知して早々に離脱したのか。

　だがグリペンは首を振った。

「本当に具合悪そうだった。起きているのも辛つらそうな感じで」

「ええ？」

　思わずまばたきしてしまう。

「風邪でも引いたのか？」

「分からない、けど、一度検査を受けるって」

「検査」

「技本の人にメディカルチェックをしてもらうとか」

「ふぅん」

　あの傲岸不遜を絵に描いたようなアニマが。珍しいこともあるものだ。

「まぁベトナムだロシアだってあちこち引き回されたからな、疲れが出ても不思議じゃないか」

　回ってきたウェイトレスからアップルジュースを受け取る。強い酸味に鼻孔を開きつつ会場を見渡した。

　にしても妙な会だった。

　作戦成功の宴うたげだというのに主役が片隅に追いやられている。主に話しているのは来賓同士で、こちらに近づく者は少ない。たまに来ても軽く挨拶して去っていく程度だ。その割に視線だけは感じる。値踏みか品評でもされている気分。

「よう、お兄さん、楽しんでいるか」

　シャンパングラスを持ったジュラーヴリクが近づいてきた。後ろにベリーショートの少女、ラーストチュカを従えている。二人ともロシア軍の正装だ。こちらに負けず劣らず大量の装飾と勲章をぶらさげている。胸の金モールが歩行に合わせて揺れていた。

　彼女は無遠慮にこちらの全身を睨ねめ回まわした。

「すげぇ格好だなぁ、おい」

「お互い様だろ」

　ふんとジュラーヴリクは鼻を鳴らした。

「こっちは一応オーダーメイドでね。そんな既製品と一緒にしてもらっちゃ困る。あたし達たちの仕事には式典参加も含まれてるんだ」

　尊大に胸を張ってシャンパンをあおる。そのまま顔色一つ変えずに視線を巡らした。

「ははは、注目を浴びてるな。あたし達たちが何を喋しやべるか、必死で聞き耳を立ててやがる」

　ヒスパニック系の武官がびくりと顔を逸そらす。続けて何人かが素知らぬ風を装よそおった。

「そう怯おびえるなっていうんだ、なぁ。好き好んであたし達たちを見に来たんだろうし」

「見に来た？」

　愉快そうなジュラーヴリクに訊たずねる。薄い口角がもたげられた。

「ああ。世界を救った日露の秘密兵器は果たしてどんなもんかとね。ロシア中の外交官・駐在武官が見学に来てるのさ。そら、あっちがＵＡＥの総領事、あれがブラジル大使」

　目だけで指し示して肩をすくめる。

「まぁうちらもただでお披露目をする気はない。ゲート破壊の件で恩を売り、以降の安全保障の分担を求める腹だ。だから偉いさんが大福帳片手に交渉に来ている。世界最先端の超兵器をどうぞご覧あれ。お代は保障の内容次第ってな」

「俺おれ達たちは見世物かよ」

　デコレーションの理由が分かってうんざりする。そりゃ売り物にするなら見み栄ばえは大切だろう。とりあえず突っ立っていれば許されるというのも道理だ。

「おまえは気にならないのか？　俺おれ達たちの祝勝会をダシにされて」

　勝手に商品扱いされて。

　苛いら立だち混じりの問いにジュラーヴリクが唇を歪ゆがめる。

「まぁ、そこはな。義務の範囲内だと思っている。兵は外交の一端とも言うしな。どっちかって言うとあたしが気になってるのは」

「？」

　首を傾かしげた途端「あああもー！」と声が上がった。アクアマリンの光がジュラーヴリクとの間に割って入ってくる。

「気安くジュラに話しかけるな！　なれなれしいんだよイポーシュカ！　用が済んだらとっとと離れろ！」

　ラーストチュカが肩を怒らせていた。眉のない額に青筋を浮かべている。飼い主を守ろうとする子犬のようだ。

「いや、そもそも話しかけてきたのはおまえらで……って」

　強いアルコールの匂いが鼻を突く。切れ長の目がとろんとしていた。

「酔っ払ってんのかよ」

「ああ？　誰が酔っ払ってるって？」

　すごみかけて足をもつれさせる。後ろのジュラーヴリクにしがみつきひっくと喉を鳴らした。

「いいか、ジュラはなー、私わたし達たちのジュラなんだー、勝手におまえが手下を名乗っても認められないんだからなー。ひっく」

（うわぁ）

　見事に面倒くさいことになっている。ジュラーヴリクが呆あきれ気味に彼女を支えた。

「おい、ラーストチュカ、しんどいなら外で休んでろ。あたしに付き合ってる必要はないんだぞ」

「いやだー、もっとジュラといるー、くっついてるー」

　駄々っ子のようにしなだれかかり頰をすり寄せる。

「おおい」と声がかけられた。向こうのテーブルでタキシードの肥満漢が手招きしている。ぼさぼさの髪と無精ひげ、筋者めいた眼光。八や代しろ通どおりだ。無頼を擬人化したような姿が見事に周囲から浮き上がっている。

「グリペン、ちょっと来い。南アフリカ大使が挨拶したいそうだ」

　ネグロイドの紳士がすぐ前に立っている。グリペンの桃色髪を興味深そうに眺めていた。

「行ってこいよ」

　問われる前にうながす。歩き出したグリペンにジュラーヴリクが「ああ、ピンク色」と呼びかけた。ラーストチュカの肩を押しながら、

「悪いけどこいつも連れていってくれ。そのへんの椅子に座らせといてもらえればいいから」

「分かった」

　素直にうなずいてラーストチュカを支える。頭一つ分高い彼女をずるずると引きずっていった。

「いいのかよ、あんな状態の奴やつを放ほっといて」

　ジュラーヴリクは肩をすくめた。

「身内の飲みじゃもっとぐでんぐでんに酔っ払ってるからな。あの程度なら大したことねぇよ。数時間もすればケロっとしてるさ」

「恐ろしいチームだな」

　同じアニマ飛行隊でも独飛とは随分違う。体育会系もいいところだ。
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　背後のテーブルで乾杯の唱和がなされる。赤ら顔のロシア人じん達たちがグラスを掲げていた。陽気な笑顔で歌っている者もいる。

　舌打ちが響いた。

　気づけばジュラーヴリクが苦々しげな様子になっていた。頰を歪ゆがめて眉根を寄せている。

「どうした？」

「いや……」

　嘆息して首を傾かしげる。クロームオレンジの髪が静かに揺れた。

「お兄さん、少し外に出ないか？　ここは空気が悪い」




　ホテル四階のテラスからはノヴォシビルスクの夜景が一望できた。

　澄んだ大気に街灯あかりが浮かんでいる。城郭のようなオペラ座にオレンジ色の照明が当たっていた。車のエンジン音とクラクション、人のざわめきが地表から立ち上ってくる。到着日に比べると気候は異常なほど穏やかだった。日が落ちて大分たつのにまだ大気の熱が残っている。

　ジュラーヴリクは石造りの柵にもたれると襟を緩めた。胸元を開けて唸うなる。

「ったく、けったくそ悪わりぃ雰囲気だぜ。どいつもこいつも戦争に勝ったみたいにはしゃいでいやがる」

　ずっと鬱憤をためこんでいたのか、軍ぐん靴かの底で床を蹴る。

「作戦成功と言ってもザイの打ち手を一つくじいただけだ。なんにも事態は好転しちゃいない。放ほっとけばまた第二、第三の矢が飛んでくる。なのに吞のん気きに乾杯とか、平和ぼけにもほどがある」

「それでさっきも不機嫌だったのか」

「怒鳴り出さないだけマシだと思ってほしいぜ。本当はさっさと帰って次の作戦の準備に取りかかりたいんだ」

　舌打ちして顔を向けてくる。

「お兄さんも同じ気持ちじゃないのか？　戦術的勝利の一つや二つにかかずりあっている暇はない。大事なのはこの戦争をどうやって終わらせるか、ピンク色を助けてやるかだって」

「ああ……」

　曖昧な返答に眉をひそめられた。真意を探るようにのぞきこんでくる。

「なんだよ。違うのか？　そこは迷うところじゃねぇだろ」

「いや、別に迷ってるわけじゃないけど」

　ゲート破壊からこの方、ずっと引っかかっているものがある。全ての仮説と推論を破綻させるイレギュラー因子。道を照らしていたようで全てを混こん沌とんに追いやった存在。

　Ｆ－15ＤＪ－ＡＮＭ、イーグル。

　ためらいと混乱が伝わったのだろう。ジュラーヴリクの表情が気遣わしげになる。「何かあったのか」低い声で訊たずねてきた。

　一瞬どう答えるべきか迷う。

　胸中の不安をありのまま伝えてよいものか。正体不明の感情に巻きこんでよいものか。

　だが結局は割り切った。裏表なしで付き合うと決めたのだ。受け取り方も相手に任せるべきだろう。

「実は」

　ゲート崩壊寸前の幻視、知ち寄よりの言葉、過去のグリペンとの会話について話していく。最初ジュラーヴリクはぽかんとしていたが、やがて表情を険しくした。最終的にＦ－15ＤＪ－ＡＮＭの存在と時間遡そ行こうの矛盾について告げると彼女は沈黙した。

「もちろん俺もグリペンを救いたいって気持ちに変わりはない。ザイとの戦いを終わらせなきゃって話も分かってる。でも全ての謎解きのきっかけになったＦ－15ＤＪの存在が間違いだとしたら？　あれから引き出したグリペンの記憶も、ザイの正体も、何もかもが不確かになってこないか？」

　だから今のまま進んでいいか悩んでいる。目指すゴールに向かえているか分からなくなっている。

　言うべき言葉が尽きるとジュラーヴリクは長い睫まつ毛げを伏せた。

　白い息が夜闇に舞った。

「その話、ピンク色やデブ親おや父じにはしたのか」

「ああ。あとファントムにもな。ただここのところバタバタしてたから、じっくり腰を据えた話ってのはできてなくって。八や代しろ通どおりさんにも『考えてみる』って言われたっきりだ」

「そうか」

　端正な横顔が持ち上がる。橙だいだい色いろの瞳に思慮深い光が浮かんだ。

「お兄さんの言う矛盾・齟そ齬ごの原因ってのは、あたしには分からない。ひょっとしたら何か重大な見落としがあるかもって気持ちもよく理解できる。だけどな、そこはぶっちゃけ大した問題じゃないだろう」

「え？」

「ピンク色と繫つながったあたしには分かる。あいつの絶望・危機感は本物だ。偽にせ物ものの体験や記憶であんな心ができあがるもんか。あんたのパートナーは確かに地獄をくぐり抜けてきたんだよ。過去のあんたやあたし、他の何人もの人々と一緒にな」

「……」

「〈繰り返し〉の存在が確かな以上、そこにそぐわない事実を切り捨てるべきだろう。お兄さんがやるべきことはノイズの除去であって、ピンク色を疑うことじゃない。言ってる意味分かるか？」

「Ｆ－15ＤＪの存在がノイズだっていうのか」

「そうだ」

「でも俺おれ達たちはあのＦ－15から〈繰り返し〉の記憶を得たんだぞ？」

「だったらノイズを現実にすり合わせる方法を考えろよ。一個の問題で議論を振り出しに戻す必要はないだろう」

「ん」

　確かに。何かトラブルが起きる度、原点回帰していたらいつまでたってもゴールにたどりつけない。グリペンを信じられないのか、と問われている気がして恥ずかしくなった。誰よりも彼女に寄りそうべき自分が、こんなことで揺らいでどうする。

「そう……だよな。悪い、変なこと言った」

「悩むこと自体は悪くねぇよ。ただそれで動きを止めるのはダメだ。『カタツムリウリータは行く、いつかは着くだろう』なんてことわざもあるしな。がむしゃらにあがいていれば、そのうち目的地に到着できるさ」

「ああ」

　強くうなずいた。後ろめたさを隠すように声を明るくする。

「分かるよ。何はともあれ前に進んでいかなきゃな。おまえらもようやく三機揃そろったわけだし、次はもっと大規模な作戦もできるわけだから」

　これからも頑張ろうぜ。

　そう続けかけた途端、今度はジュラーヴリクが気まずげになった。「む」と呻うめいて口をつぐむ。

「ジュラーヴリク？」

「うん。まぁその、なんだ」

　ためらいがちに言いよどんで嘆息する。表情に迷いがあった。常にない弱気が顔を陰らせている。

　一拍置いて、彼女は覚悟を決めた様子で向き直ってきた。

「お兄さん。折り入って頼みがある」

「なんだよ、改まって」

「パクファのことなんだが」

　オレンジの瞳が会場を示した。

「今日のパーティーに来てないだろ？　あいつ」

　言われてみればフレンチベージュのアニマの姿がない。アルタイのゲートから救い出したバーバチカ隊三番機が。

「どうしたんだ？　具合でも悪いのか」

「表立っての不調はない、が、少し厄介なことになっててな。空間異常から脱出する時、あいつ、〈緑色〉のＥＧＧでくるまれただろう。浸食を避けるために、ほら、パラボラアンテナとかいう奴やつで」

「パラレル・マインド」

「そう、それだ。で、あの時のＥＧＧが、どうもまだパクファの中に残ったままらしい」

「はぁ？」

　ファントムのスライスがパクファに取りこまれたということか？　本体に戻れず？

　ジュラーヴリクは憂鬱そうにうなずいた。

「専門的なことはよく分からねぇ。が、かなり面倒な絡からまり方をしているらしい。下手にいじるとお互いのＥＧＧが壊れてしまうんだとか」

「へぇ……って、あ、そういえば」

　グリペンとの会話を思い出す。

「ファントムも具合が悪いとか言っていたな。検査を受けるだか受けただか、ひょっとして同じ話か？」

「多分な。バーバチカの技術陣とデブ親おや父じの間で何か話し合いが持たれたらしい。まぁ、とにかく緊急の措置が必要だって話になっている。日本にパクファを連れていって専用の機材でスライスを分離するんだとか」

「なるほど」

　突貫で計画された作戦だ。何もかも想定通りというわけにはいかないのだろう。表向き大勝利を装よそおいつつ裏では絶賛後始末中と。八や代しろ通どおりも大変だ。

「で？　俺に頼みってのはなんだよ。悪いけど専門的な話はこっちもからっきしだぞ」

「誰もそんなこと期待してねぇよ。お兄さんにお願いしたいのはな、日本でパクファの面倒を見ていてほしいってことだ」

「面倒？」

「そばにいて妙なことをしないか、危険なところに行かないか見張ってほしい」

「はぁ？」

　何言ってるんだ。子供じゃあるまいし。

　だがジュラーヴリクは真剣極まりなかった。

「あいつを一人で送り出すのは本当に心配なんだ。無事帰ってこられるか、いや、そもそも日本にたどりつけるかさえ怪しい。一時間、二時間放置するのも不安なのに数日がかりとか、やばすぎる。嫌な予感しかしない」

「いやいやいや」

　危機感がまったく共有できない。思わず相手の顔をのぞきこんでしまった。

「誰の話をしてるんだ？　パクファだろう？　あいつ、すげぇしっかりしているじゃないか。いつも穏やかに笑ってて、ピンチの時も冷静そのものって感じで、バーバチカ隊の中じゃ一番大人っぽいぞ。実際アルタイの空間異常に初めて巻きこまれた時、おまえを救ったのもパクファだろう？」

「そりゃ戦闘ではな、あいつの空戦アルゴリズムは最新型のもっとも洗練されたやつだ。ロシアの航空科学技術の粋、完成形と言っていい。お兄さんに言われるまでもなく空では完璧に信用できる。だけど日常生活では別だ。あいつの社会経験値は幼児……いや、赤ん坊並だ。何せ後発も後発、生まれてまだロクに時間がたってないからな。言葉も母国語以外心こころ許もとないし、放っておくと何をしでかすか分からない」

「……」

「本当は公式ルートであいつの不完全さを訴えるべきなんだろう。だけど上はロシアの面めん子つにかけてそんなことは言えないとぬかしてやがる。かといって治療相手の緑色に頭を下げるのもご免だ。分かるだろう？　頼れるのはあんたとピンク色しかいないんだよ」

　どうしようもない不安が込み上げてくる。史上最大級の厄介ごとが目の前に迫っている気分。今すぐ逃げ出したいという思いをよそに、ジュラーヴリクは勢いよく頭を下げてきた。

「頼む！　お兄さん、あんたにしかこんなことお願いできないんだ！　うちの末の妹を見守ってやってくれ！」

　呻うめき声は言葉にならなかった。




　　　　＊





航空自衛隊小こ松まつ基地




十二月三日午後二時






　管制とのやりとりを終えて滑走路にランディングする。ほぼ一週間ぶりの小こ松まつは少しくすんで見えた。月をまたいだことで冬の気配が濃くなっているのか。陽ひの光も心もち弱くなっている。

『ＢＡＲＢＩＥ01、ターンライトＪ－２、コンタクト・グラウンド　２７５・×』

　タワーの指示に従って地上管制にハンドオーバー、東側の誘導路に入る。そのままエプロンにたどりつくと技本の整備員が駆け寄ってきた。

　エンジン停止。開け放たれたキャノピーから北陸の風が侵入してくる。酸素マスクを外して解放感に浸っていると「おおい」と声がけされた。

　なまずひげの整備士に見上げられている。舟ふな戸とだ。

「鳴なる谷たに君、ありゃ一体なんだ。どういう顚てん末まつでロシア遠征組の機体が増えているんだ」

　親指でハンガーの前を示す。エメラルドグリーンのファントムに並んでフレンチベージュの双発機が見えた。扁へん平ぺいなシルエット、全遊動式の垂直尾翼、巨大な可動式ストレーキ。

　ＰＡＫ ＦＡ－ＡＮＭ。

　ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊の最新鋭機。それが悠然と羽を休めている。

　何って、まぁ。

「聞いていないんですか、バーバチカの機体を小こ松まつで整備することになったんですよ」

「誰がだ」

「舟ふな戸とさん達たち？」

「冗談じゃないぞ」

　泡を食った様子で背後の整備員に呼びかける。何人かが慌てて事情確認に向かっていった。

　ラダーを降りてグリペンの降機を助ける。硬いコンクリートの感触を踏みしめているとオリーブドラブの車両がサイレンを鳴らして横切っていった。北東オーバーランに向けて速度を上げていく。

「何かあったんですか？」

「ロシアの最新鋭機が初来日したんだぞ。そりゃ騒ぎになるだろう。今頃カメラ小僧が大挙してフェンスを突破しかけているんじゃないか」

　舟ふな戸とはうんざりした様子で彼方かなたの木立を眺めた。整備帽を押えて睨にらみつけてくる。

「まったく、おまえさんは妙な機体ばかり連れてくるな。ベルクトの時といい今回といい」

「別に俺が連れてきたわけじゃないですよ」

　段取り不足は八や代しろ通どおりやカジンスキーにクレームを上げてほしかった。パイロットに言うのは筋違いというものだ。嘆息気味に首を傾かしげて、

「ていうか、本当に何も報しらされてないんですか？　ファントムのスライスがロシア機に吞のみこまれたらしいんですけど」

「アニマを一人連れてくるとは聞いてたけどな。ドーターごとってのは初耳だ。整備資材なんか準備してないぞ。また人民解放軍のジャンク品を漁あされってか？」

「さぁ」

「ただでさえ人手不足だっていうのに。室長も何考えてるんだか」

　ぼやきを圧するように爆音が降ってくる。ずんぐりとした巨人機がアプローチに入っていた。Ｃ－２輸送機、八や代しろ通どおりの乗機だ。

　胴体下部のバルジが開き、六輪ボギーのランディングギアが露出する。そのまま徐々に高度を落とすと危なげなく着地した。スラストリバーサーの音を響かせて減速、空自エリアにタキシングし始める。

　数分後にはＣ－２のカーゴベイが解放され、そこから各種機材が積み下ろされていた。おやと思ったのは貨物の間に白人が見えたことだ。整備服姿のロシア人じん達たちが小こ松まつの地に降り立っていく。

「こりゃいい。今回はメンテ要員つきか」

　舟ふな戸とが調子外れの口笛を吹く。ほどなくして先ほど散っていった整備士の一人が戻ってきた。八や代しろ通どおりと連絡が取れたらしい。ＰＡＫ ＦＡ－ＡＮＭにロシア人を案内しろと伝言してきた。

　舟ふな戸とは鷹おう揚ようにうなずいて振り向いた。

「ところでおまえさん、ロシア語で『よろしく』ってどう言うんだ？」

「さぁ」

「[image: Очень] [image: приятно.]」

　グリペンの答えに「なんだって？」と舟ふな戸とが問い返す。

「[image: Приятно] [image: познакомиться.]あるいは [image: Я рад] [image: познакомиться] [image: с Вами]. でも」

「なるほど、分からん」

　ぐだぐだなやりとりをしている間にロシア人じん達たちはフレンチベージュのドーターに取り付いていた。ＥＧＧステルスが停止しているせいか、あの特徴的なイリデッセンスの輝きは見受けられない。牽けん引いん式のパレットが設置されて見る間に整備の用意が整えられた。診断用のケーブルが機首に接続されて装甲キャノピーを開放する。

　おおと空気がどよめいた。続けて警務隊のサイレン。遠くでカメラのフラッシュめいた煌きらめきが生じる。

（大注目だな）

　着いて早々これでは普通の人間でも参ってしまうだろう。ましてやパクファは少なからぬ問題を抱えたアニマなのだ。過度の注目がどんな悪影響を与えるか分かったものではない。

『あんたにしかこんなことお願いできないんだ！　うちの末の妹を見守ってやってくれ！』

　ジュラーヴリクの声が木こ霊だまする。ああ、ああ、分かってるよ。ちゃんと治療を終えてロシアに戻してやるから。そんな顔するなって。

　とはいえ一人でやれることには限界がある。二十四時間、基地で面倒を見るわけにもいかなかった。夜間・スクランブル時には誰かに助けてもらう必要があるが。

「舟ふな戸とさん、ちょっといいですか」

　この気立てのよい整備主任なら融通を利きかせてくれるだろう。事情を説明して協力を仰ごうと思ったが。

「ん？　なんだ」

　舟ふな戸とがフレンチベージュのドーターを顧みる。ロシア人じん達たちが騒いでいた。機体を指さして何ごとか叫んでいる。うち一人が技本の整備員に母国語でまくしたてていた。

「着陸時に破損でもしたのか？」

「さぁ」

　やがてＣ－２遠征組の独飛スタッフが騒動に加わった。さすがに彼らはロシア語が分かるのだろう、双方の話を聞いて血相を変える。動転した様子で引き返してきた。

「おい！　おい、何があったんだ！」

　行き過ぎようとするスタッフを舟ふな戸とが呼び止める。ドーターに向けて顎をしゃくってみせた。

　スタッフは目を泳がせていたが、相手の階級を思い出したのだろう。直立不動の姿勢で回答した。

「アニマが、パクファがコクピットから姿を消しました」




　かつてロシアがまだソ連と呼ばれていた頃、かの国の最新鋭戦闘機が函はこ館だてに強行着陸したらしい。動機は軍の腐敗だとか、妻の浪費癖だとか色々言われているが、確かなのは二十代の空軍中尉が航空自衛隊の防衛網を難なく突破してしまったことだ。『当時の責任のなすりつけあいと来たら、まぁひどいものでした』とはファントムの言だが、関係者の気持ちは概おおむね想像できる。

　──一体なぜこんなことに。

　とはいえ不幸中の幸いは相手がどこにも行かなかったことだ。闖ちん入にゆう者は大人しく投降し経緯・事情を説明してくれた。だから皆、吞のん気きに責任追及と後始末に専念できた。もし当該機がどこかに飛び去っていたら混乱は果てしなく続いただろう。

　四十年後、昼下がりの小こ松まつ基地を襲った混乱はまさにそういう類いの代物だった。

「いたか！　こっちはだめだ、影も形も見当たらない」

「こちらも痕跡ゼロです。目撃情報もまったくなくて」

「畜生どうなってるんだ。着陸した時は確かに乗っていたんだろ？」

　空自、技本、バーバチカの整備隊が必死の形相で探し回っている。ロシア最新鋭のアニマ、フレンチベージュの少女の姿を。

「ていうかおかしいだろ、どう考えても」

　ハンガーの間をのぞきこみながら独りごちる。キャノピーが開いて騒動が起こるまで正味一分もたっていない。なのにパクファは周囲のどこを探しても見当たらなかった。無論建物や機材の陰は死角になっているが、そのあたりはさっきからしらみ潰しに捜索されている。だとすれば現実的に説明可能な事態は一つ、パクファはコクピットが開放されるなり全員の目を盗んで機体を脱出、全速力で整備区画から走り去った……。

（なんだそりゃ）

　忍者かよ。奇き天て烈れつすぎる。しかも行動の理由がまるで分からない。

「そっちはどうだ？」

　練習機の陰でグリペンが首を振る。もともと期待していなかったが思わず溜ため息いきが漏れた。

「ったく、あいつ、どこ行ったんだか」

「もっと遠くを探してみたら？」

「遠くって」

「管制塔の方とか、アラートハンガーとか」

「さすがにそんなところまでは行けないだろ」

　自転車で走っても何分かはかかる。その間誰にも見とがめられないだとかありえなかった。

「じゃあ外は？」

「基地の外ってことか？」

「うん。正門ならそんなに距離もない」

「受付で止められるだろ」

「うまくすりぬけたのかも」

「いやいや」

　警衛所の前はゲート付きの隘あい路ろになっている。見つからずに通過できるはずがない。だが、ではどこに行ったのかとなると。

（ううん）

「とりあえずもう一度機体に戻ってみるか、何か見逃してたかもしれないし」

　闇雲な捜索に見切りをつけかけた途端、胸ポケットの携帯が震えた。舟ふな戸とだろうか。何気なく取り上げて凍りつく。液晶にはジュラーヴリクの名が記されていた。

（そういや、別わかれ際ぎわに連絡先を交換したんだっけ）

　よりにもよってこのタイミングで。

　つとめて冷静に「もしもし」と答えた。

『おう、そろそろ日本に着いた頃だと思ってな。どうだ？　パクファの奴やつは大人しくしてるか？』

　電話向こうでは重々しい金属音が響いている。ミッションの合間に気になってかけてきたのか。面目なさで消え入りそうになりつつ、だが誤魔化すわけにもいかなかった。

「悪い。速攻で見失った。今探し中だ」

『見失った？』

「キャノピーを開けたらもういなくなっていて」

　なるべく憶測を排して説明していく。着陸からの経緯、現況。周囲の建物の陰にも見つからなかった旨むねを告げるとジュラーヴリクはぎょっとした様子になった。

『それで今はどうしてるんだ、あんた達たち』

「捜索範囲を広げてる……のかな？　基地の他のエリアを確認したりとか。俺は一度ドーターのところに戻ろうと思っているけど」

　折しも舟ふな戸との部下が食堂に走っていくところだった。売Ｂ店Ｘなどの厚生施設に迷いこんでいないか確認するつもりだろう。

　だがジュラーヴリクは狼ろう狽ばいも露あらわに『だめだ』と遮った。

『急いで周辺市街に非常線を張れ。町全体か、いや他の都市にも手配した方がいいな。鉄道やバスがあるならそこの駅も押えて』

「はぁ？　なんでだよ」

　説明が不足していたのか、苛いら立だち気味に首を振る。

「あいつがいなくなったのは基地の中だぞ。ゲートには警衛もいるし、見つからずに外に出られるわけがないだろう。ただでさえ目立つ姿してるんだし」

『あいつは人の色覚を騙だますんだ』

　一瞬何を言われているか分からなかった。フリーズした意識にハスキーヴォイスが滑りこんでくる。

『電波感覚妨害ＥＰＣＭの応用でな、ドーターのみならずアニマ本体も周囲の色に溶けこめる。いや、溶けこんだように見せかけられる。クロマチック・ステルスってやつだ』

「なんだよ……それ」

　聞いてないぞ、おい。

『機密の塊なんだよ。言えることと言えないことがあるのは察してくれ。てか本当ならそんな機能は殺されているはずなんだ。ロジックコアのセーフティでな。だが状況を見る限り、そいつが有効になっているとしか思えない。あいつは今、誰にも見えない状態で好き勝手に異国の地を歩き回っているんだ』

「待て、ちょっと待て。ええっと？」

　姿が見えない？　周囲の色に溶けこんでいる？

　脳裏にありえたかもしれない光景が浮かぶ。ＰＡＫ ＦＡ－ＡＮＭのキャノピーが開くなり中のアニマは色覚妨害を発動。混乱したスタッフの間を悠然とすり抜ける。そのまままっすぐに警衛所を目指して、誰に見とがめられることもなく小こ松まつの町に出ていった。

（冗談じゃないぞ）

　血の気が引く。グリペンが怪け訝げんそうに振り向いていた。耳元でジュラーヴリクがわめき立てた。

『道路の右通行も左通行も分からない赤ん坊が家の外に出たかもってことだ。早く探さないと手遅れになるぞ。最悪の事態を想定して動いてくれ、頼むから』




『クロマチック・ステルスだぁ？　聞いてないぞ、おい』

　電話向こうの八や代しろ通どおりは数分前の自分とまったく同じ感想を漏らした。こちらに怒られてもと思いつつ駐輪場から自転車を引き出す。肩と頰で携帯端末を挟んだままポケットのキーを取り出した。

「文句はロシアの人ひと達たちに言ってください。とりあえず舟ふな戸とさんには状況を伝えました。俺も今から探しに行きます」

『待て。探すってどこを目指すつもりだ。小こ松まつ市だけでも数十キロ四方はあるんだぞ』

「とりあえず駅の方に行ってみます。ランニング中の救難隊員がフェンスの外に外国人の女の子を見かけたらしくて、その時は東に向かって歩いていたみたいです。だとするとあいつも常にステルスを発動してるわけじゃないと思って」

『断片的な目撃情報を搔かき集あつめて足跡をたどるつもりか？』

　呆あきれ気味な反応にキックスタンドの解除音で答える。

「しょうがないでしょう。こうしている間にもあいつ、どんどん基地から離れていってるんですよ。警察に手配するのだって時間がかかりますよね？　だったら非効率でもなんでもやれることをやっていかないと」

『分かった。ちょっと待て。おい、ファントム。聞こえていたか』

　スピーカーモードにしていたのだろう。少し離れたところから『ええ、まぁ』と面倒そうな声が答える。

『日露の見事な信頼関係に感心していたところです。この期に及んで手札を伏せ合うとは。ともに死線を越えた価値があるというものですよ』

『皮肉はいい。おまえの方でパクファの動きをつかめたりしないのか。スライスの反応をたどるとかして』

　一瞬の沈黙に呻うめき声が続いた。

『無理です。かなり奥深いところで入り交じっているようで、こちらの呼びかけにも一切応じません。眠っているような状態というか』

　歯切れが悪い。本調子でないのは相変わらずのようだ。嘆息してグリップを握る。

「とにかく探しに行きます。何かあったら連絡ください」

『グリペンは？　一緒にいるのか』

　スピーカーをオンにする。液晶画面を向けると桃色髪の少女が「ん」とまばたきした。

『連絡役として鳴なる谷たに君についていけ。運転しながら電話して事故でも起こされたら困る』

「分かった」

「いや、分かったって。メンテはいいんですか？　こいつ、六時間ぶっ通しで飛んでたんですよ」

『なんとかなるだろう。行けるな？　グリペン』

「うん」

　疑わしかったが今は議論している時間も惜しかった。「じゃあ行ってきます」と告げて通話を切る。携帯端末をグリペンに渡してサドルにまたがった。遅れて小さな身体からだが荷台に乗ってくる。

「つかまってろよ」

　腰に手の感触を認めてからペダルを踏みこむ。警衛に会え釈しやくして外に出た。

　ノヴォシビルスクほどではないがひんやりした空気が肌を刺す。パイロットスーツで出てきてしまったことに今更ながら気づき舌打ちした。桃色髪の少女と軍装備の取り合わせはあまりにも目立ちすぎる。知り合いに出くわさないことを祈るばかりだが。

「気になるものがあったら教えてくれ！」

　風の音に抗して叫ぶ。グリペンの指先にぎゅっと力がこもった。視界の端でペールピンクの輝きが過よぎるのは左右を見渡しているからだろう。田園地帯は遮るものもなく、かなり先まで見渡せる。人通りも少ないから動く者があればすぐ分かると思ったが。

（……ああ、これは）

　一分ほど走って見こみの甘さに気づく。人気がないということは目撃証言の収集もできないということだ。パクファが色覚妨害を解いたところに出くわせばいいが、そうでなければまず発見できない。いや疾とうに見過ごしている危険性さえあった。

　既にいくつかの分かれ道を通り過ぎている。彼女が駅以外の方角を目指していたら、気まぐれで寄り道などしていたら。

「慧けい、慧けい」

　呼びかけに煩はん悶もんを破られた。グリペンが伸び上がるようにして耳元で叫んでいる。え？　と振り返ると灰色の瞳に見据えられた。

「ＳＮＳ、駅前にいたって。五分前」

「なんの話だ？」

「これ」

　携帯端末を差し出す。短文ブログの投稿が表示されていた。写真つきだ。フレンチベージュの髪の少女がバスターミナルでたたずんでいる。

　パクファだ。

「どうしたんだ、それ」

「ハルカがリンクを送ってきた。ありそうなキーワードでリアルタイム検索をかけたって」

「ああ」

　その手があったか。

　刺激の少ない町だ。外国人の女の子が一人でさまよっていたら絶対話題になる。反射的にＳＮＳに投稿しても不思議ではなかった。

「駅だな。西口か？」

「多分」

「よし」

　スピードを上げる。

　市民病院を左手に前まえ川がわの橋を渡った。立ち並ぶビニールハウスの間をノンストップで駆け抜ける。途中合流してくるバスにクラクションを鳴らされるも構わず走り続けた。前方にＪＲの高架が見えてくる。よし。よし、あと少しだ。

「慧けい」

「なんだ、もうすぐ着くぞ」

「パクファ、移動したみたい。別の人が写真を上げてる」

「どこに行ったんだ」

「ラーメン屋」

「は？」

　急ブレーキ。

　グリペンがしかつめ顔で携帯を見つめている。投稿に添付されている画像は見慣れたラーメンチェーン店のものだ。『外人さんかな？　何も食べずに出て行っちゃった』とのコメントがつけられている。

「な、なんでそんなところにいるんだ？　あいつ」

「３０５号沿いに移動している。あ、バスに乗ったみたい。運賃を払うよう言われてびっくりして消えちゃったって」

「……」

　わけが分からない。行動の理由から目的まで何一つ理解できなかった。確かなのは彼女が小こ松まつ市内をうろついていること、何かのスポットを巡っているということだ。どこか別の土地に逃げようとしているわけではなく。

「他の目撃証言は」

　グリペンが何ヶ所かの地名を読み上げていく。駅中の商業施設、商店街のジュースバー、梯かけはし川がわの水門。

　唐突に閃ひらめいた。断片的な情報が一つの記憶に繫つながる。

「あ」

　ひょっとして。

「どうしたの？」

「これ、ベルクトと回ったところじゃないか？」

　夏の小こ松まつ、あの真っ白なアニマと最初で最後の市外散策をした時の。

「そういえば」とグリペンが考えこむ。バスターミナルからラーメン屋に赴いたのは他でもない彼女のプランだ。夏の暑さに根負けして途中からバス移動に切り替えたことも覚えているのだろう。

　小さくうなずいて彼女は首を傾かしげた。

「でもパクファはベルクトがどこで何をしたか知らないはず。行動をトレースできるのは不自然」

「にしてもここまで一致していたら偶然とは考えづらいだろう。水門まで行ったのなら次はどこだ？　俺おれ達たちがあの日、回った場所」

　河原を下って灯台を見つけて、売店で飲み物を買って。

（ああ）

「安宅あたか海岸だ」

　答えを待たずに自転車を出す。ＪＲと並行する県道を北上し始めた。

　頭の中で地図を描く。ここからなら駅前を突っ切った方が近い。３６０号に抜けて浮うき柳やなぎのあたりで側そく道どうに入って、と思った時だった。

「慧けい!?」

　反対車線から頓狂な声が上がった。

　ポニーテールの女の子が目を見開いている。両手で自転車を引いて今まさにスーパーマーケットを出ようとするところだった。前かごにはカラフルなエコバッグが乗せられている。

（明ミン華ホア）

　最悪のタイミングで最悪の相手に見つかってしまった。

　バイトで遠征と言っておきながら小こ松まつ市内をツーリング中、桃色髪の少女を荷台に乗せて、空自のフライトスーツを身につけて。

　混乱と動揺が手に取るように伝わってくる。だが今は丁寧に説明している余裕もなかった。

「悪い！　またあとで連絡するから！」

　肩越しに叫んで走り去る。彼女が一体どんな目をしているか、いかなる感情を抱いているのか、考えるだけでも恐ろしい。

（くそっ）

　頭を振って意識を切り替える。ペダルを漕こぐ足に力を込めた。

　前へ。

　前へ。

　前へ。

　──

　目的地が近づくにつれて不安が大きくなる。

　ひょっとして見当外れな線を追っているのかも。あるいは見こみ自体正しくてもパクファは既に海岸を去ったあとかも。

　だがそんな懸け念ねんは現地につくなり霧散した。

　エプロンドレスの裾が砂浜に揺れている。茫ぼう漠ばくとした海と空を彼女は静かに眺めていた。細い目に感情は見えない。薄紅色の唇がわずかに開いていた。

[image: ]

「パクファ！」

　駐車場の縁に自転車を停とめる。鍵をかける間も惜しんで砂の段差を駆け下りた。

　相手は逃げなかった。不思議そうな顔で振り向いてくる。近づく飛行服と桃色髪を順繰りに眺めてきた。

「何やってるんだよ、おまえ。周りがどれだけ大騒ぎしているか分かってるのか？」

　小さく首を傾かしげられた。ややあって彼女は「[image: Сестру].」とつぶやいた。

「[image: Я почувствовала] [image: сестру].」

「あ？」

「[image: Следы] [image: ее чувств]…[image: проводили] [image: меня сюда].」

「ええっと」

　助けを求めるように見渡しているとグリペンが横から進み出てきた。

「[image: Сестра]? [image: Какая] [image: сестра]?」

「[image: Сестра] [image: Веркт].」

「[image: Как ты] [image: ощущаешь] [image: ее память]?」

「[image: Ну]…」

　しばらくやりとりした末にグリペンが向き直ってきた。無表情なままうなずく。

「慧けいの想像通り、ベルクトの痕跡をたどってここに来たって」

「ロシア語分かるのかよ、おまえ」

「バーバチカの戦術リンクに加わった時、言語パッケージをインストールされた。簡単な会話程度なら対応できる」

「ははぁ」

　便利だな。さすが人型コンピュータ。彼女をついてこさせてくれた八や代しろ通どおりに感謝だ。

「それで？　なんでベルクトが行った場所を知ってるんだ。回ったところだけじゃなくて、使った交通手段まで」

「スライスの情報を読み取ったみたい」

「え？」

「ファントムの記憶、ベルクトが小こ松まつに来ていた時のやりとりを」

「そんなことできるのか」

「よく分からないけど、基地についた瞬間、記憶が浮かび上がってきたんだって。見たこともない風景を知っている気がして、目の前の格納庫や設備がなんて呼ばれているのかも理解できて、で、気づいたら歩き出してたって」

　眠っていたスライスが小こ松まつの情景に反応したのか。ベルクトのエピソードを喚起してパクファを突き動かした？

「確かに、言われてみればファントムはあの騒ぎの一部始終を知ってるな」

〈誘ゆう蛾が灯とう〉にまつわる騒動を彼女は冷静に観察し続けていた。ベルクトがどのように動いていたか、何をしていたかは当然承知しているだろう。だからその記憶と一体化したパクファも、ベルクトの行動経路を理解できた──

　うん。うん、理屈は通っている。

「ひょっとしてクロマチック・ステルスが起動したのもスライスのせいか」

　予期せぬ因子、制御不能の異物。それが不測の事態を引き起こした。十分にありえる話だ。

（なんだよ、悪いのは結局ファントムじゃないか）

　帰ったら皮肉の一つでもかけてやるか。評論家気取りで非難していたけど、おまえも大概トラブルメーカーだぜって。

　経緯が腑ふに落ちると常識的な感性が蘇よみがえってきた。眉根を寄せてフレンチベージュの少女を睨にらみつける。

「というかパクファ、いくら変な記憶が出てきたからって黙って消えたらまずいだろう。みんな心配してるぞ」

「[image: Переживаете]? [image: Почему]?」

　グリペンが「心配？　なぜ」と翻訳してくる。そこから説明が必要なのか？　生まれたてにしても常識が欠けすぎだろう。

　なんて話はさておき。

「なぁ、俺の言ってることが分かるなら日本語で話してくれないか。グリペンの逆をやればいいだけだろう」

「[image: Я плохо] [image: говорю на] [image: японском] [image: языке].」

「日本の言葉は発音しづらいって」

「[image: Наоборот], [image: может Вы] [image: подключитесь к] [image: тактическому] [image: каналу] [image: связи] [image: эскадрильи] 《[image: Бабочка]》.」

「むしろ、あなたがバーバチカの戦術リンクに加わればいいって」

　あああもう！　まどろっこしいな。

　とにかく基地に連絡しよう。ターゲット発見、至急移送の車両を手配されたしと。

　携帯端末を操作しているとパクファが顔を上げた。静かに広い海を見つめる。ややあって、つぶやきともしれぬ声が漏れた。

「お姉様は幸せだったんですねって」

　グリペンが補足する。

「こんな穏やかな場所で、優しい人ひと達たちに囲まれて。ロシアにいたら考えられなかった」

「……」

　本当だろうか。自じ分ぶん達たちは結局彼女を救えなかった。〈誘ゆう蛾が灯とう〉の猛威から世界を遠ざけたのは他でもないベルクト自身だ。重力の軛くびきを断ち切って、大気の檻おりを破って、唯ただ一人、満天の星空に駆け上っていった。

　幸せ。

　あの可か哀わい想そうなアニマに一瞬でもよい思い出を残せたのなら幸いだが。

「星？　なんの話？」

　小こ松まつ基地への連絡を終えるとグリペンの声が聞こえてきた。パクファが空を見つめている。双そう眸ぼうを細めたまま天頂と向きあっていた。

「どうした？」

「パクファがよく分からないことを喋しやべってて」

「なんだ」

「星を見ましたよねって」

　パクファが視線を落とした。砂浜の奥、休憩用の東あずま屋やに向き直る。

「あそこに座って、グリペンはあなたの膝で眠っていて」

「え」

「いつかまた遊びに行こうって。ショッピングセンターとかキャンプ場とか、そう言ってくれましたよねって」

「……」

　訝いぶかしげなグリペンに答えを返せない。薄らぎかけた混乱が蘇よみがえってきた。先ほどよりも強さを、激しさを増して襲いかかってくる。

（なんで知っている？）

　技本の迎えを待つ間、ベルクトと交わした言葉。とりとめもない内容だからわざわざ基地には報告していない。グリペンは疲れ果てて眠っていたし、他に聞き耳を立てる者もいなかった。

　ならばファントムのスライスに、その情景が残っているわけもない。

「パクファ、おまえ」

　フレンチベージュのアニマは不思議そうに首を傾かしげた。

　海からの風がエプロンドレスのスカートを揺らし、砂浜を吹き抜けていった。







[image: ＊Ⅱ＊]







　結局、翌日もまた小こ松まつ基地を訪れていた。

　自転車を駐輪場に停とめて技本棟に入る。さすがに帰還翌日だからか、ロシア遠征組の姿は少ない。皆、きっちり休養を取っているのだろう。本音を言えばこちらも一日くらい休ませてもらいたいところだ。が、朝一でこんなメッセージをもらってはどうしようもない。

『昨日の件を説明するから基地まで来られたし。悪いが午前中しか時間が取れない。いつ来られるか至急連絡を請こう（八や代しろ通どおり）』

　学校にはしばらく休むと伝えてあるから予定上の問題はない。だが明ミン華ホアへの体裁を考えるとどうにも気が重かった。昨日も帰りが遅くなってロクに話せていない。朝は朝で互いの支度に忙殺されていた。「落ち着いたら昨日の件、説明するから」と告げたが、返事はシンプルに「そう」だった。「そう、分かった」なのか「そう、どうでもいい」なのか、正直判断がつかない。

　受付の内線で到着を告げると執務室に来るよう指示された。殺風景な廊下と階段を経て目的地にたどりつく。扉を開けるなりニコチンの匂いが漂ってきた。

「来ましたよ」

　白衣の肥満漢が無言で手を上げる。オフィスチェアに座ったままデスクの書類を乱暴に搔かき分わけた。

「座れ。椅子はそのへんのを使っていいから」

　荷物置き場になっているが適当にどけろということだろう。手近な椅子を動かしてデスクの横に腰かける。八や代しろ通どおりはディスプレイを向けてきた。

「昨日は災難だったな。ロシアから公式な謝罪とお礼が来てるぞ。ＪＡＳ39Ｄのパイロットにくれぐれもよろしくだとさ」

「他に妙な隠しごとはないか訊きいてもらえました？」

「天地神明にかけて何もないとさ。まぁ噓うそだな。本当に胸きよう襟きんを開いていたら一つ二つは新情報が出てくる」

「……」

「そんな顔するな。向こうも組織だ。現場で言えることと言えないことくらいあるさ。代わりにパクファへのアクセスレベルを上げてもらった。スライス分離の処置に必要という建前だが、要は調べたいことは勝手に見てくれという意思表示だ」

「はぁあ」

　回りくどい話だ。結局協力したいのかしたくないのか、さっぱり分からない。

　八や代しろ通どおりはマウスを操作してアイコンをクリックした。

「さて、というわけで色々調べた結果を報しらせたいわけだが」

　ウィンドウが開く。黒のカンバスに白い長方形が複数、浮かび上がった。

「まずこいつを見てくれ。なんだと思う？　一体」

「組織図ですか」

　記載が英語なのでよく分からない。ただ各長方形が線で繫つながっているところがそれらしかった。中心に一ひと際きわ大きな四角が一つ、周囲に中小の四角が十個ほど配置されている。

　八や代しろ通どおりが首を振った。

「外れだ。正解はグリペンのシステム構成図。中心のモジュールがあいつのロジックコア、それ以外のユニットがサポートプログラムだ。言語エンジン、入出力プロセッサ、各種臓器・身しん体たい器官のドライバー」

「え」

　思わず画面をのぞきこんでしまった。眉根を寄せ「本当ですか」と聞き返す。

「そりゃどういう意味で訊たずねてるんだ。偽にせの構成図を見せてるのかって話か」

「いや、じゃなくって。あいつがこんなコンピュータっぽい作りなんですか？　前に八や代しろ通どおりさん、言ってたでしょう。ほら、ライノの件で、アニマ達たちはプログラムじゃない。赤ん坊みたいに教育で作り上げる存在だって」

「言ったさ。だから俺おれ達たちが把握できているのはあくまでサポートプログラムまでだ。奴やつらの意識の大半はこのロジックコアにある。底さえ知れぬブラックボックスの中にな」

「はぁ」

　手足を動かしたり言葉を操る部分が後付けと言っているのか。であれば今までの理解と矛盾はしないが。

「納得したか？　じゃあ次に行くぞ。こいつだ」

　表示された図に大きく目を見張った。

　無数の長方形が出で鱈たら目めに繫つながっている。一つ一つの箱が小さいのは縮尺が違うからだろう。グリペンの構成図とは桁違いのモジュール群が画面いっぱいに広がっている。

「パクファのシステムマップだ」

　白衣の肥満漢は指先で画面を示した。

「これがファントムのスライス、こっちがバーバチカとの戦術リンク。ほとんどが外部のシスステムを取りこんだものだな。で、このラインはどうもＥＧＧ経由でグリペンと繫つながっているらしい」

「はぁ？」

　まじまじと見つめ返してしまう。

「どういうことですか、ロシアが俺おれ達たちに内緒で不正アクセスを仕掛けているとでもいうんですか」

「違う。こいつはたまたま近くにあったものに腕を伸ばしただけだ。もしバイパーゼロとの接触が長ければあいつが接続対象になっていただろう。おそらくロシア側も何が起きているか、きちんと把握してないだろうな」

「なんでそんなことに」

「彼岸から戻るのに何の代償もなしとはいかなかった、ってことだろう」

　八や代しろ通どおりは煙草たばこに火をつけた。紫煙が天井に立ち上っていく。

「アンフィジカルレイヤーは物質の型取りを崩壊させて〈概念〉そのものに還元する。その中に滞在したことでパクファもまた彼我の境が曖昧になっているんだろう。溶解した〈本質〉が拡散して周囲のあらゆるものと混ざり合っている。外部のシステムやデータ、ひょっとすると思念や記憶ともだ」

「ええっと」

　懸命に考えをまとめる。

「スライスの防壁なしで空間異常に留とどまっていたから、見えないところで浸食が進んでいたかもって話ですか」

「ああ」

「その結果、周りのアニマやデータと無差別に繫つながって、どんどんシステムが増殖していった……って、あれ、じゃあひょっとして」

　不意に議論の帰結に気づく。八や代しろ通どおりが何を説明したかったのかも。

「ベルクトともですか？」

　無言でうなずかれた。吐き出した煙が宙に舞う。

「きっかけはファントムのスライスだったんだろうがな。又聞きで知ったベルクトの足跡が小こ松まつの風景と繫つながり、そこからアンフィジカルレイヤー経由でベルクト本体の記憶、あるいは思念にリンクしていった。だから本人しか知らないはずの情報が出てきた。あたかもパクファ自身が四ヶ月前の出来事を追体験したようにな」

「あいつがベルクトと繫つながっている……」

　八や代しろ通どおりは首を振った。

「誤解しないでほしいが、別にパクファがベルクトの魂を下ろしてイタコ状態になっているわけじゃないぞ。どことも知れぬ深しん淵えんで思念が混ざり合ううちに、たまたまベルクトの情報が入ってきた、その程度に考えた方がいいだろう。逆に言えばデータやモジュールレベルの結合に留とどまっているからパクファが正気を保てているってことだ。これが人格レベルで混ざり合っていたら疾とうに気が狂っている」

「怖いですね」

　自分の境界がなくなって剝むき出だしの本質が混ざり合う世界。一体どんな感覚なのだろう。誰かの感情や記憶が我が物のように浮かび上がる状態。

　軽く目め眩まいを覚えて深呼吸する。

「だけど結局は不幸中の幸いってことですよね？　パクファの人格自体はきっちり保たれていて、これ以上おかしくなることはない」

「あいつ個人に関して言えばだがな。ただ無差別にアクセスされる方はたまったもんじゃない。今のところ破壊的なクラックこそ仕掛けていないが、まかり間違って自動警戒管制システムＪＡＤＧＥにでも侵入されたらえらいことになる。日本全土の防空が一瞬で麻ま痺ひしかねないからな」

「どうするんですか」

「とりあえず鍵のかかる部屋に軟禁。電子機器は遠ざけて他のアニマにも接触させないつもりだ。で、スライス分離の措置と合わせて不要なシステムの切り離しを早急に行う。当初想定していたより大手術だが、まぁ仕方ない」

　八や代しろ通どおりは大儀そうにオフィスチェアにもたれかかった。

「まったく、次から次へと厄介ごとばかりだな。君に言われたイーグルの調査もややこしい話になっているって言うのに」

「ややこしい話？」

「モンゴルに置きっぱなしじゃ調べづらくてたまらんからな。日本に輸送してきたんだ。岐ぎ阜ふの試験場で精密検査をやるつもりだったが」

　煙草たばこの先端が空を切った。

「直前でキャンセルを食らった」

「なんで」

「学術研究に割けるリソースはないんだと」

　面食らった様子を見て取ったのだろう。八や代しろ通どおりは補足した。

「ここだけの話、かなり大規模な作戦準備が進んでいる。欧州・アフリカ・南米・インド・東南アジア諸国の主導でな。各国の残存勢力を糾合してザイ本拠地への突撃を行う」

「それって」

「ああ、決戦計画だ」

　！

「前回のゲート破壊が各国の気を大きくしたらしい。日露のアニマを中心に戦力を結集すればザイ問題を早期に解決できると、そういう気運が盛り上がっている。ノヴォシビルスクで各国外交官が集まってきただろう。あれも作戦調整の一環だ。可及的速やかに実効策を練り行動に移す、そう合意して解散となった」

「待ってください。その流れって」

「ああ、いつもと同じだ。成算のない勝負に全額ベットし、結果としてグリペンに後始末をさせる。〈繰り返し〉の結末点だ」

　血の気が引く。恐れていたタイムリミットが現れていた。桃色髪の少女が消える日、自分が再び失敗する時。

　からからに乾いた声が絞り出た。

「なんとかならないんですか」

「してるさ。時期尚早、検討半ば、準備不足だってな、ありとあらゆる手段で訴えている。だが俺おれ達たちには銀の弾丸がない。他人のプランを腐しても代替案を出せないんだ。それとも何か？　『前世の記憶によればあなた方のプランは失敗します。だから大人しく次の神託を待ちましょう』と言えってか。間違いなく俺は首になるぞ。アニマ達たちも再調整行きだ」

「……」

「いや、君を責める話じゃないな。分かってる、ベストは尽くすさ。実際既にいくつか手は打ってある」

　眉間をもんで八や代しろ通どおりは煙草たばこの火を消した。鼻からニコチン混じりの息を出して向き直ってくる。

「話を戻すと、そうした作戦準備の一環で自衛隊施設・重工設備はどこもフル稼か働どう中だ。止まっていた生産・開発計画が軒並み動き出している。挙げ句に民間機の生産ラインまで徴用するなんて話も出てるくらいだ。とても正体不明の残骸を解析する余裕なんてない。むしろ油断しているとこっちの設備・人員まで持っていかれかねない状況だ」

　要するに今、Ｆ－15ＤＪを受うけ容いれてくれるところはないって話さ。

　丁寧にまとめられるも理解が進まない。衝撃でまだ頭がくらくらしていた。息が苦しい。動どう悸きが止まらない。だが食い下がったところでただの駄々にしかならないことも分かっていた。

　だから懸命に冷静を保つ。目の前の議論に集中する。

「でも、日本にはもう運んできているんですよね？　例のＦ－15。どうするんですか」

「仕方ないから小こ松まつに留め置いている。６格を間借りしてな、中に保管してある感じだ」

「６格」

　普段メンテナンスしているところのすぐそばだ。むしろ技本棟にはより近い。そんなところにアレが来ていたのか。日露激突のきっかけになったオーパーツが。

「興味本位に近づくなよ」

　鈍い眼光に射い貫ぬかれた。

「例の重複排除現象は停止しているが、あれが不審物なことに変わりはない。おまけに君の指摘を考えると、Ｆ－15でさえない可能性もある。これ以上厄介ごとを増やさないためにも接触は厳禁だ。まぁ電子ロックで何重にも密閉されているから、入りこむことはないと思うが」

「はい」

「俺の話は以上だ。他に質問は？」

　そういえばパクファの話を聞きにきたんだっけと思い返す。当初感じていた好奇心や探究心はどこかに霧散していた。夢見心地のまま首を振る。八や代しろ通どおりはあっさり「そうか」とうなずいた。

「なら待機に戻ってくれ。新しい情報が入り次第共有する。解散」




　廊下に靴音が反響している。

　まっすぐ歩いているはずなのに針路が定まらない。壁や天井の輪郭が滲にじんで見える。思考が徹夜明けのようにぼやけていた。気づけば先ほどの会話を反はん芻すうしている。

　最終決戦。

〈繰り返し〉の結末点。

（早すぎるだろ）

　グリペンと出会ってまだ半年もたっていない。これまでの〈繰り返し〉ならもっと余裕があったはずだ。破滅的な闘争を続けながらも、人類は一年・二年と現状維持を試みていた。

　なのになぜ今回は違う、こうも忙せわしない。

（……いや）

　分かりきった話だ。本来なら未来に学ぶこと、するべきことを先取りしているから。他でもないグリペンの知識を使い、ザイの弱点を突き、時計の針を進め続けたから。

　だから敵は新戦術を模索し、それを跳ね返した人類はこれ以上の攻勢を予防しようとした。

　予防。

　つまりは最終攻勢計画。

（俺のやってきたことは）

　タイムリミットを早めるだけだったのか？　グリペンとの時間を縮める行為に過ぎなかったのか？

「くそったれ」

　己の非力さに叫び出したくなる。

　今のまま行けば間違いなくグリペンは過去に赴く。実体を失い、〈本質〉に還元され、千年前の世界に送りこまれる。

　ああ、でもその話が事実かどうかも分からないのか？　Ｆ－15ＤＪの矛盾を考えれば〈繰り返し〉自体存在しない。あるいは異なったメカニズムを持つ可能性もあるわけで──

（待て、ちょっと待て）

　髪を搔かき混まぜる。頭の中がぐしゃぐしゃだ。何もかもとっ散らかって収拾が付かない。

　落ち着け。少し整理しよう。

　あまりにも色々なことが起こりすぎている。バラバラの材料と課題を一所に並べても行き詰まるだけだ。

　そもそもの元凶はＦ－15ＤＪだ。あの矛盾さえなければもう少しシンプルに物を考えていられていた。

　グリペンの話が概おおむね正しいとして、では現状に折り合いをつけるとすればどうなる？　最低限の修正で齟そ齬ごを解消するなら。

　──物質は時間を遡れない。

　そこだ。

　知ち寄よりの理論に瑕か疵しがある。あるいは特定条件下で無効化されるとしよう。だとすればＦ－15ＤＪの存在に疑問はなくなる。そこから得た情報も正ととらえてよいはずだ。

（もし何か物体を過去に送りこめるなら）

　事態打開のアイディアをひねり出せないか。一人旅立つ少女に救いの手を差し伸べられないか。

　武器を送る、というアイディアが真っ先に出てきて否定された。

　今現在、人類が総力戦をやってザイに勝てていないのだ。限られた戦力を送りこんでどうなる。続いて協力者──他のアニマや人間を同行させることも考えたが、さて千年前で何をするのかと思って行き詰まる。十一世紀の世界でザイは休眠しているのだ。わざわざ集団で押しかけて叩たたき起おこす必要もない。

　だったら知識を送るか。今まで自じ分ぶん達たちが積み上げてきたものをディスクに保管して持参させる。物理ストレージなら、おそらくグリペンの記憶より正確で大容量の情報を付加できるだろう。そうして時を超えた知識は次の鳴なる谷たに慧けい達たちに渡り、更なる挑戦の礎いしずえとなる。何巡かするうちにきっとザイ問題の解決策ができあがるはずだ。

（おいおい）

　考えながら笑い出したくなった。

　俺は「今のグリペン」を救ってやると約束したんじゃないか。なのにもう次の検討を始めているのか？　精一杯頑張ったけどだめでした、あとはよろしく、次回の俺よって。

　馬鹿馬鹿しすぎる。恥知らずにもほどがある。

　だめだ。

　動揺したまま考えてもロクなことにならない。そもそも物体を過去に送りこめるという話だって仮説に過ぎないじゃないか。

（少し頭を冷やすか）

　嘆息して歩き出しかけた時だった。

「慧けい？」

　振り向くとグリペンが階段から下りてくるところだった。丁度メンテナンスを終えてきたのか、片手に整備記録のバインダーを持っている。

「って、なんだよその格好」

　ボレロと言うのだろうか。丈の短いトップスに格こう子し柄のワンピースを合わせている。肩にはコンパクトなショルダーポーチ。黒のストッキングに赤いパンプスが映えている。

　えらく洒しや落れた装よそおいだ。このままデパートでショッピングと言われても、なんの違和感もない。

　グリペンはスカートをつまみあげてターンした。

「似合う？」

「似合うけどさ、どこ行くつもりだよ、そんな服着て」

「慧けいとデート」

「え」

　グリペンはポーチからパステルカラーの財布を取り出した。
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「スクランブル態勢も潤沢だし、一日くらい遊びに行ってもいいと言われた。整備の人に服を見繕ってもらって軍資金も」

　融通してもらったというわけか。まさに至れり尽くせりだ。

「で、俺とデートか？」

「うん」

　だめ？　と首を傾かしげられる。

「いや、だめじゃないけどさ」

　この沈みきった気持ちで彼女を喜ばせられるのだろうか。横にいても陰気に押し黙ってしまうだけでは。

「多分もう少ししたら時間が取れなくなるって」

　グリペンが何気ない口調でつけくわえてきた。

「大きな作戦が始まって、しばらく小こ松まつにも戻れなくなるって」

「整備の人に言われたのか？」

「うん」

　鼓動が高鳴る。八や代しろ通どおりとの会話が蘇よみがえってくる。

「なんの作戦かは聞いたか？」

「ううん、詳しくは知らないって」

「そうか」

　安あん堵どする。不可避の未来でも、まだ希望が潰ついえたとは思わせたくない。万策尽きたと考えてほしくない。少なくとも自分は何一つ諦めていなかった。グリペンと過ごす未来を捨てるつもりはない。

　ただ今後余裕がなくなることは確実だ。再び小こ松まつを散策できる日がいつ来るかも分からない。であれば周囲の気遣いをありがたく受け取っておくべきだろう。

「行くか」

　覚悟を決めるとグリペンの雰囲気が華やいだ。鼻孔が広がり肩が震える。

　ああ、ああ喜んでる。

「で？　どこに行くんだ。回りたい場所でも決めてきたのか」

　めかしこんでるから本当にショッピングかもしれない。小こ松まつ郊外か金かな沢ざわあたりの商業施設を回る気かも。

　だがグリペンは小さく息を吸うと予想外の単語を返してきた。

「──に行きたい」

　……。

「え？」




　小こ松まつ駅からＪＲで二駅、バスを乗り継いで更に一時間、金かな沢ざわ平野のどん詰まりに目的地はあった。

　左右に迫った渓谷が手て取どり川がわを吞のみこんでいる。山の稜りよう線せんが青い空に突き刺さっていた。牧歌的と言うよりは秘境のたたずまいだ。廃線の跡を青草が埋め尽くしている。夜に来たら灯あかり一つないだろう。バスの時刻表は三時間に一本。終バスは午後三時。一人なら絶対来ようと思わないところだ。

「帰りはね、タクシー呼んで鶴つる来ぎの駅まで行った方がいいよ。そこから電車が出てるから」

　心配そうなバスの運転手に礼を言って山道に分け入る。迫る山肌と山林を臨みながら坂を上っていった。

　生い茂った枝葉が陽光を遮っている。湿気を含んだ冷気が鼻孔を刺激した。肩をさすりつつ歩くこと三十分、山林事業者しか知らないような裏道を抜けると唐突に近代的な建物が現れた。

　パネルに山麓ゴンドラ駅の表示がある。山頂・自然公園への入り口。かつて蛍ほたる橋ばし三尉がグリペンを連れていった場所。

「ほ、本当にこんなところまで来たのか？　俺」

　肩で息をつきながら訊たずねる。普段あれだけひ弱なグリペンが、今日はなぜか平然としている。目の前にそびえる山を静かに見上げていた。

「うん、子供の頃も、よく自転車で走りに来たって」

「マジかよ」

　吹いてるんじゃないのか？　ふっと思いついて来られる距離じゃないぞ。

　額の汗をぬぐって、

「で？　ここからゴンドラに乗るんだっけ」

「そう、山頂まで四百二十メートル」

「うはぁ」

　大騒ぎだ。蛍ほたる橋ばし三尉のスマートなエスコートとは全然違う。早くバイクの免許を取ろうと決意してチケットを買う。

　ゴンドラの動きは思ったより機敏だった。強風に煽あおられながら急勾配を上昇、頂上にたどりつく。

　寒い。

　駅舎に高原の風が吹きこんでくる。

　正直、なぜ冬場に山登りなんかと思っていた。出かける前もそうだし着いたあとも同じ気持ちだ。折角のデートに冬山はないだろう。いくら自じ分ぶん達たちの思い出の場所だからって。

　だが外に出た瞬間、言葉を失った。

　圧倒的なパノラマが眼下に広がっていた。遮るもの一つない空、ミニチュアのような町と山河、そして地平線。

　世界がきらきらと光り輝いていた。眩まばゆい陽光があまねく大地を照らしている。

「すげぇ」

　心の底から感嘆した。肌を刺す寒さも強行軍の疲労も、何もかもが消し飛んでいる。驚きと畏怖が身体からだを満たしていた。

「慧けいがここを教えてくれた」

　グリペンが白い息を吐きながら並んでくる。陽光に目を細めつつ、

「私にとっては宝物の景色。他の何を忘れても、この眺めだけは覚えている。慧けいがくれた言葉と一緒に」

「俺の」

「私のために怒って、悩んで、一緒に生きる道を考えてくれた。感謝してもしきれない。大切な思い出」

「……」

「慧けい、歩こう」

　伸ばされた手をつかみ歩き出す。ところどころ雪の残る散策路をおっかなびっくり進んでいった。芝生の広場を抜けて、車道を横切り、山頂の縁にたどりつく。ややあって見覚えのある景色にたどりついた。

　まばらな電柱とベンチ、頂上駅の向こうに浮かぶ黒い山並み。そして何より平野の彼方かなたに浮かぶ海原。

（ああ）

　ああ、ここは。

　蛍ほたる橋ばし三尉とアニマ・グリペンが結ばれた場所。互いの気持ちを明らかにしたところ。

　薄れていた感情が間欠泉のごとく噴き上がってくる。

　喜びと不安、安あん堵どと悲嘆、そして決意。

　俺はこいつを守る、離れない、そう決めた。だが現実は気負いを上回り、今もまた不透明さを増しつつある。締めつけられるような痛みが胸を襲った。

「今度はブラジル、行けるかな」

「え？」

　灰色の瞳が見上げてきた。

「新婚旅行、連れていってくれると言った」

「そういえば、そうだったな」

　もともとここに来たのはグリペンの前任地に行けないことの罪滅ぼしだった。全ての戦争が終わったら、ゆっくり彼女のルーツを探る旅に出る。戦闘機としてではなく、アニマの目で世界を見て回る。何も知らなかった自分の無邪気な提案。

　行けるさと即答したかった。大丈夫、もうすぐザイはいなくなる。そうしたら誰に気兼ねせず行きたいところに行こう。海へ、島へ、遥はるかな異郷の町へ。

　だが良心が言葉を押おし止とどめた。安易な空手形を理性が切らせてくれない。

「慧けい？」

　訝いぶかしげにグリペンが首を傾かしげる。不思議そうに言葉を続けた。

「どうしたの、何かずっと考えこんでる」

「いや」

　言えない。心のうちをさらせない。少なくとも折角の休暇で出す話題ではなかった。だから別のことを言う。意図的に話を逸そらす。

「例のＦ－15ＤＪさ」

　乾いた声が拡散した。

「今、小こ松まつにあるんだってさ。研究施設がどこもいっぱいらしくて、受け入れの見こみが立ってないって」

「そう」

「パクファの件もあるからしばらく調査できないかもって八や代しろ通どおりさんが言ってた。あいつの正体を探るのは大分後回しになりそうでさ」

「ふぅん」

「ふぅんっておまえ」

　淡泊な反応に眉をひそめる。

「気にならないのかよ。調査の結果次第じゃおまえの記憶が否定されるかもしれないんだぞ。知ち寄よりの推理やザイの正体も疑わしくなるわけで」

「別に、気にならない」

「なんで」

「慧けいが生き残ればそれでいいから」

　明確な意思表示に硬直する。作り物めいた顔が見つめ返してきた。

「私の存在意義は慧けいに未来を残すこと。他のことはどうでもいい。知ち寄よりの言葉が噓うそだろうとアンフィジカルレイヤーが存在しなかろうと、慧けいがこのあとの時間を歩んで行ければそれでいい」

　投げやりに言っているのではなかった。強い意志と覚悟が感じられる。澄んだ瞳が真正面からパートナーの姿を見つめていた。

「どうして」

　強すぎる思いに今更ながら息を吞のむ。一体なぜこうも無償の献身を自分は向けられているのか。自己犠牲の対象になっているのか。

　確かに自じ分ぶん達たち二人は惹ひかれ合った。あの終わりかけた世界で互いを唯一無二の相手と認めた。だがそれだけでかくも苛烈な覚悟を持てるものか？　何千年もの間、一人の人間を思い続けられるのか。

「なんで俺なんだよ」

　かすれ声にグリペンはまばたきした。

「いや、だってさ。俺、基本的にガキだし、多分大人になってもあんまり変わらないし、実際、蛍ほたる橋ばし三尉とかすごく面倒臭い奴やつだっただろう？　短気で感情的でその割に人の気持ちには鈍感で。正直、全人類を代表しておまえに好きになってもらえる自信がないというか」

　言いながら情けなくなってくる。よくもまぁこれだけ悪い面ばかり思いつくものだ。

　グリペンはうつむいた。唇を結んで睫まつ毛げを伏せる。

「慧けいだけだったから。私が理解できたのは」

「え」

「私にとって人間はよく分からない存在だった。言ってることとやってることがバラバラで、顔は笑っているのに心で怒っていたりして、直接話していても全然理解できなかった」

　噓うそ、方便、ブラフ、気遣い。

　様々な名目で人の内心を覆い隠す仮面。

「聞こえてくる言葉はやさしいのに、心はひどく荒ぶっている。知ち寄よりに訊きいても『あれが人間ってものだ』と言うだけで、なぜそうなのかは教えてもらえなかった。怖かった。みんな何を考えているのかつかめなくて、混乱して、どう対処したらいいか分からなくて」

「……」

　でも、と言葉が区切られた。

「慧けいは違った」

「俺が」

「怒ってても笑ってても全部本当で、話してることと雰囲気が一致していて安心してそばにいられた」

　桃色髪が揺れた。グリペンは安全柵に手をかけて身を乗り出した。

「私にとって慧けいは灯あかりだった。真っ暗な世界の中でただ一つ灯ともった光。だからそれを失うことは何よりも恐ろしい。何十回の〈繰り返し〉よりも実体の喪失よりも切実な問題。今回だって怖い。何か一つミスをすることであなたを死なせてしまうんじゃないか、今までの全てを台なしにしてしまうんじゃないかって」

「グリペン」

　白い手が震えている。不安が肩を揺らしている。

「慧けいがいなくなったら、私は」

「……」

「私はもう」

「おい！」

　反射的に彼女を引き寄せていた。両手を肩に回して抱きしめる。華きや奢しやな身体からだが強こわばり動揺したが気にしない。

「大丈夫だ！　俺は死なない。絶対におまえの前からいなくなったりしない！」

　先ほどまでの弱気が吹き飛んでいる。燃えさかる思いが体温を押し上げていた。くそったれ、ここまで言われてへこたれていられるか。不安を抱えているのは誰よりもこいつだ。自分がフォローできなくてどうする。あまつさえ気を遣われるとか、本末転倒にもほどがある。

「心配するな、全部うまくいく。ブラジルも行こう。他に望むところがあるならどこにでも連れていってやる。俺が絶対に、絶対におまえを幸せにしてみせる！」

　かき抱いた身体からだから力が抜けている。抵抗しても無駄だと悟ったのか、彼女はなされるがままになっていた。

　瞑めい目もくして、小さな鼓動に耳を傾けていると背後でくすくす笑いが上がった。

　登山客が「若いねー」と言いながら通り過ぎていく。ベンチに座る老夫婦が生温かい笑顔を向けてきていた。

（え）

　かっと赤面して身体からだを離した。改めて見渡すと意外に人の姿が多い。ゴンドラ駅からも次々と観光客が降りてきている。

（なんだよ、完全に見世物状態じゃないか）

　グリペンは沈黙していた。ＴＰＯ無視の行動に閉口しているのか、顔を伏せている。

「お、おい」

　怒ったのか？

　変なところで真面目だから恥を搔かかされたと思ったのかもしれない。あるいは単純にそういう気分でなかったのかも。

「悪かったよ」

　うろたえ気味に謝るも返答はない。だらりと手を下げて押し黙っている。

「なぁ、すまなかった……って」

　顔をのぞきこんで異常に気づく。

　グリペンが静止していた。まばたき一つせず地面を見つめている。瞳孔に光がない。ただでさえ能面じみた顔から感情が抜け落ちていた。あたかも壊れたマネキンのように生命の気配が失うせている。

「グリペン？」

　ただならぬ様子に凍りついた途端、唇が動いた。

「ソケット・バージ、バッファ・クリア、システムリブート……」

　ぶるりと細い肩が震えた。

　頰が戦慄わななき血色が戻ってくる。まばたきを数回、夢から覚めたように周囲を見渡した。

「ど、どうしたんだ？　一体」

　ひゅっと息を吸いこむ音が響いた。

「不正なアクセスを受けた。強制的にシステムが結合されかけたので汚染領域を切り離して再起動した」

「はぁ？」

　不正なアクセス？

　あたりを確認するも不審な人影はない。戸惑っていると胸ポケットの携帯が震えた。八や代しろ通どおりの名が液晶に現れている。

「はい、鳴なる谷たにです」

『グリペンは無事か』

　前置きも何もない。それで相手が同じ混乱を抱えていると分かった。

「無事です、けど何があったんですか」

『パクファが無差別クラックを行った』

　動揺が突き抜ける。八や代しろ通どおりは畳みかけるように続けた。

『軟禁状態で油断していたが、どうも基地内無線を踏み台にしたらしい。管制システムから業務ネットワークまで入りこまれてえらい騒ぎだ。ファントムがやられかけて発覚してな、そっちの状況を確認したわけだ。取り越し苦労か？』

「いえ、多分こっちもやられています。ただグリペンが直前で遮断したみたいで……えっと、クリア？　リブートだとか？　とにかく今は問題ないです」

『念のため深層探査デイープスキヤンが必要だな。悪いがなる早で帰ってきてくれ。メンテチームを待機させておく』

「了解です。……って、そもそもパクファはどうなっているんですか。もう確保したんですか」

『今、居室に保安要員を向かわせている。いざとなれば非致死性兵器ＮＬＰの使用もありとロシア側に言われているが──』

　くぐもった呼び出し音がスピーカーの向こうで響いた。八や代しろ通どおりが別の電話に出る。しばらく言い合った後に舌打ちを響かせた。

『最悪だ。あいつ電子キーをクラックしやがった』

「え？」

『逃亡したらしい。色覚ステルスを発動して姿をくらましている。航空団司令部は破壊工作の可能性も考慮して対処すると言っている。下手をすると射殺されるぞ、あいつ』




　急ぎタクシーで基地に帰還した。

　料金メーターは目の玉が飛び出るような額を請求してきたが、気にしていられない。なけなしの小遣いとグリペンの軍資金で支払って正門に駆けこむ。

　基地の中は航空祭前夜のようになっていた。警務隊の車両や保安要員が走り回っている。見学客と思おぼしき一般人が途方に暮れた様子で歩道に立ち尽くしていた。

　八や代しろ通どおりに到着を報しらせようとしたが電話中だった。技本棟の外線にかけても誰も出てくれない。仕方なく騒ぎの大きい方に向かっていく。厚生施設の脇を抜け、気象レーダーの足下を通過して、整備スペースを横断した。

　わずかな回り道こそあったものの結果的に試みは功を奏した。かまぼこのような建物を車両が取り囲んでいる。無線に向かって叫ぶ自衛官の間に大柄な白衣が見えた。

「八や代しろ通どおりさん」

　走り寄るなり非難の目を向けられた。桃色髪を渋面で見つめる。

「なんでグリペンを連れ歩いているんだ。メンテに回せと言っただろう」

「誰にも連絡つかなかったんですよ。空っぽの技本棟に行ってもしょうがないでしょう」

　低く唸うなって八や代しろ通どおりが前に向き直る。視線の先にアーチ状の建物があった。

「どうなってるんですか」

「あれ、なんだか分かるか」

　顎で建物をしゃくってみせる。なんだろう、普段あまり立ち入ることのない施設だが。牛舎かビニールハウスを無骨にしたような外観。

「倉庫ですか？」

「６格だよ。例のＦ－15ＤＪ－ＡＮＭを放りこんだ場所だ」

　複数の厄介ごとが脳内で結びつくのに時間はかからなかった。行方不明のアニマ、施設を取り囲む大量の保安要員、そしてその中に眠る正体不明のオーパーツ。

「まさか」

「そのまさかさ。パクファの奴やつ、あの中に入りこみやがった」

「鍵をかけてたんでしょう？」

「電子ロックな。つまり無差別クラックで呆あつ気けなく陥落するセキュリティってわけだ。くそっ、こんなことなら原始的にかんぬきでも塡はめておくべきだった」

　苛いら立だたしげにコンクリートを蹴る。

「挙げ句に中からロックされて今度はこっちが入れなくなってる」

「呼びかけには」

「応じない。さっきからロシア人が泡を食って話しかけているが」

　施設の扉は分厚い鉄の塊だった。周囲はエンジン音に満たされているし、あれではたとえパクファにその気があっても聞こえないだろう。

　どうするつもりか、息を吞のんでいると背後で凶暴な排気音が上がった。鎧よろいの化け物じみた車両が接近してくる。巨大な車輪が地面を削っていた。

　警備隊の装甲車だ。二分割のフロントガラスが格納庫を睨ねめつけて増速する。そのままためらうことなく側壁──通用口と思おぼしき扉に突っこんだ。

　凄すさまじい音が轟とどろいた。間近で落雷があったら多分似たような衝撃が生じるのだろう。五トンの金属塊が建物の構造材をねじ曲げて破砕する。一度後退してもう一回突撃。原始的極まりない方法で格納庫のロックは破られた。

　保安要員が撃鉄を響かせる。殺気だった表情はこれから起こる惨劇を予感させた。コミュニケーションの難航、色覚妨害による逃亡の恐れ、更なる混乱を防ぐための非常措置。

　響き渡る銃声、倒れ伏すフレンチベージュの光。

（いや、いや、だめだ）

　いくら問題児だからと言って問答無用で射殺してよいはずがない。何よりパクファはスライスの融合という異常事態に見舞われているのだ。自じ分ぶん達たちの常識だけで彼女の意図を判断するべきではない。

「『頼む』って言われたしな……」

「慧けい？」

　グリペンの視線を感じながら進み出る。大きく息を吸って「八や代しろ通どおりさん」と呼びかけた。

　白衣の肥満漢は警備隊員と話していた。うるさげに目だけを向けてくる。

「あ？　なんだ。悪いがもう説明している余裕はないぞ。危ないから下がって──」

「パクファの説得、俺にやらせてもらえませんか」

　まじまじと見返された。警備隊員もまばたきしている。

「この中で一番あいつと面識あるのは俺、いや俺とグリペンです。前回だってちゃんと見つけて連れ戻しましたよね？　だからもう一度チャンスを与えてほしいんです」

「そんな状況じゃないことは分かってるだろう」

　八や代しろ通どおりの声は厳しかった。

「今度システムクラックが起きたら日本海の防空に大穴が空きかねない。そんな状態でザイが攻めてきたら目も当てられん。この場で確実にパクファを押える必要がある」

「銃で撃ってまでですか」

「なるべくそうならないようには調整している。奴やつが逃げたり抵抗したりしなければ拘束だけで済むはずだ」

「あいつが普通の状態じゃないことは八や代しろ通どおりさんも分かってるでしょう。更に追い詰めてどうするんですか。びっくりしてステルスを発動したが最後、撃たれるんでしょう？　そんなのは『調整した』とは言わないですよ。ただの見殺しです」

「おい」と怒鳴りかけた警備隊員を八や代しろ通どおりが押おし止とどめた。冷えた眼まな差ざしで見下ろしてくる。

「いいか、基地の治安維持は俺おれ達たちの管轄外だ。本来ならここで口を出すこと自体が越権行為なんだ。あとパクファの処置についてはロシア側も了解している。皆、納得ずくで動いてるんだ。理解しろ」

「バーバチカのアニマ達たちもその処置に納得してるんですか」

　男の顔が強こわばる。鋭い眼光を押し返すように詰め寄った。

「パクファを救うためにジュラーヴリク達たちがどれだけ必死になったか、まさか忘れたわけじゃないでしょう。折角助けた妹を殺されたら、あいつら絶対俺おれ達たちを許しませんよ。上がどう言おうと敵と見なされます。これから作戦が始まるって時に、そんなしこりを残していいんですか」

　八や代しろ通どおりはへの字に口を折り曲げていた。

　凶相で空を仰ぐ。鼻から荒い息が漏れた。

「五分だ」

　野太い声が降ってくる。

「五分やる。その間にあの馬鹿を連れ戻してこい。できなければ当初の作戦通りいく」

「技官!?」

　愕がく然ぜんとする警備隊員の肩を八や代しろ通どおりが叩たたいた。そのまま強引に連れ立ちながら顎をしゃくってみせる。倉庫の脇腹、黒く空いた破口に向けて。

　ありがたい。

　大きく一礼する。グリペンを招き寄せて装甲車の脇を通り過ぎる。過熱した金属の匂いに顔をしかめながら暗闇に踏みこんだ。

　ライトを持ってくるべきだったか、そんな懸け念ねんは瞬時に吹き飛んだ。二つの燐りん光こうが暗がりの奥にある。

　サンライトイエローに輝く残骸、そして玉虫色イリデツセンスの人型。

　エプロンドレスのアニマは本来の色彩を取り戻していた。緑とも青とも取れる光が輪郭を彩いろどっている。夢ゆめ現うつつな表情がＦ－15ＤＪ－ＡＮＭの死骸と向き合っていた。

（いや）

　死骸は輝かない。ダイレクトリンクの光を放たない。

　起動している？　抜け殻の機体が。

　一体なぜ。息を吞のんでいるとペールピンクの光が前に進み出た。グリペンだ。止める間もなくパクファに歩み寄り、横に並ぶ。

「[image: ПАК ФА]」

　機体を眺めながら問いかける。そのまま小さく首を傾かしげてみせた。

「[image: Что]……何をしているの？」

　こちらに聞かせるつもりなのか、あえて日本語で話している。パクファの口が動いた。視線を機体に向けたまま答える。

「なんて言ってるんだ」

「これは一体なんですかって」

　パクファの細い目が当惑の色をたたえている。

「Ｆ－15のように見えますがまったくの別物ですって」

「そりゃ派手にぶっ壊れてるからな。もとの姿とは似ても似つかないだろうけど」

「[image: Нет], [image: не в этом] [image: смысле].」

　パクファが首を振る。理解の拙さを詰なじるように、

「[image: Это] [image: простая] [image: масса с] [image: внешностью] F-15. [image: Как будто] [image: статуя], [image: сделанная из] [image: глины].」

「ええ？」

　さっぱり分からない。グリペンはと見ると彼女も面食らった様子になっていた。

「ごめん、パクファ、よく理解できない。どういうこと？」

「[image: То есть], [image: внутренняя] [image: система в] [image: беспорядке]. [image: Я пробовала] [image: подключиться] [image: к нему], [image: но не] [image: нашла] [image: ничего] [image: особенного].」

「……」

　言葉の問題以前に何か深刻な行き違いが生じているようだった。しばらくしてグリペンが向き直ってくる。相手の混乱が伝染したように難しい顔となっていた。

「パクファはこれが『Ｆ－15のように見えるただの塊だ』って言っている。粘土で型取りしてそれらしく作り上げた、みたいな」

「なんだって？」

「中身のシステムも無茶苦茶で意味あるものが見つけられないって」

「偽にせ物ものってことか？　いや、いやありえないだろ」

　モンゴルでの分析結果を見る限り、成分も内部構造も実機と一致していた。誰かが壊れたＦ－15ＤＪのオブジェを作ろうとしたのでもない限り、ここまで精巧な残骸はできあがらないはずだ。そして何よりも、

「こいつには死体が乗ってたんだぞ」

　死によって断罪された人間が、死によって解放されたアニマが。

　だがパクファは頑かたくなに首を振った。

「蛋たん白ぱく質しつと炭水化物をこね上げても人間は生まれない。同じように金属や繊維をいくら搔かき集あつめたところでドーターはできない。これはただのイミテーションだって。誰かが実物を模して作り上げた」

「ちょっと待てよ」

　グリペンは単にパクファの言葉を訳しているだけだ。だが、ついつい追及が荒くなってしまう。目め眩まいを覚えつつ質問を重ねた。

「こいつは千年前からモンゴルに眠ってたんだぞ。そんな時代に誰が戦闘機や人間の模造品を作れるっていうんだ。遊牧民が電子装置やエンジンを加工したっていうのか？」

　しかもわざわざできあがったものを壊しまでして。意味不明にもほどがある。

　パクファは困惑を露あらわにした。

「あなた方はこれを時間遡そ行こうの産物と位置づけている。なら制作者が千年前の人間である必要がどこにあるのかって」

「え？」

「千年前の人類がこれを作ったと考えるよりは、作れる存在が千年前に移動したと考える方が自然ではないのか」

　意識がフリーズする。想定外の仮説に思考がハングアップした。目の前の残骸が本物ではない？　誰かが時間を遡って作った偽にせ物もの？　馬鹿な。荒唐無稽すぎる。理屈も意図もさっぱり分からない。だが確かにそれなら「機体が時を遡そ行こうした」という矛盾を解消できる。問題は「タイムスリップした制作者」が誰か、だが。

　──タイムスリップ。

　被造物ではなく創造者。

　オリジナルではなくイミテーション。

　再生品。

　再生。

（あ）

　唐突に情報が繫つながった。ばらばらだったピースが一つの絵を形作る。あたかもドミノ倒しのように閃ひらめきが連鎖していった。

　震えが走った。なんてことだ。この考えが事実なら、真理だとしたら。

「鳴なる谷たに君！　グリペン、大丈夫なのか！」

　背後で眩まばゆい光が生じた。サーチライトに肥満したシルエットが浮かび上がる。八や代しろ通どおりが破口から中をのぞきこんでいた。

「大丈夫、特に問題ない」

　グリペンが肩越しに答える。傍かたわらのアニマを見上げて、

「パクファ、もう戻るでいい？　今ならまだハルカがフォローしてくれる」

「ふぉロー？」

　たどたどしい口調で訊たずね返す。意図が伝わっていないのか、きょとんとしていた。

「[image: Кто что] [image: будет] [image: поддерживать]?」

「状況を理解してない？　というかパクファ、あなたはなぜここにいるの？」

　しばらくロシア語でのやりとりが続いた。会話が途切れるとグリペンは渋面になった。不機嫌そうに外の面々を振り返る。

「ハルカ、パクファに麻酔を投与した？」

「あ？　なんの話だ」

「意識が朦もう朧ろうとなって気づいたらここに来たと言っている。多分、自我がなくなってプログラム拡散の抑制が利きかなくなった。たまたまＦ－15ＤＪのシステムが他と繫つながっていない袋ふくろ小路こうじだから誘導された感じ。人災、不可抗力」

「待て。俺は知らんぞ。逆に余計なちょっかいを出さないよう指示していたくらいで」

　刹那、カエルの鳴き声じみた呻うめきが響いた。周囲の視線が集まる。ロシア人の一人が真っ青になっていた。

「[image: Нет] [image: нет], [image: я просто] [image: принял] [image: предохранительную] [image: меру], [image: чтобы] [image: больше не] [image: было лишних] [image: проблем].（違うんだ、これ以上問題が起きないよう予防措置を執っただけで）」

　翻訳の必要はなかった。揺れる瞳が過あやまちを告白している。

　八や代しろ通どおりが額を押えた。

「分かった。捕り物劇は終了だ。ぐだぐだな展開の落とし前はあとで当事者につけてもらうとしよう。パクファ、来い。以降は我々のメンテを受けてもらう」

　はダいーと答えてエプロンドレスの裾を翻ひるがえす。いつの間にかＦ－15ＤＪの光も消えていた。弛し緩かんした空気の中、だが自分一人だけが動けない。時が止まったように静止している。

「慧けい？」

　グリペンが不思議そうに見上げてくる。返事をする余裕はなかった。深呼吸を二回、三回、四回。呼吸を整えて歩き出す。方々への連絡に忙殺されている白衣姿に近づいた。

「八や代しろ通どおりさん」

　苛いら立だたしげな視線が返ってくる。忙しいからあとにしろと言わんばかりの空気。だが今は気にしていられない。眦まなじりを決して、切迫した口調で続ける。

「このあと時間をもらえますか」




　　　　＊




　八や代しろ通どおりより連絡が来たのは夜の十時を過ぎてからのことだった。昼の騒動が三時だったから約七時間、待たされたことになる。グリペンを促し、もどかしさに突き動かされつつ技本棟を訪れた。医療スペースには八や代しろ通どおりとファントムの姿があった。ガラス扉の向こうでメディカルスタッフが片づけをしている。先ほどまで処置をしていたのだろう。ファントムはいつものコルセットスカートではなく、検査着姿になっていた。

「慧けいさん？　グリペンも」

　怪け訝げんそうに眉をひそめられた。

「こんな時間に何をしているんですか。二人とも今日はオフでしょう。さっさと帰って休めばいいのに」

「俺が待たせたんだ。話があるって言われててな」

　八や代しろ通どおりが大儀そうに肩を回した。

「バタバタしてたら遅くなっちまった。すまんな。おかげでパクファのスライスは無事分離できた。ファントムとの再結合も完了。まだ経過観察中だが、とりあえず一息つける」

「そうなんですか」

　ファントムが肩をすくめた。

「すぐに任務復帰は無理ですよ。記憶が混乱してまだ夢見心地です。こんなに長い間スライスと分離したのは初めてですし」

「いいデータが取れたよな。パラレルマインズの使い方に幅が広がりそうだ」

「怒りますよお父様、こんなトラブルは二度とごめんです。あの欠陥品は金輪際私の前に持ってこないでください」

「ザイ次第だな、そいつは」

　軽口でいなして八や代しろ通どおりが向き直ってきた。

「で、どうする。この場で話を聞けばいいか。それとも場所を移して人払いするか」

「いえ」

　これ以上モタモタしていたくない。今は早く自じ分ぶん達たちの発見を説明したかった。

「ここでいいです。ファントムにも聞いていてほしいし」

「私も？　ですか」

「〈繰り返し〉の件だ」

　空気が硬さを増した。八や代しろ通どおりが素早く視線を走らせる。近くに第三者の姿がないことを確認して向き直ってきた。

「なんだ、何があった」

「順を追って説明させてください。まずあのＦ－15ＤＪについてです。あれが何物でどこから来たのか。時間遡そ行こうの原理に反した機体がなぜ存在できているのか」

　パクファとの会話を繰り返す。残骸が『残骸のように作られたイミテーション』らしいこと、時を超えたのではなく千年前に作られた存在ではないかということ。中の死体──アニマや北きた浦うらの亡なき骸がらも同様なこと。

　一通り説明すると八や代しろ通どおりは混乱した様子になった。眉根を寄せて首をひねる。

「つまりなんだ？　航空工学とバイオテクノロジーの権威が千年前にいて、そいつが未来の戦いのモニュメントを作ったって話か？　砂漠のど真ん中で、後世に誰かが発掘してくれることを期待して」

「意味不明ですね」

　ファントムが追い打ちをかけてきた。

「動機も現実味もゼロ以下です。であればまだ前世の誰かがタイムスリップして、ことを為なしたという方が納得いきます。もっともその場合、なぜ〈彼〉、あるいは〈彼女〉が肉体を持って時間遡そ行こうできたのかという疑問に立ち戻るわけですが」

「肉体を持っている必要があるのか？」

　正面からファントムを見据えた。

「熱や光、電気。そういうエネルギーだって現実には干渉できる。モノを燃やしたり情報を伝えたり機械を動かしたり。もしエネルギーの塊にプログラムや設計図が組みこまれていれば、望み通りの物体を生み出せるんじゃないか」

「え？」

「物理法則をクリアするために質量ゼロのエネルギーをタイムスリップさせる。必要な資源は現地で調達して軍隊を作り上げる。そういう存在を俺おれ達たちはよく知っているだろう？」

　ファントムの顔色が変わった。八や代しろ通どおりも表情を険しくする。

「鳴なる谷たに君。君、あのＦ－15をザイが生み出したと言っているのか」

「はい」

「なんのために」

「理由は……多分、ないです」

「なんだと？」

「事故なんですよ。色々な原因が絡からまり合って、ザイ自体も予測してなかったことが起きたんです」

　混乱の気配が色濃くなる。当然だろう。自分も最初は理解できなかった。

　一息ついてグリペンを見る。

「グリペン、説明してくれ。時間遡そ行こうの直前、最後の瞬間に何が起きたかをもう一度」

　こくりとうなずいて進み出る。ガラス玉のような目が八や代しろ通どおり達たちを見渡した。

「〈球殻〉突入寸前、私に埋めこまれた知ち寄よりのプログラムが発動した。第一フェーズでザイの論理防壁を突破、第二フェーズでザイのシステムと結合、内部から時間遡そ行こうコマンドを発行した」

　光に包まれる〈球殻〉、形を失っていく真紅の機体。

「跳躍準備に入ったシステムはまず、周囲の〈叡えい子し〉を回収し始めた。健在なコアとリンクして戦闘プログラムを停止。〈叡えい子し〉を引き剝がし〈球殻〉本体のエネルギープールに収容する。ひとまとまりになったエネルギーはやがて〈球殻〉自体の物理的な実体も捨て去り、過去に向けて跳躍した──」

　グリペンは淡々と眠りにつくまでの過程を説明していった。肉体が消失し、意識が薄れ、余剰のデータや記憶が削そぎ落とされる。ザイの駆除プログラムと格闘しながら、最小サイズに自分を圧縮・分解、潜伏。痛ましささえ感じさせるプロセスを詳細に語っていった。

「それで？」

　感情を押し殺した声で八や代しろ通どおりが問いかけた。

「特段目新しい情報はないように思うが、今の話にどんなアクシデントがあったんだ？　ザイが間違いを起こすような要素が」

「分かりませんか？」

　語気を強める。

「いいですか？　ザイは周囲の〈叡えい子し〉を回収したんですよ。健在なコアとリンクして、機体から本質を切り離したんです」

「本質を」

「コアを持っているのはザイだけじゃないでしょう」

　！

　相手の顔に理解の色が浮かんだ。たるんだ頰に赤味が差す。

「墜落したＦ－15ＤＪのコアを回収したのか！」

「はい」

　大きくうなずいた。

「あの時、近くにいたドーターは自じ分ぶん達たちだけです。グリペンはとっくにザイのシステムと融合していたからともかく、イーグルのコアは当然回収対象になっているはずなんです。だってこいつらはザイの部品でできているんですから」

「……」

「〈球殻〉はイーグルの〈叡えい子し〉を取りこんだ。そこには機体や肉体・パイロットの情報も含まれていたはずです。だから千年前に跳躍したあと正確に再現された。現地の資材を使って、他のザイ機や〈球殻〉と同じように」

「いや、待て待て」

　八や代しろ通どおりが制止した。額を押えて瞑めい目もくする。

「近くという言葉の定義にもよるがな、今の話は変だぞ。あの時突入したアニマには米海軍のライノもいたはずだ。奴やつはどうなった？　同じように復元されてどこかに埋まっているのか？」

「……」

「あと、何十回という〈繰り返し〉の中で他のアニマは一度も〈球殻〉に到達しなかったのか？　そいつらが取りこまれていない理由はなんだ？　イーグルだけが残骸として見つかった理屈は？」

　もっともすぎる疑問。

　そう、こればっかりは実際に体験した者でなければ分からない。あの可か哀わい想そうなアニマと直じかに接した人間でなければ。

「あいつは……壊れてたんですよ」

　虚を突かれた様子で見返される。ファントムも目をまたたいていた。

「〈刷りこみ〉の影響とパイロットの暴力、矛盾する命令に任務・指示、色々なものに挟まれてとっくにおかしくなってたんです。多分、他のどのアニマよりも徹底的に」

「だから特別なことが起きたと？　ザイのプログラムをねじ曲げて自分の写し絵さえ作り出したと」

「ええ、だって無茶苦茶になったあいつが最後の拠より所どころにしたのが『作戦を成功させる』という命令だったんですから」

〈球殻〉に突き進み、敵を墜おとし、制空権を維持する。その強烈なオーダーが未曽有の奮戦に繫つながり、最終的にはパイロットの命さえ見捨てさせた。なぜ撃墜されたくらいで安らかに眠れると思ったのだろう。あいつは自分の死さえ理解していなかったに違いない。灼しやく熱ねつの業ごう火かに焼かれながら更なる前進を試みたはずだ。もっと前へ、もっと先へ、もっと多くの戦果をと。

　狂気に彩いろどられた〈叡えい子し〉はコアから分離されて〈球殻〉のシステムへと統合された。そうしてザイのプログラム・設計図をも書き換えてしまったのだろう。結果として千年前の世界には二つのオーパーツが生み出された。休眠状態に入った〈球殻〉とイーグルの残骸。

「なるほど、な」

　重々しい音を立てて巨体が椅子にもたれかかった。理解と、同じくらいに強い疲労が顔に刻まれている。

「確かに、筋は通っている。諸もろ々もろの矛盾も一気に解消されるな」

　煙草たばこをケースから取り出して火をつける。天井に向かって煙を吐き出した。

「いくつか確認、いいか？」

「はい」

「モンゴルでイーグルが重複排除現象を起こしただろう。あれはどう考える。イミテーションが正常なアニマを取りこむことなどありえるのか」

「それは」

　予想外の問いに口ごもる。だがすぐにグリペンが回答を引き取った。

「イミテーションであってもコアはコア、〈本質〉が依より代しろを探す妨げにはなる。ただ中身のシステムが出で鱈たら目めだから、完全に取りこまれるには至らなかった。短時間でイーグルが戻ってきたこと自体、あれがドーターでない可能性を示している」

「人間の死体はどうだ？　たとえばおまえは今、鳴なる谷たに君の体組成を再現できるか？　俺はそこまでのデータ領域を確保した覚えはないぞ」

「ザイのシステムが補助ストレージになったと考えられる。そもそも焼け落ちている時点で、人体の構造は単純化されている。解析・保管ともにそれほどの問題はない」

「アニマ死亡後に起こった機体変形は？　破損情報の引き継ぎは」

「同様」

「ふむ」

　半眼で足を組む。煙草たばこの灰が落ちるのも気にせず考えこんだ。

　代わりにファントムが質問を重ねてきた。

「つまり慧けいさんが仰おつしやりたいのはこういうことですか。あのイーグルは無害だ。私わたし達たちの前に立ち塞がる諸問題から取り除いていいと」

「いや」

　大きく首を振って否定する。

「今のは前置きだ。重要な話はこれからだ」

「はい？」

「いいか、この理屈が正しい場合、俺おれ達たちは一つ重要な選択肢を持つことになる。よく考えろよ。そもそも〈球殻〉ってのはなんだ？」

「何とは」

「ザイという概念をこの世に接続するためのインタフェース、そう知ち寄より技官は言っていた。大地から資源や燃料を汲くみ上あげて、製造されたコアに〈叡えい子し〉のプログラムをインストールする存在だと。つまりザイの軍勢が現れるには、こいつがきちんと機能していなければダメなんだ」

「でしょうね」

「連中のシステムは時を超えたあと、設計図に従って〈球殻〉を再現する。でもイーグルの例を見ても分かる通り、設計図は外からの影響で変えられる。じゃあ」

　ファントムの表情が変わった。言いたいことを察したのだろう。凍りつく彼女に決定的な一言を投げかける。

「ザイを生み出さないよう〈球殻〉自体の設計図を書き換えることも可能じゃないのか」

　！

「あいつらの本体はただのプログラムだ。現実世界への干渉ルートさえなくせば、どれだけ膨大なエネルギーを持っていたところで何もできない。タイムループなんかさせなくても俺おれ達たちの時間への影響をゼロにできる。時の檻おりを作り続ける必要がなくなるんだ」

「時間遡そ行こうだけではなく形状変更のプログラムを送りこむと？」

「ああ、千年前でも百年前でもいい、とりあえず実体を一度捨てさせて過去に送りこむ。そこで再現プログラムが機能しなければあいつらはおしまいだ。次の〈繰り返し〉はもう考えなくていい。グリペンをついていかせる必要もなくなる」

「グリペンを」

「そうだ。こいつを時間の監獄から解放できる」

　桃色髪の少女を見る。もう自じ分ぶん達たちのために彼女を犠牲にする必要はない。もちろんザイは消滅する。誰一人不幸にならない、完全無欠のハッピーエンド。

　高揚した空気に、だが八や代しろ通どおりは冷えた声を投げこんだ。

「具体的には？」

　静かな視線が熱を冷ます。男の顔から表情が消えていた。

「時間遡そ行こうというのは、ザイがもともと持っている機能を有効化するものだ。対して形状変更は連中のシステムを改変する。どこをどうすれば目的が果たせるのか、副作用はないのか、特定はもちろん、そいつがきっちり動く保証も必要になる。何せ〈球殻〉突入のチャンスは一度きりだ。総力戦の勝負に『だめだったから次』なんてことは抜かしていられない。その前提があった上で訊きくぞ。今の君らの話は事実か、それとも仮説か？」

「それは」

　ぐっと口ごもる。拳を握りしめてうつむいた。

「仮説です……今のところは」

「グリペンの記憶から得たファクトではないということだな」

　八や代しろ通どおりの肩から力が抜ける。落胆にも似た気配を感じ取り、慌てて食い下がった。

「待ってください。まったくの想像ってわけじゃないですよ。パクファから聞いた話をもとにもう一度グリペンと状況をシミュレートした末の結論です。八や代しろ通どおりさんもさっき『筋は通っている』って言いましたよね？　検討の余地くらいあるでしょう。例の残骸を分析して、何がザイのシステムに影響したか探れば」

「時間が無限にあればな」

　冷ややかに返された。

「前にも話した通り、最終決戦に向けた準備が急ピッチで進んでいる。正直グリペンにいつもの時間遡そ行こうプログラムを実行させること自体、ギリギリの状況だ。そんな中、新たなプログラムを開発して命運を託す。どれだけリスクの高い話か分かるだろう？」

「だから何もしないってことですか」

「違う。リスクを冒すなら相応の担保を準備しろってことだ。他の話ならともかく、最終突入時のプログラムを変更するのはかなりの賭けだ。下手をすると『ザイを時間遡そ行こうさせた』『だが形態変更のプログラムは動かなかった』『奴やつらは千年前の地球に顕現し、そこにグリペンはいない』という事態になりかねない。結果は分かるな？　次の〈繰り返し〉で人類文明は終了、俺も君もアニマ達たちも仲よく全滅だ」

「……」

「だからこそ君の作戦に舵かじを切るなら具体的な根拠が必要になる。例の残骸をザイが作り上げた証拠、設計図を司つかさどるプログラムの特定、〈球殻〉のどこをいじれば目的を達成できるかの解明。それが準備できない限り君のプランは絵に描いた餅だ。『ザイのシステムを損なえばザイが停とまる』なんてのはある意味、当たり前の話だろう。問題はそれをどう実現するかだ」

「どう実現するか」

　確かに具体的な方策はゼロのまま持ってきてしまった。グリペンから可能性を示されて舞い上がってしまったこともある。大枠の方向性さえ示せば、細かいところはなんとかしてもらえると思っていた。

　甘かった。

　だが事実としては八や代しろ通どおりの言う通り、『ザイのシステムを損なえばザイが停とまる』と主張しているだけだ。根拠はなし。あるのは状況証拠と仮説のみ。厳しい反応になるのは当然だ。

（だけど）

　やっと見つけた可能性。

　ゼロパーセントの希望が一パーセントになった瞬間。この奇跡を逃せば二度と逆転の機会はない。

　居住まいを正す。拳を握りしめて八や代しろ通どおりを見返す。

「考えが足りてなかったのは認めます。でも俺はこいつに賭ける価値があると思います。たとえ他の準備・作戦、全てを捨てたとしても」

「なぜだ」

「グリペンの記憶にない行動だからですよ」

　強い口調で言い切る。

「何千年・何万年、俺おれ達たちはあらゆる方法を試してきました。八や代しろ通どおりさんや知ち寄より技官が考えに考え抜いて、それでも出口が見つからなかったんです。だとすれば最後に残ったルートこそ正解だとは考えられませんか？」

　背筋を伸ばす。息を吞のむ八や代しろ通どおりとファントムに鋭い視線を投げかけた。

「今まで俺の打ってきた博ばく打ちは全て成功したはずです。これが最後にして最大の勝負です。人類の未来を俺に賭けてもらえませんか？」







[image: ＊Ⅲ＊]







（失敗した）

　重々しい溜ため息いきとともにこうべを垂れる。身体からだがだるい。気を抜くとずぶずぶ机に沈みこんでいきそうだ。着席しているにもかかわらず、全身の平衡が保てない。

　朝のハンガーは訓練間の整備で混雑していた。１フライトの出迎えと２フライトの送り出しが同時に進んでいる。本来ならこちらもさっさとメンテを終わらせて退場すべきところだ。だがだめだ。集中力がもたない。チェックリストの中身が頭に入ってこない。

　鉛筆を持って、バインダーをのぞきこんで、機体を確認して……ああ。

「まだ落ちこんでいるんですか、いい加減しゃっきりしてください。自じ業ごう自じ得とくでしょう」

　ファントムが迷惑そうに呼びかけてくる。手に持った端末をドーターに繫つなぎ、作業進捗を確認していた。本来主任クラスがやる仕事を引き取っているのだろう、先ほどから周囲の整備員にてきぱきと指示を出している。

「ただでさえ人手不足で猫の手も借りたい状況なんですから。というかグリペンはどうしたんですか？　アニマなしでドーターのチェックは厳しいでしょう」

「パクファのクラッキングが残っていないか全領域検査だと。一度にやると時間がかかるから、ここんとこ細切れに呼び出されてるんだ」

「今更ですか？　あれからもう一週間近いですけど」

「逆だよ。おまえとパクファの処理が最優先で、やっとあいつの番が回ってきたんだ。どっちかって言うとラファールの方が優先されてたそうだぞ。なんでだか知らないけど」

　萎えた心を叱しつ咤たして鉛筆を取り上げる。チェックリストを記入しようとして手元が滑った。軽い音を立てて鉛筆が机上を転がっていく。

　ああ、ああもう。

　ファントムがうんざりした様子になった。

「手伝いますよ、これではいつ終わるか分かりません」

　返事も待たずに、端末をこちらのドーターに繫つなぎ替える。ステータスを取得すると流れるような動作で確認し始めた。

「悪い……」

「皆さん、多忙で気が立ってますからね。とばっちりが来ないための予防措置ですよ。慧けいさんを思いやってのことではまったくありません」

　いつもながらの毒舌が今日はやけに突き刺さる。消沈を露あらわにしているとファントムが身じろぎした。居心地悪げに鼻から息を抜く。

「お父様からはあれ以来、連絡なしですか？」

「ああ」

「五日間ずっと」

「そうだな」

　例の直じか談だん判ぱんは結局、不首尾に終わった。情報不足、材料不足、時間切れ。いくつか理由を付けて八や代しろ通どおりは次の予定に向かっていってしまった。はっきり撥はねつけられたわけではないが、状況は限りなくＮＧに近いだろう。説得失敗、こちらのプランに割くリソースはないと。

　ファントムが眉をひそめた。

「こう言ってはなんですが、あんな交渉の仕方はないですよ。根拠もなしに決戦プランを変えろとか、格好よく言えばいいってものじゃありません」

「やっぱり八や代しろ通どおりさん、怒ってるのかな」

「呆あきれてる可能性は大ですね」

「だよなぁ」

　忙しいところに呼び出されてなんだと思っているのかもしれない。ドヤ顔で『俺に賭けろ』じゃねーだろ、とも。

「せめて事前に相談してくれれば説得方法の一つや二つ、考えましたのに」

「早く話した方がいいと思ったんだよ」

「それでプレゼンが失敗したら元も子もないでしょう」

　仰おつしやる通り。

　悄しよう然ぜんとうなだれているとファントムは嘆息した。

「まぁお父様も忙しいでしょうし、気長に待てばいいんじゃないですか。真面目に相談したことをはぐらかす人ではありませんよ。だめならだめときちんと言ってくるはずです」

「だめだって？」

「かもしれませんね」

　さらりと言ってくるあたりが底意地悪い。少しは慰めてくれてもいいだろう、戦争の終わらせ方を見つけるのはここにいる全員の課題なんだし。

　下唇を突き出して上目遣いになる。

「というか、おまえも俺のプランは疑わしいと思っているのか？　想像ばかりで検討の余地もないって」

「いいえ」

　あっさりとかぶりを振られた。

「十分検討に値する話だと思っていますよ。何よりあのＦ－15ＤＪの存在を綺き麗れいに説明できるのが大きいですしね」

「そうなのか」

「仮説と言ってもあなた──蛍ほたる橋ばし三尉やグリペンの実体験に基づいていますしね。ただの思考実験とは信頼度が違います。実際、あなたも過去のイーグルの有り様を知っているから、この話を押そうと思ったのでしょう？」

「まぁな」

「だから私は理論の大枠に疑いを持っていません。証拠がないのは痛いですが、そこはお父様の協力を仰いで探すことになるのでしょう。むしろ私が気になっていることは別にあります」

「ん？」

　なんだと思って見るとファントムが口をつぐんでいた。視線を落とし、ひどく生真面目な表情になっている。

「どうした」

「いえ……」

　何か続けかけた途端、おおいと声がけされた。なまずひげの整備員が走り寄ってくる。舟ふな戸とだ。

「鳴なる谷たに君、このあとグリペンと出られるか？　ラファール・パクファとフライトを頼みたいんだが」

「いつですか」

「一三〇〇」

　腕時計を確認する。三時間後か、整備の進捗はやや遅れ気味だが。

「機体チェックなら問題ありませんよ。あと十分もあれば終わらせてみせます」

　ファントムが力強く宣言する。見ている間にタブレット上の整備リストが次々と処理されていった。

　うん、なら大丈夫か。

「行けます。けど、なんですか急に」

「ロシア側がな、パクファを返せと言ってきたらしい」

「はい？」

「スライスを分離できたのならもう小こ松まつに置いておく必要もないだろうって、今朝すぐに送還するよう求めてきたんだと。さすがに処置後の経過観察もあるから無理と断ったらしいが、なら今日中でいいから戻せと」

「はぁ」

「なぜまたそんなスケジュールに？」

　ファントムの問いに舟ふな戸とは首をすぼめた。

「配備計画上の問題だと。ジュラーヴリクとラーストチュカでなんとかローテを回してきたがいい加減限界らしい。何せ国土面積最大の国だからな。中国の二倍近い領土をドーター二機で守るのはどうにも無理があったっぽい」

「要は音を上げてきたというわけですか」

「まぁそういうわけだ。とは言っても病み上がりのパクファを単機で返すのは不安すぎる。だからロシア領空まで護衛をつけようって話になってな。鳴なる谷たに君とラファールに話が回ってきたわけだ」

「いいですけど」

　もやもやを払ふつ拭しよくできないまま答える。

「なら、ロシア側が迎えに来るのが筋じゃないんですか？　俺おれ達たちだってドタバタしてるんですし、整備中のドーターを二機も出さなくても」

「そこはほら、先の作戦以来、ロシアとは友好関係を保ってるだろう？　表向きだけでも誠意を示す必要があるってことだ。だいいち通常機じゃザイ相手の護衛にならんだろう。ドーターのエスコートはやはりドーターでなくっちゃ」

　バーバチカのアニマは戦線維持で手一杯、ロシア空軍の通常機が来ても役立たず、であれば独飛が送っていくしかない、ということか。

　疲労を覚えつつうなだれているとファントムが微笑した。

「私はスライス統合の経過観察中ですから、今回はお休みさせてもらいますよ。これだけ大騒ぎして救い出したパクファをよもや帰路で撃墜されることのないように」

　いやなプレッシャーのかけ方するなぁ。

　渋面で舌打ちするとファントムは肩をすくめてきた。




　　　　＊




　エプロンに爆音が響いている。

　全周モニターにフレンチベージュの機体が映っていた。全遊動式の尾翼を小刻みに動かしてプリタクシーチェックを続けている。行き交う整備員を、装甲キャノピーのカメラが落ち着きなく追いかけていた。推力偏向エンジンが上下する様は、あたかも巨象が身体からだを探られてくすぐったがっているようだ。

「パクファは大丈夫そうなのか？」

　自機のチェックを続けながら後席に呼びかける。バックミラーのグリペンは瞳にアビオニクスの光を映して向き直ってきた。

「問題ない。戦術リンクのステータスも正常。妙な通信の兆候もない」

「ならいいけど」

　フライト中に不正アクセス、グリペンがフリーズとかは勘弁いただきたい。まぁ八や代しろ通どおりが処置済みと言った以上、信じるほかないのだが。

「結局、最後まであいつに振り回されっぱなしだな。折角のおまえとのオフもふいになっちまったし」

「私は別に、気にしていない」

「そうなのか？」

「これも散歩みたいなもの、二人でおでかけ」

「ロシア領空までか」

「片道一時間半、こないだの高原と同じくらい」

「いや、それ一緒にするのおかしいだろう」

　戦闘機とバスの距離感をごっちゃにされても困る。巡航速度にして十倍以上違うんだぞ。

「まぁおまえがいいなら別にいいけどさ」

　セーフティーレバーでシート位置を調整する。タクシーライトを点つけかけた途端、黒々とした機影が左手後方から滑りこんできた。

「お、来たな」

　オニキスブラックのドーター、Ｒａｆａｌｅ－ＡＮＭ。曲線的な機首を妖しく輝かせながら整備車両に牽けん引いんされてくる。大柄なデルタ翼とカナードの組み合わせはグリペンと同じ、欧州機ならではのものだが。

（おや）

　いつもと微妙にシルエットが違う。胴体背中に二つの大きなこぶが見えた。主翼の付け根前端からエンジン部分を覆うようにして構造物が増設されている。

「なんだあれ？　レーダーか？」

「ＣＦＴ」

「え？」

「コンフォーマル・フューエル・タンク、密着型増槽」

　増槽、つまりは燃料タンクということか。見れば胴体・翼下にも落下型タンクが装備されている。洋上索敵もかくやというような大装備だ。おそらく二千キロは無給油で飛んでいけるだろうが。

「ＢＡＲＢＩＥ01より06、どこに行くつもりです？　地球一周でもする気ですか」

　冗談交じりに呼びかけるとノイズ混じりの無線が返ってきた。

『なんだ。聞いていないのか？』
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　怪け訝げんな声。

『私はこのまま本国に戻る。パクファを送ったその足でな』

「え」

　反射的に振り返るとグリペンがぶんぶんと首を振った。彼女も知らなかったらしい。

「どういうことですか」

『ＥＵの戦力再編で私が対ザイ戦の中核を担になうことになった。近々大きな作戦があるらしくてな。虎の子のアニマをいつまでも外遊させていられないと判断されたらしい』

（大きな作戦）

　例の決戦プランか？

　喘あえぐようにうかがう。

「いつから始まるんです」

『さぁな、一週間後か一ヶ月後か、詳しいことは向こうについてから聞かされる予定だ。何せ本来私以外がやるはずの役目だったからな。手配も段取りも何もかもが後手に回っている』

　私以外。

「誰の役目だったんですか」

『タイフーンだよ。欧州統合の希望にして象徴、私の妹だ』

　予期せぬ名前に絶句する。超成層圏ザイの攻撃によって焼き尽くされたアニマ、消滅の間ま際ぎわ、迫る脅威の存在を報しらせてくれた存在。

『私は彼女を守れなかった。ともに飛ぼうという約束を果たせなかった。であれば、せめて彼女の意思を継ぐことが責務だと思ってな。あの子の見るはずだった景色を見て、あの子が舞うはずだった空を舞う。卑近な動機だが今はそれが私の最優先だ』

　だから、とラファールは続けた。毅き然ぜんとした口調になって、

『だからこれでお別れだ。パクファのエスコートが終わり次第、私は独飛の指揮命令系統から外れる』

「急すぎるでしょう」

　めまぐるしいにもほどがある。ロシアから帰って以来、ロクに挨拶もできていない。いやそもそも例の超成層圏ザイ迎撃から、まともに顔も合わせられていなかった。

「まだ色々話したいこともあったのに」

『そういえば君には「人間」について教えてもらうことになっていたな』

　イヤホンから笑いが漏れた。

『人とは何か、アニマとはどう違うのか、興味深い命題だがムッシュ、私は既に答えを得たと思っているよ。不完全だから人になれない、欠けている物があるから不自然、いやいや、人間ほど非合理的で不安定な存在はない。針山のように刺とげ々とげしいかと思えば、ビロードのように滑らかだったりする。ややこしさという意味では私なんかの比ではない。ムッシュも心当たりはあるだろう』

　む。

　モンゴル遠征後の迷走を指摘されているのは明らかだった。当時の体たらくを思い出して赤面する。心が痛い。

「すみません……あの時は」

『いいさ。おかげで私も自分のあり方に自信を持てた。多少歪いびつでも生き物としては十分に成立すると分かったのだから。感謝しているよ。まさしく人生の師だ』

「褒めてないですよね」

『ははは、たとえ反面教師でも教師には違いない。随分と回りくどい指導ではあったがな。我が身を省みさせるという意味で、あれほど効果的なやり方はない』

「……」

『正直言うと、今の君を残していくのは若干不安ではある。激情家でムラッ気があって、攻撃的な割に打たれ弱くて人の気持ちには鈍感。本当なら横でもう少し見守っていたいが』

　ラファールは口調を緩めた。

『男子三日会わざれば、とも言うしな。次出会った時はもう少し成長した姿を見られるよう祈っているよ。グリペンのパートナーに相応ふさわしい姿をな』

　エンジン音が高鳴る。チョークが払われてパクファが動き出していた。フレンチベージュの外装が一ひと際きわ明るく輝いていた。発進準備完了、地上管制が走行経路を指示している。

　耳元でラファールの声が響いた。

『さぁ日にち仏ふつＢＡＲＢＩＥ隊としては最後の協同ミッションだ。つつがなくやりとげよう』




　大事を取ってか、飛行経路は日韓の防空圏をなぞるものになっていた。一旦朝鮮半島に近づき東岸を北上していく。旧吉きつ林りん省東端でロシア防空圏に入り、そのあとウラジオストクを目指すルートだ。回りくどいとは思ったが、ザイの神出鬼没ぶりを考えると仕方がない。そもそもロシアの防衛線がきちんと機能していればああも小こ松まつにスクランブルがかかるはずもない。

「ま、陸地を見ながらの飛行は楽だけどな」

　ＧＰＳ装備とはいえ、当あて所どのない洋上飛行はやはり緊張する。左舷に陸を見ながらの操縦は安心感があった。

　時計を確認、離陸からすでに三十分以上たっている。そろそろ三十八度線か。

「グリペン、異常は？」

「特にない。レーダーもクリーン」

「そりゃ結構」

　気を抜いてはだめだと分かっているが、どうにも緊張が保ちづらい。何せ対ザイ戦の切り札が三機編隊で飛んでいるのだ。普段の護衛、迎撃任務とは切迫度合いが違う。

『[image: Вы можете] [image: отдыхать].』

　パクファからの無線が飛びこんできた。

『[image: Я посторожу].』

「なんだって？」

「休んでもらっていいって」

　グリペンが通訳する。

「しばらく私が警戒しますって」

「いや、いや何言ってるんだ」

　護衛対象だろう。いざという時ならともかく、常時前に出てどうするんだ。

「どうせ国に帰ったら扱こき使われるんだし、今くらい気を抜いてろよ。だいたい小こ松まつにいる間、おまえ、一回もフライトできなかっただろう？　しばらくは勘を取り戻すことに専念しろって」

「何もしないと眠くなるって言ってる。リハビリのためにも是非協力させてほしいって」

「おまえなぁ」

　あれだけ小こ松まつを混乱させてまだ暴れたりないのか。ジュラーヴリクの気苦労が理解できる。目を離したらどうなるか分かったものではない。

「そんなに暇なら日本語の勉強でもしてろよ。ほら、いい機会だしさ、バーバチカ隊への土産話も兼ねて。こんにちはー、ありがとう、さようならー、って」

『Mmm.』

「なんだよ、嫌なのか」
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「嫌ではないけど、どうせ学ぶなら方言がいいって。京きよう都とや大おお阪さかの言葉とか」

「はぁ？」

「響きが可愛かわいいって。あとキャラも立つからとか」

「何言ってるんだ、おまえは……」

　だめだ、付き合っていられない。

「とにかく後ろに下がって──」

　話を打ち切りかけた途端、電子音が鳴った。レーダー反応？　戦術マップに新たな機影が現れている。十時の方向、距離二百キロ。

〈所属不明機ＵＮＫＮＯＷＮ〉

　センサーデータの送信元はパクファだ。あんな遠くの機体を検知したのか？　信じられない。第五世代機の電子戦能力は伊達だてじゃないということか。

　とはいえ感心してばかりもいられない。周辺国の機体なら識別信号を出しているはずだ。それ以外の機体となれば二択しかない。不幸にして前線に迷いこんだ故障機か、あるいは。

（ザイか）

　警戒レベルが跳ね上がる。

　指示する前にグリペンは確認を始めていた。ＩＦＦ信号発信、無線チャネル探索、反射波解析。

　しばらくして彼女は首を振った。

「だめ、応答なし。シグネチャに合致する機体も見当たらない」

「ザイの可能性は」

「不明。ＥＰＣＭは感じ取れないけど」

　所属不明機のマーカーはつかず離れずの距離を保っている。薄気味悪い。目視ができないことも得体の知れなさを助長していた。

　迷った末に無線を開いた。

「01より06、振り切りますか？　あと少しでロシア防空圏だし、外国機ならさすがに領空侵犯はためらうでしょう」

『そうだな……いや、待て』

　ラファールの声が強こわばった。

『なんだこのデータリンクは……不明機からだ。ネットワーク参加要請……Ｌｉｎｋ22？』

「え？」と喘あえいだのはグリペンだ。両目が見開かれている。強い動揺が伝わってきた。

「どうした？　そのリンクなんとかってやつ、なんなんだ」

「Ｌｉｎｋ22、ＮＡＴＯの最新鋭データリンク」

「んん」

　驚きのポイントがよく分からない。ＮＡＴＯとはヨーロッパ・アメリカ間の軍事同盟のことだ。自衛隊でもＮＡＴＯ規格というのはよく耳にする。であれば所属不明機が単に周辺の親米国のものというだけではないのか。

　だがグリペンは難しい顔を崩さなかった。

「アメリカが既存のＬｉｎｋ16を拡張しているせいで、Ｌｉｎｋ22はまだ欧州でしか使われていない。装備されている兵器も限定されている。計画ベースでラファールと、あとは」

　電子音が響いた。息を吞のむ声が無線から聞こえてくる。

『識別コード、ＥＦ－２０００－ＡＮＭ……タイフーン!?』

　！！？

　心拍数が跳ね上がる。遅れてディスプレイが各種情報を映し始めた。コールサイン、国籍、機首方位、高度。

　浮かび上がった文字は確かに欧州アニマの出現を示していた。ユーロファイター・タイフーン、イギリスの試験場で消滅したはずの機体。

「どういうことです。一度やられてからまた再製造されたんですか？」

『いや、そんな話は聞いていないが』

　ラファールの声が上ずる。慌ただしい操作音に戸惑いが感じられた。ＰＥＥＰ、ＢＬＥＥＰ、ＢＥＥＰ。

「通信はできないんですか？」

『やっている、だが応答がない。データリンク経由で情報が送られてきているだけだ』

　無言の時間が続く。しばらくして舌打ちが響いた。黒鳥のエンジン音が高鳴る。

『アプローチしてみる』

「あ、ちょっと」

　止める間もなくラファールが翼を翻ひるがえした。双発のエンジンが明るくなる。オニキスブラックの機体を輝かせて彼女は目標に向かっていった。

「くそっ」

　パクファがいる以上、追随するわけにもいかない。ラファールの独断専行を諫いさめたいが、かといって異常を放置しておくのもためらわれた。

　どうしていいか分からずグリペンを顧みる。

「なぁ、これ本当にタイフーンなのか」

「分からない」

　小さく首を振られた。彼女は視線を宙にさまよわせた。

「識別コードは正規のものだけど」

「データリンクもだろ？　ラファールと交信できてるんだし」

「そっちは正直よく分からない。私もパクファもＬｉｎｋ22の端末を持ってないから。ディスプレイの情報もラファールのデータを映しているだけ」

「又聞きばかりだな」

　低く唸うなる。真昼時なのに闇夜を飛んでいるようだ。五感も見当識も何一つ信用できない。

『アプローチした』

　ラファールと正体不明機のマーカーが接近している。斜め左手から相手の姿をうかがう体勢だ。

『機影はタイフーンだ。間違いない。あぁ』

　喘あえぐような声。

『なぜ応答しない？　通信機が故障しているのか。……状況不明。コンタクトを続ける』

「ラファール」

　たまりかねて声を上げた。スロットルを握る手に力をこめる。

「ほどほどにしてください。害がないならホームに連絡して救援を仰ぎましょう。俺おれ達たちには俺おれ達たちの役目があるんですし」

『分かっている。分かっているさ。だがもう少し──』

　ＢＥＥＰ。

　警告音が上がった。一拍おいてラファールが『ん』と訝いぶかしむ。

『ベクター２１０よりボギー２機、そちらに向かってるぞ。エンジェルズ・ハイ、距離１５』

「え？」

　慌ててレーダーをのぞきこんだが反応はない。全周モニタ上にも異物は見当たらなかった。

『速度を上げた。左後ろからかぶさってくるぞ、警戒しろ』

「いや、いや待ってください」

　懸命に視線を巡らす。後方のパクファも戸惑ったように機体を揺らしていた。

「こっちでは確認できません。見間違いじゃないんですか？　レーダーにも何も出てないです」

『そんなはずはない。もう視認可能な距離だ。八時の方向、高度も同じで──』

　ノイズが語尾を搔かき消けした。耳みみ障ざわりな高音が鼓膜を揺らす。混信か？　チャンネルを調整しているとほどなくしてラファールの声が戻ってきた。

『……した。支援攻撃を行う。ＦＣＳリンケージ、ＬＲＡＡＭスタンバイ』

「はい？」

　まばたきとレーダーアラートが響き渡ったのはほぼ同時だった。ディスプレイが赤く染まる。ロックオン警告。攻撃者は──

「ラファール!?」

　長距離ミサイルＬＲＡＡＭを示す白点が高速で接近してきている。間違いない、ＢＡＲＢＩＥ06の攻撃だ。ザイを、人類の敵を打ち倒すはずの矛がなぜか自じ分ぶん達たちに向けられている。

「何やってるんだ!?　おい！」

　スロットルを開き回避機動に入る。左旋回して緩降下。接近中の脅威からとにかく離れようとする。ラファールからの応答はない。聞き逃したのか？　それとも無線がおかしくなっているのか。確認している余裕はない。ミサイルは凄すさまじいスピードで近づいてきている。

「だめ、当たる」

　グリペンの声に目を剝むく。

「なんだって？」

「アニマコントロール、回避不能。チャフ・フレアも無効」

「冗談じゃないぞ」

　血の気を失った瞬間、操縦桿かんの手応えがなくなった。「アイハブコントロール」とグリペンが宣言する。機体が機首上げ・減速した。

「何を」

「インターセプトする。パクファ、手伝って。軌道計算。誘導モードを手動指令ＭＣＬＯＳに」

『[image: Да]（はい）』

　翼下から空対空ミサイルがリリースされた。激しい白煙を引きながら東の空に突入、数秒後にオレンジ色の炎を生み出す。レーダーからＬＲＡＡＭの白点が消えた。

「撃ち落としたのか？」

「うん」

　グリペンの息が荒い。操縦桿かんの感覚が戻ってきていた。わずか数十秒で彼女は随分消耗したように見える。

「でもギリギリ。次来たら対応できるか分からない。パクファとこちら、どちらが狙われているか見誤ったらアウト」

「マジかよ」

　ギリッと歯ぎしりするなり無線が鳴った。

『ターゲット回避、次弾準備、火器管制情報転送開始』

「畜生！」

　操縦桿かんをいっぱいに倒して機体をブレイクさせる。アフターバーナーを焚たき、耳みみ障ざわりなレーダーアラートからなんとか逃れようとした。急旋回のＧに耐えつつインカムにがなりたてる。

「ＢＡＲＢＩＥ06、ラファール！　聞こえないんですか!?　あなたが攻撃しているのは味方です。敵なんかいません！」

　悲痛な叫びに返事はない。彼女との通信は完全に一方通行となっている様子だった。

「くそったれ、何とち狂ってるんだ、あの人は。増槽積みすぎてレーダーがバグってるんじゃないのか」

　戦術マップに映っているのは自じ分ぶん達たち三機、そして所属不明のタイフーンのみだ。見間違えるような機影は存在しない。どれだけ縮尺を変えても結果は同じだった。

「慧けい、ちょっといい」

　グリペンの声に振り向く。ガラス玉のような目がどことも知れぬ場所を見つめていた。

「どうした？」

「リンク22経由でラファールのアビオニクスが乗っ取られているかもしれない。正常な通信が別のデータでオーバーライドされているのかも」

「え？」

　一拍おいて理解が追いついてくる。戦術ディスプレイ上の不明機を見つめた。

「あのタイフーンが偽にせ情報を流しているかもってことか？」

「うん」

「なんのために」

　訊たずねかけて愚問だと気づく。相撃ちを誘う機体が味方のはずもない。

「あいつはザイの擬態か」

「可能性はある。本物のタイフーンがこんなところを飛んでいるとは考えづらい」

「近くでドンパチ始まってるのに全然動揺してないしな」

　先ほどからまったくコースを変えていない。前線展開中の戦闘機にしては不自然すぎる機動だ。「ってことは」と機体を水平に戻す。

「あいつさえ墜おとせばラファールを正気に戻せるのか」

「おそらく。ただその難易度はかなり高い」

「なんでだ」

「私もパクファも長距離ミサイルを装備していない。必然的に有視界圏まで近づく必要がある、けど、向こうも大人しく距離を詰めさせてくれるとは思えない。ラファールのアビオニクスを欺ぎ瞞まんして迎撃させるはず。ドッグファイトになったら間違いなく被害が出る。私わたし達たちかラファールか、あるいは双方に」

「最悪じゃねぇか」

　たった一機相手にドーター飛行隊が全滅しかねないとは、状況の悪さに目め眩まいがする。ならどうする？　全速力で逃げ出すか？　ラファールを置いて。いや、いやだめだ。

「逆に欺ぎ瞞まんし返すとかできないのか？　相手のデータリンクを乗っ取って」

「ファントムならできるかもしれないけど」

「難しいってことか」

「うん」

　我知らず唸うなり声が漏れた。であればもうリスク覚悟でドッグファイトを挑むしかない、そう思った時だった。
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　ゆったりしたロシア語が無線から流れてきた。グリペンが「え？」と声のトーンを上げる。

「どういうこと、パクファ」

　レーダー警告音が大きくなる。二人の会話に構っている余裕がない。必死に距離を稼ぐ間にグリペンが呼びかけてきた。

「慧けい、慧けい」

「なんだ」

「パクファのＥＧＧステルスを使えばラファール達たちに近づけるんじゃないかって」

「え？」

「姿を隠して接近、偽にせタイフーンだけをピンポイントで狙い撃つ。そうすれば同士討ちになることもないだろうって」

　！

　モンゴルでの戦闘を思い出す。彼女は機体色ばかりかアニマ固有のＥＧＧまで隠して空に溶けこんでいた。確かにあれならザイもドーターも等しく欺けそうだ。

「いいじゃないか」

「ただ一つ条件がある。急にパクファが消えても怪しまれないよう、私わたし達たちで彼女の存在をエミュレートしてくれって」

「エミュレート？」

「偽装。彼女の電波かＥＧＧを継続的に出し続けて、二機いるように見せかける」

「そんなことできるのか」

「デコイを使う。使い捨て型のアクティブデコイ。遠隔制御してパクファのように振る舞わせる」

「なるほど」

　思ってもみなかった解決法に興奮する。だが続く台詞せりふに血の気が引いた。

「だからドーターの操縦は慧けいに任せる。私はデコイの制御に専念する」

「な」

　比喩ではなく息が止まった。悲鳴じみた声が喉の奥から漏れる。

「お、俺一人であのミサイルを避けろってか!?」

「うん」

「無理だろ！　だって回避不能って言ってたじゃないか、さっき」

「でも他に手はない」

「……」

　正論が棍こん棒ぼうのように思えた。有無を言わさず言うことを聞かせるための凶器。

「分かったよ」

　なかばヤケクソで答える。やればいいんだろう、やれば。パクファと無線が繫つながっていることを確認して、

「それで？　何分持ちこたえればいいんだ」

「約五分」

「長い。三分で終わらせろ」

「パクファ？　行ける？」

『[image: Постараюсь].』

　言葉は分からずとも了解されていることは理解できた。というかこの状況で否など言わせるものか。

「よし、じゃあ始めよう。タイミングは任せていいな？　ミスってパクファが二機登場とか勘弁してくれよ」

「分かってる」

　平板に言ってグリペンは沈黙した。桃色髪が明るさを増す。ディスプレイ上を大量の文字列が流れ始めた。

「ＥＡＤリリース、エミュレーションスタート、電波封止ＥＭＣＯＮ解除まで残り七秒。六、五、四──」

　フレアランチャーから射出されたデコイが後方に流されていく。尾部のフィンを展開すると風に乗って漂い始めた。

「……一、ゼロ。ミュージック・オン。ＥＧＧ展開」

　ノイズとともにレーダー画像が震える。まばたきした時にはもう、パクファとデコイのマーカーが入れ替わっていた。オリジナルの機影は消失している。事情を知らなければ何かが起きたことにさえ気づかないだろう。見事なタイミングだ。

（あと三分）

　その間逃げ切れば、少し気分が明るくなりかけた時だった。

『ターゲットロックオン。ＦＯＸ３』

　ラファールの声にぞっとなる。内臓を氷の手でつかみあげられたような感覚。つかまった。不可避の死がまっしぐらに向かってくる。

　ミサイルローンチと人工音声がわめき立てる。白点がレーダー上を直進していた。着弾まであと二十秒？　十秒？

　まともな回避方法は採れない。だめもとで海面のレーダー反射に紛れるか？　急降下して、超低空飛行で。操縦桿かんを押しこみかけた途端、グリペンが声を上げた。

「大丈夫、狙われているのはこっち」

　デコイの挙動が変わった。フィンの角度を変えて頭部をもたげる。正面投影面積を最大化すると胴体全部で風を受け止めた。航空機に比べてはるかに小型軽量の筐きよう体たいがふわりと浮き上がる。そのまま風圧に押されて後退していった。

　予期せぬ機動にミサイルは追随できなかった。九十度反転しかけて姿勢を崩す。失速、次いで白煙を引きながら海面に落ちていった。

　口笛を吹く。すごい。使い捨てデコイの空力特性を最大限に活用している。

「やるじゃないか」

　賞賛しかけた瞬間、再度ロックオンアラートが響いた。もう一発、ミサイルが向かってきている。

「今度はそっち、直撃コース」

「マジか」

　大盤振る舞いもいいところだ。迷っている暇はない。思い切って操縦桿かんを押しこむ。浮き上がるようなマイナスＧとともに機体が前傾した。鈍にび色いろの海原が近づく。高度計の数字が勢いよく減少していく。

　低空衝突警告をギリギリまで堪えて水平飛行に移る。翼端からこぼれた水蒸気が白い雲と化して背後に流れていった。数メートル下は海。少しでも操縦を過あやまてばすぐ接触するだろう。だがそれでもロックオンアラートは収まらなかった。ミサイルは海面とターゲットを適切に区別して追いかけてくる。

「だましきれないか！」

　大気の抵抗で速度が落ちている。今更増速して振り切ることもできない。活路を求めて見渡すと複雑な海岸線が目に入った。半島東岸の断崖、入り組んだ岬と入り江。

（一か八か）

　スロットル全開、バンクで海水を跳ね上げて汀みぎわに向かう。ほとんど岸壁に突入せんばかりの勢いで海岸線に突き進んでいった。「慧けい!?」とグリペンが声を裏返す。

「黙って見てろ！」

　もはやミサイルは視認可能な距離に迫っていた。背中のざわめきを堪えながら岬に突っこむ。右九十度ロール、切り立った岩場と断崖の間に機体を滑りこませた。

（……っ！）

　比喩ではなく背中の毛が逆立つ。だが小柄な機体は狭きよう隘あいな空間をギリギリのところですり抜けた。

　ミサイルは──続けなかった。最短経路を目指した挙げ句、岩肌に衝突する。激しい爆発が背後で起こった。剝がれた岩石が海中に没していく。

「くそったれ」

　高揚も達成感もない。ただただ震えるような恐怖が身体からだを満たしていた。こんなアクロバット、長くはもたない。次撃たれたら間違いなくやられる。撃ち落とされる。

「パクファは？　まだたどりつけないのか」

　そろそろ三分だ。何をしている。きちんとタイフーンにアプローチしているのか。やきもきして確認しかけた時だった。

『三時の方向に敵機。距離０１０。接近中』

「な」

　レーダーにパクファが二機、現れている。データソースは……ラファールのセンサー。デコイとは別に、タイフーンに近づくマーカーがはっきりと表示されている。

（発見された！）

　血の気が引く。

「おいパクファ、だめだ！　逃げろ！　無理だ！」

『ターゲット・ロックオン、迎撃する。……ＦＯＸ２』

　無慈悲な声がミサイルの発射を告げる。回避不能領域。十分な推進力と機動性を保持した弾体は狙い過あやまたずパクファのマーカーを射い貫ぬいた。

『敵機撃墜』

　ビープ音とともにマーカーが停止する。ＬＯＳＴを示す×印が彼女に重ねられていた。

「そんな……」

　噓うそだろ、ここまで来て。

　パクファの顔が、ジュラーヴリクの姿が交互に脳裏を過よぎる。約束したのに。あいつを守る。面倒を見てやるって。

（守れなかった）

　悲鳴が込み上げてくる。自責と後悔の念に押し潰され、うつむきかけた時だった。

　ＢＥＥＥＥＥＰ！

　ラファールの後方、タイフーンの側面に新たな反応が生じた。味方機表示。青のマーカー。機体識別ラベルは……ＢＡ03!?

「パクファ!?」
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　笑みを含んだ声が無線から流れる。データリンクが復帰して不可視の戦場が露あらわになった。ラファール達たちの周囲に遠隔制御型のデコイが展開されている。全部で三基、編隊を取り囲むように周遊していた。

　しばらく放心して理解する。

　先行してデコイを送りこみ自機を装よそおわせた？　パクファ自身はその背後から姿を隠したまま忍び寄った？

　なぜ。簡単だ。確実にラファールを引き離して同士討ちを避けるため。偽にせタイフーンを最適位置から照準するため。

（あの野郎）

　高揚が押し寄せてくる。我知らず乾いた笑いが漏れた。

「やってくれるな、おい！」
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　無邪気な声に凄すごみが混ざる。ミサイル発射の電子音が重なった。レーダー上の輝点──ロシア製の長ちよう槍そうが偽にせタイフーンのマーカーを直撃する。

　存在するはずのない機体は呆あつ気けなく消滅した。警告音が止やみ、風の唸うなりが戻ってくる。エンジンの脈動が徐々に落ち着いていった。

『……なんだ、これは……どうなってる』

　ラファールの声が上ずっていた。激しい戸惑いと混乱が電波越しに伝わってくる。どうやら正気に戻ってくれたらしい。ほっとしてインカムの位置を直した。

「01より06、聞こえますか？　俺です。鳴なる谷たにです」

『ああ、聞こえている。ムッシュ、一体何が』

「ザイに攻撃されていたんですよ。俺おれ達たちじゃなくてラファール、あなたが。主に電子的に」

『どういうことだ』

「戦闘ログを送る。パクファの情報と突き合わせれば概要が分かるはず」

　言ってグリペンがデータの転送を開始する。ややあって息を吞のむ気配がした。

『なんてことだ……君きみ達たちを、私が』

「いいですよ。結局全員無事だったんですし」

『いいわけないだろう、恐ろしい……許されざることだ。味方をこの手で撃つなんて』

　言葉が続かない。震えた吐息が無線を揺らす。なぜ、どうしてという煩はん悶もんがスピーカーから漏れてきた。

　苦悩が我がことのように伝わってくる。乱れた呼吸が痛々しい。

　悩んだ末に呼びかけていた。

「ラファール、聞いてください。もし普段の戦闘で同じことが起きたら、俺も色々言うかもしれません。何をしてるんです、どうしてこんなことにと責め立てるかもしれません。でも今回は話が別です」

『何を』

「いいですか、あいつらは利用したんです。あなたとタイフーンの絆きずなを、それがどれだけ重いものか知った上で」

　はっとする気配がした。

「俺もシャルル・ド・ゴールで母親の姿を見せられました。あいつらは人の心の弱みにつけこんでくるんです。まともな神経の持ち主であればあるほど、がんじがらめに搦からめ捕られていく。逃れるには外からの助けが必要です。俺の時はグリペンでした。そして今回は──」

　バックミラーの少女がうなずいてくる。パクファも同意するように『ダー』と告げた。

「悪いのはザイです。あなたじゃありません。むしろ気にしすぎて戦闘力を落とす方が迷惑です。次は俺おれ達たちのピンチを救うくらいのノリでいてくださいよ」

『……』

　かすれた笑いが返ってきた。ラファールは苦笑気味に『ムッシュ』とつぶやいた。

『それはつまり、貸した借りは返せということか。ここにいる全員の危機を救ってみせろと』

「そうとらえてもらって結構です、なんなら利子もつけていただいて大丈夫ですよ」

『強欲だな』

　明るい声が響いた。

『だがいいだろう、約束する。いずれ来たるべき時に私は君きみ達たちの盾になると。身命を賭として味方の命を守ってみせると。フランス機の義理堅さを侮あなどってもらっては困るぞ』

　彼方かなたの空に機影が二つ見えてきた。オニキスブラックとイリデッセンスの光。数分前の死闘などなかったように綺き麗れいな編隊を組んでいる。

　合流コースに乗るべく舵かじを制御していると無線モードが切り替わった。直接通話だ。ディスプレイにＢＡＲＢＩＥ06の発信者表示がある。

『そういえば一つ訂正がある。重要な話だ』

「なんですか？」

『離陸前に言った、男子三日会わざればというやつだ。どうも見積もりが甘すぎたらしい。君の場合は三時間もあれば十分だな。まったく人の予想を軽々と超えてくれる』

「えっと」

『反面教師というのは撤回させてもらおう。君は私にとって紛まごうことなき人生の師だ』

「えぇ」

　唐突な高評価に戸惑う。だがわざわざ否定するのもおかしかった。面はゆさをこらえて「少しは安心して旅立てそうですか」と訊たずねる。

　ラファールはふっと微笑ほほえんだ。

『そういうことは君、あえて確認するものじゃない。フランス人相手ならシンプルにこう言えばいいんだ。よいボン・旅をボヤージ、とな』




　　　　＊




　ロシア領空の少し手前で出迎えの戦闘機隊と合流した。

　発光信号とバンクで別れの意を表し、帰途に就く。途中のアクシデントで大分燃料が減っていた。空中給油機の派遣を要請して高度を取る。

　暮れかけた日が西の空を茜あかね色いろに染めていた。シルエットと化した海岸線に街灯あかりが灯ともり始めている。既に編隊リンクの所属機はなく、あたりは電磁的な静寂に満ちていた。ただＧＰＳの音だけが不定期に響いている。

「行ったな」

　肩の力を抜き座席に沈みこむ。張り詰めた緊張が解けて疲労がこみ上げてきた。

　なんとも言えない寂せき寥りよう感を覚える。宴うたげのあとの静けさ的な感覚。

「いたらいたで騒々しいけど、いなければいないでなんだか物足りないな。勝手な言い草だけど」

「うん」

　グリペンが素直にうなずいてきた。

「みんなでいるとやっぱり楽しい、にぎやか」

「また会えるといいけどな」

　再会の場がどこになるのか、いつになるのか不安が過よぎる。ＥＵもロシアも絶望的な戦力不足を補うためにアニマ達たちを召還した。であれば再度の邂かい逅こうが平和的なものになる保証はない。あるとすれば人類全戦力の結集。最終決戦。

（ああ）

　気分が沈む。迫るタイムリミットに押し潰されそうになる。

　こういう時、知ち寄よりなら何か劇的な解決策を見み出いだしたりするのだろうか。少なくとも今の自分みたいに他人ひと任まかせで悩んでいるとは思えない。プランを実現すべく精力的に活動し始めるはずだ。

「あ」

　グリペンの声に視線を上げる。左手数キロ先にデルタ編隊が見えた。ブレンデッドウィングボディの単発機、Ｆ－２か？　いや、あれは。

「在韓米軍のＦ－16。多分烏山オサンの基地から上がってきた機体」

「どこ向かってるんだ」

　半島から離れて南に進んでいる。ザイの迎撃とも思えない。グリペンは何かを探るように視線をさまよわせた。

「岩いわ国くにみたい。戦力再編で後方に移動している」

「こいつも例の決戦計画の一環か？」

「多分」

　天を仰ぎたくなった。現実は残酷なまでに終末の存在を示してくれる。決して目を背けさせてくれない。泣こうが喚わめこうが、その時は着々と近づいてくる。

「なぁグリペン、いいか」

「ん？」

「例の件、俺おれ達たちだけでできないかな」

「ザイの形状変更プログラムのこと？」

「ああ」

　戸惑いが感じられた。はっきり否定される前に言い募る。

「おまえの中には時間遡そ行こうのプログラムがあるんだろう？　今のままだってザイにはアクセスできるはずだ。追加で連中の設計図もいじれるんじゃないか」

「設計図がどこにあるかも分からないのに？」

「あらかじめ当たりをつけておくんだよ。おまえのシステムがどこにどう作用するか確認して、ピンポイントで特定できなくても候補を挙げるくらいできるだろう？」

「……」

「いや、絶対無理ならそう言ってくれ。でも一パーセントでも勝算があるなら賭けてみたい。今のまま何もせずに最後を迎えるのは嫌なんだ」

　どうなんだとばかりにバックミラーを見る。グリペンは弱り切った様子で唇を結んだ。

「絶対無理……ではないと思う」

「じゃあ」

「でも可能性はゼロに近い。そして失敗した時のリスクは恐ろしく高い。ハルカが言った通り、時の檻おりが破れてザイが放たれかねない。リカバリは不可能、あなた方の未来は潰ついえる」

「失敗したら、だろう」

　語気を強める。

「成功すれば全部片づくんだぞ。おまえの旅もこの戦争も何もかもが終わるんだ。試す価値があるとは思えないか？　だいたい、簡単・確実・速攻な解決法があるならとっくに誰かが試しているだろ。今まで見つからなかった道を切り開く以上、それなりのリスクを冒すべきじゃないか？」

　恐こわがっていては何もできない。知識も経験もない自じ分ぶん達たちにあるのは思い切りのよさだけだ。予定調和を壊すために今こそ勇気を振り絞る時ではないのか。

　グリペンはしばらく押し黙っていた。数回息を吐いた末に顔を上げる。灰色の瞳がうかがうように見つめてきた。

「慧けいは……それしか道がないと思うの？」

　常にない弱さが声に滲にじんでいる。抑えつけていた不安や迷いが表出していた。

　ぐっと息を吞のむ。煽あおった手前「ああ」と即答するべきだったのだろう。おそらくもう一押しすればグリペンは従うはずだ。うん、分かった。慧けいを信じてみると。だが肝心なところで言葉が出ない。全てを賭ける覚悟が持てない。

「俺は」

　喘あえぐように答えかけた時だった。

　呼び出し音が鳴った。ディスプレイにＫＯＭＡＴＳＵ　ＣＯＭＭＡＮＤの文字が浮かんでいる。

『ＢＡＲＢＩＥ01、聞こえるか？　無事なら応答しろ』

　八や代しろ通どおりの声だった。一瞬きょとんとして「あ」と息を吞のむ。しまった、定時連絡を忘れていた。色々ばたついていたせいで意識が回っていなかった。慌ててマイクのスイッチをオンにする。

「すみません、聞こえてます。あの……ちょっとドタバタしてて、パクファは無事送り届けたんですけど」

『そんなことはどうでもいい』

　とんでもない暴言が返ってきた。どうでもいいって、死にかけたんだぞこっちは。

『いつ帰ってこられる？　エンジンをぶっ壊しても構わん。とにかく全速力で戻ってこい。小こ松まつ周辺の空域は全部空けておく』

「何があったんですか」

　不安が過よぎる。この上、まだトラブルが続くのか。あるいは決戦のタイミングが予想外に早まったとか。

　だが八や代しろ通どおりの答えは明朗だった。

『君のプランが通った。〈球殻〉の再構成プロセスに介入して実体化を食い止める。それを基軸に最終攻勢計画を立て直す予定だ。関係者へのブリーフィングを行うから君も参加しろ。グリペンも一緒にな』

　一瞬何を言われているか分からなかった。言葉が頭に入ってこない。説明と今の状況がリンクしない。

「え？」

　やっと出た声は間が抜けていた。八や代しろ通どおりは苛いら立だたしげに唸うなった。

『聞こえないのか？　君の言う通りにするからとっとと戻ってこいって話だ。まさか投げっぱなしで忘れていたとか言わんだろうな』

「い、いや、そんなはずないですけど」

　検討が進んでいたのか？　いつの間に、いや、それ以前の話として。

「連中の設計図？　形態変更プログラムのありかは分かったんですか。そこにアクセスする手段とか停止方法とか」

『分からなければこんな話を進めるわけないだろう、馬鹿か、君は』

「……」

『世界中のコンピューティングリソースを搔かき集あつめて、イーグル残骸の生成シミュレーションを行った。軍事・経済・気象予測の演算を軒並み中断させてな。失敗したら俺の首はすっぱり飛んでいただろう。そうでなくても決戦計画における発言権はゼロになっていたはずだ。だが幸いにも成果は出た』

「成果」

『完全無欠のハッピーエンド。グリペンを永遠の〈繰り返し〉から解放する道筋だ』

　今度こそ鳥肌が立った。鼓動が高鳴り息が苦しくなる。歓喜が血肉を沸き立たせていた。表情筋が震えて頰が戦慄わななく。ああ、ああ、ああ。

「慧けい」

　バックミラーのグリペンと視線が合う。彼女の目にも驚きが滲にじんでいた。見つかるはずのないゴールが見つかったという表情。

　感極まった雰囲気が伝わったのか、八や代しろ通どおりはふっと微笑ほほえんだ。優しさと諧かい謔ぎやくを多分に含んだ声で告げてくる。

『言ったはずだぞ。グリペンを助けてやろうってな。俺は目下の人間との約束は守る質たちなんだ』

「こないだ話した時は全然そんな雰囲気じゃなかったですけど」

『安請け合いして失敗するほど無様なものはないからな。想定される問題を潰しきって、勝率を百パーセントに上げてから動く、それが格好いい大人ってもんだ』

　苦笑しか出ない。その美学をまっとうするためにこちらがどれだけ思い悩んだことか。せめて途中経過くらい話してくれればよかったのに。

　だがあふれる喜びが不満を押し流す。気持ちを大らかにする。今なら多少の無茶振りや暴走も許せる気がした。

　八や代しろ通どおりは小さく息を吸って口調を強くした。

『状況は理解したな？　さぁ、散々骨を折って舞台の準備にこぎつけたんだ。開幕に遅れたら承知しないぞ』
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小こ松まつ基地　本部庁舎




十二月十六日午前十時






「作戦名はＣ、ＣＬＥＡＮ ＳＷＥＥＰ（完勝）のＣだ」

　広い会議室に八や代しろ通どおりの声が響き渡る。

　大型スクリーンの世界地図を背に、白衣の肥満漢は姿勢を正した。居並ぶ技官・自衛隊員を強い視線で睨ねめ回まわす。

「裏の意味も表の意味もない、こいつで完全にけりを付けるという意図でのＣだ。ザイを自壊させて機能停止させる。全ての戦力と資源はそのために最適化される。今回ばかりはイデオロギー闘争もパワーゲームも一切なしだ」

　カメラがズームインした。中国大陸が大写しになり部隊アイコンがプロットされる。

「参加兵力は日米欧・ロシアを中心として八十万、作戦機は四千機、戦闘機だけでも千機以上が投入される。侵攻ルートはモンゴル南西部、カシミール、キルギス、カザフスタン南東部の四箇所。全方面から同時に〈球殻〉を目指して敵防空ラインを打ち破る」

　大小の矢印が中国奥地に侵入していく。今までの〈繰り返し〉より侵攻タイミングが早いせいか。前ぜん代だい未み聞もん、空前絶後の航空戦力が展開されている。

「力押しでは被害が馬鹿にならないのでは？」

　空佐の階級章をつけた自衛官が質問する。

「〈誘ゆう蛾が灯とう〉事件を見ても連中の戦力は膨大だ。数百機のインタセプターをぶつけられたら、いかに大軍でも無事ではすまない。下手をすると一方面、丸々潰走しかねないが」

「理解している」

　八や代しろ通どおりは謹厳にうなずいた。

「だから支援攻撃を実施する。英仏米露による弾道ミサイルの一斉射撃だ。ＩＣＢＭ、ＳＬＢＭ、計五百発を〈球殻〉周辺に叩たたきこむ」

　ざわりと会場が揺れた。別の自衛官が慌てて立ち上がる。

「核を使う気か！　我々が突入する場所に！」

　八や代しろ通どおりは静かに首を振った。

「ミサイルに積むのは通常弾頭だ。ＮＢＣ兵器は一切使用しない。当たり前だが電磁パルスの類いもな。自じ分ぶん達たちで自じ分ぶん達たちの首を絞めるような真似まねはしない」

「だ、だがそれでは意味がないだろう。弾道弾の特性は高速・長射程、その代償である低命中精度だ。誘導性能の低さを補うには大量破壊兵器の搭載が必須になる。通常爆薬をいくらのせても明後日あさつての方向を耕すだけだ」

「その通り、もとより直撃は期待していない。だいたい航空戦力に弾道弾が効きくわけもないだろう。三式弾じゃあるまいし」

「ではなんのために」

「簡単だ。相手の立場で考えてみればいい。片やＥＰＣＭで攪かく乱らん可能な通常機、片や超高速で落下してくる戦略兵器。どちらに優先して対応する？　もちろん弾道弾に何が積まれているかは分からない前提でだ」

　はっと息を吞のむ気配がした。自衛官が衝撃も露あらわに口元を震わせる。

「囮おとりにするつもりか。五百発の弾道ミサイルを」

「要はアニマ達たちが突っこむ隙を作れればいいんだ。律りち儀ぎに航空殲せん滅めつ戦をやる必要はない。ブラフでもフェイントでも使えるだけ使って相手の陣形を搔かき回まわす。露出した〈球殻〉にＢＡＲＢＩＥ隊がたどりつけば、そこで終了だ。自壊プログラムを注入、ザイは沈黙する」

　場の視線が桃色髪に集まる。グリペンが緊張した様子で身を強こわばらせた。

「つまり本作戦の成否はいかに我らがイニシアティブを握れるかにかかっているわけだ。多国籍・異機種連合の集合体をどれだけスムーズに動かせるか、計画通りに動員できるか。気の遠くなるような調整と準備が必要になる。なお作戦計画の主幹はＢＡＲＢＩＥ隊が所属する関係上、自衛隊が担になうことになる。こなすべき業務も他国の倍以上になるから覚悟すること。以上。詳細はうちのスタッフから説明する」

　怒号にも似た唸うなりを浴びながら八や代しろ通どおりが雛ひな壇だんを下りた。技本のメンバーが慌てた様子でフォローに入る。当の上司は役目は果たしたとばかりに退場しかけていた。

（うわぁ）

　相変わらず乱暴だ。事前に概要を聞いていたこちらはともかく、いきなり参加した人はわけが分からないだろう。

　まぁ〈繰り返し〉の件は伏せているようだから、一般向けの説明はこの程度しかできないのだろうが。にしたってひどい。

　白衣の背中を見送っていると横で金色の光が強くなった。

「おー！　なんかすっごいスケール感、腕が鳴るねー！　で、イーグル達たちはどこを守ればいいの？」

「おまえ、実は全然分かってないだろう」

　鼻息の荒いイーグルに嘆息してみせる。

「守るんじゃなくて攻めるんだよ。敵の本拠地を叩たたきにいくんだ」

「そうなんだ。で？　叩たたいたあとは？」

「あとはないよ。おしまいだ。戦争終了」

「え？」

　きょとんと見返される。

「じゃあイーグル達たちは誰相手にスクランブルすればいいわけ？」

「スクランブルしなくてよくなるんだよ。もうみんな、戦う必要がなくなるんだ」

「んん？　ん？」

　混乱している。まぁ生粋の戦闘馬鹿に戦後の話は理解しづらいか。細かいところはおいおい説明していくとしよう。

　視線を戻すと前席のファントムが見えた。先ほどから身動き一つせずスクリーンに見入っている。イーグルとは別の意味で圧倒されている様子だ。

「おい、おーい」

　やや意地悪い思いで呼びかける。

「ほら、結局うまく行ったじゃないか。俺の交渉がなってないとか、おまえ、散々腐していたけどさ。だめもとで相談してよかっただろう？　うじうじ悩んでいたら今頃まだ話もできてなかったぜ」

「ええ、ええ、そうですね」

　素直な返答に拍子抜けする。いつもなら毒舌の一つでも返ってきそうなところだが。

　後ろからのぞいた顔はどこか上の空に見えた。スクリーンを見ながら別のことでも考えていた感じ。

「なんだ？　何か気になることでもあるのか」

「いえ」

　ファントムは視線を落とした。柔らかそうな緑のボブがその頰をなでる。

「大丈夫です。お父様の無茶振りに呆ぼう然ぜんとしていただけです。どうせ後始末をさせられるのはこちらでしょうし。今から気が重いだけです」

「ああ」

　うなずきつつも違和感がぬぐえない。そういえばパクファを送り出す前に、彼女は似たような表情をしていた。あの時、なんと言われた？　確か。

『私は理論の大枠に疑いを持っていません』

『むしろ気になっていることは別にあります』

（気になっていること？）

　周囲が騒がしくなる。説明が終わったのだろう。隊員達たちが退席し始めていた。

　ガチャガチャと椅子を引く音に囲まれながらファントムも立ち上がった。先ほどと同じ表情のまま向き直ってくる。

「グリペン、このあといいですか？」

「ん？」

「時間は取らせません。作戦前に伝えておきたいことがあります」

「えっと」

　うかがうような眼まな差ざしにうなずいてやる。「いいよ、行ってこい」横でイーグルが大きく伸びをした。

「んじゃ、イーグルもメンテに行ってくるね！　今日はエンジンの分解整備をしてもらうんだ。ピッカピカになってくるねー！」

　三者三様のテンションでアニマ達たちは去っていった。なんだろう、どうにも釈然としないが、大事な話ならあとで向こうから共有してくるか。

　乱れた椅子を直していると「よぉ」と声をかけられた。舟ふな戸とが前の席から引き揚げてくる。

「いやはや、前途多難だなぁ。これから空自との調整が控えているってのに、初しよっ端ぱなからかましてくださった。うちの室長様は気持ちよく人に仕事させるってことができないのかね」

「まぁ傍若無人が服を着て歩いてるような人ですし」

　仕方ないと思うのも慣らされてしまったせいか。思えば随分長く付き合っている気がする。

「ただこの作戦がうまくいけば、もう無茶に巻きこまれることもなくなりますよね？　独飛はザイと戦うための組織なんですし、ザイがいなくなったら」

「ああ、そりゃそうか」

　舟ふな戸とは苦笑した。

「どうも、あの人やおまえさんらとずっと働き続ける気がしてた。いかんなぁ、戦争なんてものは早く終わらせて平時に戻らなきゃならないってのに」

「職業病ってやつですか」

「かもなぁ。寝ても覚めても部材の在庫状況とか考えてる。機体の整備サイクルが生活の基本になってるんだ。何時間で列線整備、何時間で支援整備ってな。馬鹿みたいだろう」

「俺も似たようなもんですよ」

　肩をすくめてみせた。

「朝起きて筋トレしてシミュレータ乗って、食事をしてればスクランブルで呼び出されて、気が休まる暇なんてなかったですから」

「身構えてなけりゃやってられない、か」

　舟ふな戸とが息をついて頭を搔かく。

「だがおまえさんは軍人じゃないからな。職業病ってのは当たらないだろう。非常事態が終わったらとっとと日常に戻るべきだ。学校に行って、クラスメイトと話して、幼なじみの嬢ちゃんも安心させてやれよ、ずっと心配かけてたんだろう？」

「明ミン華ホアを」

　不意打ちじみた指摘に口ごもる。確かに、彼女との生活をどうするか考えなければならなかった。ザイなき世界で、小こ松まつでの学生生活を継続するのか、あるいはともに中国へ戻るのか。いや、そもそも今の気まずさをどのように修復するのか。ゴタゴタしていたせいで、グリペンのこともきちんと説明できていない。

「そう……ですね」

　曖昧な回答をどうとらえたのか、舟ふな戸とはうなずいた。帽子を押えて視線を巡らす。

「そういやグリペンはどうした？　さっきまで一緒にいた気がしたが」

「なんかファントムに連れていかれましたよ。話があるとかなんとか言って」

「話」

「作戦前に伝えておきたいことがあるから、とか」

「ふぅん」

　なまずひげが動いた。無骨な指が頰を搔かく。

「なんだかな、ファントムの奴やつ、最近変だな。メンテ中でも上の空だし、かと思うと妙な通信をしてたりして、まだパラレルマインズの後遺症が残ってるんじゃないか？」

「妙な通信？」

「ああ」

　舟ふな戸とは肯定した。

「意味のない文字列なんだが、那覇のバイパーゼロやラファールにデータを送ってるんだ。それも一度や二度じゃなく数回な」

「はぁ」

「何やってるんだと訊たずねたが『エラーでしょう』の一点張りでな。念のためデバッグもかけたが異常なし。普段のあいつの性格なら絶対何か企たくらんでると思うところだが」

「そんな雰囲気でもないと」

　違和感を覚えているのは自分だけではなかったらしい。ファントムはやはり変だ。だが理由となると皆目見当もつかなかった。何もかもが順調に転がり出した矢先の異常。それこそパラレルマインズの後遺症くらいしか思い浮かばない。

「グリペンに訊きいてみましょうか？　なんの話をされたか」

「おう、気になることがあったらなんでも教えてくれ。作戦前の大事な時だからな。不確定要素は取り除いておきたい」

「はい」

　荷物をまとめて舟ふな戸とと別れる。廊下に出てから携帯端末を取り出した。グリペンとのチャットを開きメッセージを打ちこむ。

『ファントムとの話、なんだった？　様子がおかしかったから気になって。何かあれば教えてくれ』

　返事はなかった。




　結局、昼過ぎにはやることもなくなり基地から引き揚げた。

　空前絶後の作戦計画は自衛隊の雰囲気を一変させてしまっていた。シミュレータや会議室も軒並み押えられて、自じ分ぶん達たちに回ってくるのはかなりあとの話になりそうだ。技本のスタッフに相談すると返ってきたのは諦め気味な一言だった。曰いわく「休めるうちに休んでおこう」

　自転車を走らせて市街に戻る。

　家が近づき、日常に戻るにつれて不安が大きくなってきた。この時間なら多分明ミン華ホアは家にいるはずだ。特に外出の予定もなく食後の一時を過ごしているだろう。必然的に二人で顔を突き合わせることになる。

　気まずい。

　けじめをつけるチャンスだということは分かっている。だがどうにも気が進まなかった。つき続けてきた噓うそ、隠し続けてきた真実が身体からだを縛っている。一体どこまで話せばいい？　何から説明すればいい？

　いっそ知らぬ存ぜぬを貫くか。あるいは夕方まで寄り道をしていくか。

　だめだ、だめだ。

　逃避気味な思考を払いのける。そうやって困難から目を逸そらして、では明日はどうする。明後日あさつては。決戦のために出立となったら。

　いずれ話すのならば今日やってしまおう。何、怪しげな動きをしていることはとっくに悟られているのだ。思ったよりあっさり受うけ容いれてくれるかもしれない。喧けん嘩かになったら、まぁその時はその時だ。

　大きく息をついて信号を渡る。駐車場の敷しき地ちを横切り自宅前の路地に入った時だった。

（ん）

　玄関前にミニバンが停とまっている。モノトーンの門もん扉ぴと対照的に鮮やかなパステルカラーだ。真新しいボディには傷一つない。近づくとリアガラスの右上にレンタカー屋のステッカーが見えた。支店名は小こ松まつ空港。誰かが車を借りて乗りつけた？　はて、心当たりがない。

「ただいま」

　扉を開けて呼びかける。暗い廊下の奥で「おう」と低い声が答えた。明ミン華ホアよりは明らかに重い足音が居間から響いてくる。

「やぁ慧けい君！　元気そうで何よりだ。ちょっと背が伸びたか？　もう明ミン華ホアは完全に追いつけないな。あははは」

　がっしりした体格の中年男が目の前に現れていた。四角張った顔が紅潮している。赤しやく銅どう色の肌に細い目、四よ十そ路じとは思えないほどに若々しい雰囲気。

　一瞬意識が空白化した。記憶と認識が結びつかない。視覚は正常に機能しているが、見えているものが現実と認められない。

　だがどれだけフリーズしても目の前の人影はなくならなかった。しまいに脳が現状に追いつく。

「宋ソンおじさん？」

「パーパ！　いきなり出てかないで、びっくりするでしょ！」

　明ミン華ホアが狼ろう狽ばいも露あらわに追いかけてくる。呆ぼう然ぜんとするこちらに目を留めて気まずげに立ちすくんだ。
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「あ、ご、ごめん……勝手に入れちゃって。一応お祖父じいさんお祖母ばあさんには電話で断ってあるから」

「お、おう」

　としか言えない。何がどうなっているのか、さっぱり分からない。上シヤン海ハイ脱出戦で離れ離れになった恩人、明ミン華ホアの父親。死んでいるとは思わなかったが、まさか自宅を訪れてくるとは予想していなかった。なぜ場所が分かったのか？　どうしてこのタイミングで現れたのか。

「とにかく中に入って、寒かっただろう。ああ明ミン華ホア、僕の持ってきたプーアル茶入れてくれ。月餅も開けちゃっていいから」

　親子揃そろって人の家で仕切るところは変わらないらしい。個別の質問もままならず指示に従う。居間に入るなりエアコンの暖気に包まれた。照明の明かりに目をすがめながら上着を脱ぐ。

　キッチンで明ミン華ホアと宋ソンおじさんがお茶を用意している。非現実的な光景だ。常じよう熟じゆくの生活と小こ松まつの日常が時を超えて一体化した気分。

「さ、できたできた。座って」

　卓袱ちやぶ台だいを囲んで腰かける。にこにこしている宋ソンおじさんをじりじりしながら見上げた。

「あの、みんな無事なんですか。おばさんとか、大叔父さんとか」

「うん」

　呆あつ気けなく肯定された。

「全員、無事避難船に乗りこめたよ。今はシンガポールの親族を頼っている」

「シンガポール」

「日本には今日ついたところなんだって。台湾経由で小こ松まつ空港に来たって」

　明ミン華ホアの補足で少なくともレンタカーの正体は判明する。宋ソンさん一家はかつて神こう戸べにいたから日本での運転も問題ないのだろう。

「でもなんでいきなり。俺おれ達たちの居場所が分かってるなら連絡をくれればよかったのに。心配したんですよ」

「悪い悪い」

　バツ悪げに頭を搔かかれた。

「ただ今日ここまで来られたのは本当にラッキーだったんだ。実際にはもう少し腰を落ち着けて探すつもりだったんだよ。金かな沢ざわに宿も取ってあってね」

「そうなんですか」

「金かな沢ざわ港行きの避難船に乗った、ってところまでしか君らの情報がなかったんだ。記録が混乱しててね。途中でザイの攻撃を受けたなんて話もあって。半ばだめ元で日本に来てみたんだ」

「……」

「そうしたら入管の人に『学校に確認してみればどうか』って言われてね。日本の身元保証人がいれば普通に義務教育を受けているはずだからって。で、市内の高校を確認していったら明ミン華ホアの名前が見つかってね、ここまで来られたわけだ」

「はぁあ」

　簡単そうに言っているがかなりの大事だ。小こ松まつ市内の公立高校だけでも六つはある。別の町も加えれば膨大な数になりかねない。必死だったのだ。自じ分ぶん達たちに負けず劣らず、家族と再会するために。

　ようやくのことで実感が湧いてきた。込み上げる思いに突き動かされて頭を下げる。

「よかったです。こうしてまた会えて、無事に顔を合わせられて」

「僕も嬉うれしいよ。というか今までありがとう。明ミン華ホアの居場所を用意してくれて、この子一人だったら随分苦労していただろう」

　明ミン華ホアがうつむく。薄い唇が引きしめられたように見えて、おやと思う。睫まつ毛げが瞳に濃い影を落としていた。

　宋ソンおじさんは居住まいを正した。

「で、だ。お祖父じい様お祖母ばあ様とはさっき電話で相談したんだけど、明ミン華ホアをシンガポールに連れていこうと思ってね。できれば明日・明後日あさつてにでも、帰りの便が取れ次第」

「え？」とまばたきする。

　うなずきが返ってきた。

「中国がもとに戻るまで大分かかりそうだしね。いつまでも鳴なる谷たに家のご厄介にはなっていられない。明ミン華ホアはせめて今学年が終わるまでと言っていたが、こんな御時世だ。また家族離れ離れになる危険は冒したくない。何よりママが許してくれないだろう」

「で、でも荷物とか、手続きとかは？」

「手続きは今からすませてくる。荷物はあとから送るでもいいだろう。どのみち着の身着のままで逃げてきたわけだから、大した準備はないはずだ」

　展開が急すぎる。頭が追いついていかない。明ミン華ホアを見ると彼女は悄しよう然ぜんとうなだれていた。多分同じ話を何度も宋ソンおじさんとしていたのだろう。疲労と無力感が伝わってくる。

　宋ソンおじさんは深々と頭を下げた。

「慧けい君には本当に感謝している。いずれ落ち着いたら家族できちんとお礼をさせてほしい。今日のところは手続きもあるから引き揚げるけど、お祖父じいさんお祖母ばあさんにはのちほど対面でご挨拶をさせてもらうよ。明ミン華ホアを今までありがとうございましたってね」




　嵐のような慌ただしさで宋ソンおじさんが去ると、あとにはなんとも言えない静寂が残された。

　いつもと同じ室内が別物に見えた。空気も色彩も何もかもが朧おぼろに感じられる。土産物の包み紙が空調の風に揺れていた。

「洗おうか」

　沈黙に耐えかねて席を立つ。湯飲みと皿を取り上げると、明ミン華ホアも操り人形のようについてきた。手近な食器を持ち、従ってくる。

　面積だけは広い流し台に、横並びで蛇口をひねる。水の冷たさに震えながらスポンジに洗剤をかけた。

　しばらく食器と流水の音だけが響いた。明ミン華ホアの表情は髪に隠れてよく見えない。黒目がちな目も光を失っていた。

「よ、よかったな。宋ソンおじさんもおばさんも無事で」

　つとめて声を明るくする。

「また家族一緒に暮らせるんだ。ほっとしただろう」

「シンガポール」

　かすれたつぶやきが答えた。珊さん瑚ご色の唇が結ばれる。

「常じよう熟じゆくにいた頃だって、慧けいとそんなに離れたことなかったのに」

「それは」

　仕方ないだろう。もとより国籍の異なる家族だ。状況が変われば容易に離れ離れになりうる。むしろ今の状況がおかしいのだ。親族でもない異性が一つ屋根の下で暮らし続けるなど。

「飛行機で半日くらいの距離だろう。あそこはまだザイの影響も少ないから、航空便もたくさん出てるんじゃないか。実際、宋ソンおじさんだって日帰りみたいな感じで──」

「そういうこと言ってるんじゃない！」

　食器のぶつかりあう音がした。

　ボーダーシャツの肩が震えている。押し殺していた感情があふれていた。

「朝起きて一緒にご飯を食べて、学校に行って、夜はその日あったことを話して、そういうことが全部できなくなっちゃうんだよ！　慧けいに会おうって思ったら旅行の計画を立ててパーパの許可をもらって飛行機のチケットを予約しなきゃいけない。それがほっとすること？　よかったって思わなきゃいけないこと？」

「明ミン華ホア、おまえ」

　息を吞のんで見つめる。

「行きたくないのか？　宋ソンおじさんと」

　苦しそうに視線を逸そらされた。洗い物の手が止まっている。蛇口の水が虚むなしく流れ続けていた。

「そんなわけないし、マーマにも一秒だって早く会いたい、けど」

「……」

「慧けいと離れたくない。今の生活をなくしたくない」

「おい」

　不安が過よぎる。ギリギリのところで保たれていた均衡・秩序が崩れそうな感覚。姉御肌の少女と不器用な少年。腐れ縁の幼なじみが演じていた疑似家族という幻想。

（やめろ）

　これ以上、言わないでほしい。できれば気丈な明ミン華ホア老姐ラオジエのままでいてほしい。だが転がり始めた感情の輪は留とどまることなく彼女を突き動かしていた。

　何度か唇が開きかけてはつぐまれる。あえぐように身体からだを震わせてから顔を上げた。潤んだ瞳がまっすぐに見上げてくる。

「慧けい」

　ああ、この光景は。既視感は。

「あたし、慧けいのことが」

（っ）

　ウェディングドレス姿で泣き崩れる彼女。ベラヤ空軍基地に届いた手紙。常に自分を追いかけてきた黒い瞳。

　そして続く言葉は、明かされる思いは。

　……。

（だめだろ、俺）

　いつもいつも言わせてばかりで、鈍感を理由に振り回しっぱなしで。

　全てを知った今くらい義務を果たすべきだ。ずっとそばにいて見守ってくれた彼女に報いるためにも。

　大きく息を吸って吐き出す。頰の力を抜いて向き合った。

「明ミン華ホア、少しいいか」

　虚を突かれたように静止される。こちらの言葉が伝わっていることを確認してから静かに語りかけた。

「俺さ、好きな子がいるんだ」

　息を吞のむ気配が伝わってきた。呆ぼう然ぜんと見開かれた目に自分の姿が映る。

「ドジでおっちょこちょいでその割にクソ真面目で、とにかくどうしようもない奴やつなんだけど、なんか目が離せないんだ。正直最初はなんで俺がお守りをしなきゃならないのかって思ってたけど」

　青空を背に揺れる桃色髪、ガラス玉のような瞳。

「だんだんとさ、そいつに足りないところがあるなら自分が補えばいい。そいつから何かをもらうんじゃなくて、何をしてやれるか考えたくなって。結局それが人を好きになることだって気づいたんだ」

　同じことを横でやってくれた人がいた。どんなに自分が無様でも手を差し伸べてくれた人がいた。与えて、与えて、与え続けて、この小こ松まつまで追いかけてきてくれた幼なじみ。

　宋ソン明ミン華ホア。

　姉貴分にして家族にして親友だった人。

「俺はそいつを守りたい。だから小こ松まつに居続ける。でもおまえのことを必要としてる人は他にいるだろう？　だったらその人ひと達たちを安心させてやれよ。俺がなくした家族をおまえはまだ持っているんだから」

　沈黙が満ちた。

　明ミン華ホアは石のように硬直していたが、やがて天井を仰いだ。小さく息をついて瞑めい目もくする。

「好きな子って基地の人？」

「ああ」

「二週間くらい前、自転車の後ろに乗せてた」

「そうだ」

「……そっか」

　夢見るように囁ささやく。

　そっか。

「あの子を守りたくて慧けいはずっと頑張ってたんだね」

　何かがふっと彼女の身体からだから抜けていったように思えた。本来なら五年十年、心を縛るはずだったものが。

　どのくらい時間がたっただろう。明ミン華ホアは「よし」とうなずいた。晴れやかな顔で背筋を伸ばす。

「じゃああの子を幸せにしてあげなきゃね。慧けいは色々思い悩むわりに肝心なところが抜けてるんだから、ちゃんと相手の気持ちを察して気遣わないと見放されちゃうよ。気をつけてね」

「お、おう」

「今日は明ミン華ホアお姉さんがじっくり慧けいの悪いところを教えてあげる。ああ、そうだ。あたしの送別会も兼ねてご馳ち走そう作ろうか。夜通し食べて語り明かそう、うん、決めた」

「いや、それなんかおかしいだろう」

「で、何が食べたい？　リクエストに応じて買い出し頼む量が変わってくるけど」

「だからどうして俺の説教会が開かれるの確定なんだよ!?　しかも準備は俺!?」

　わーわー言い合いながらも心は感謝に満ちていた。失いかけて初めて自分がどれだけ恵まれていたかに気づく。こんなにも近くに気の置けない相手がいて日々言葉を交わせていたなんて。母を失い、父も家を空けがちで、なのにまったく寂しさを覚えなかったのは、目の前の少女がいたからだ。こんな風に休む間もなく馬鹿話ができていたから。

　膨大な買い物リストの作成を阻止しつつ（ありがとう）とつぶやく。

　ありがとう、宋ソン明ミン華ホア。

　君がいたからここまで来られた。ザイへの復ふく讐しゆう鬼ではなく、鳴なる谷たに慧けいという人間でいられた。

　再[image: ]了，最好的朋友。

　さようなら、友よ。

　君の未来に幸あらんことを。




　　　　＊




　……。

　慧けい、もう寝た？

　ああうん、あたしも同じ、なんか眠れなくて。

　ね、覚えてる？　慧けいが最初に常じよう熟じゆくに来た時のこと。まだ小学校に入りたてで右も左も分からない感じで、あたしね、絶対この子を守らなきゃって思ってた。

　おじさんに頼まれたから？　ううん、それだけじゃない。あたし、パーパの仕事であちこちの国を回ったから、よそから来た人が外国でどれだけ居心地悪いか分かってたの。

　言葉のイントネーションや名前の読み方・食材の匂いとか、本当ささいなことでからかわれたことを覚えている。嫌いになった土地もいくつかあったし。だから慧けいには同じ思いをしてほしくなかったの。あたしの故郷に嫌な感情を持ってほしくなかった。

　そう、きっかけはそんな理由。だから慧けいが思ってるほど、あたし立派な人間じゃないよ。自分がやられて嫌だったことを人にやるもんかって肩肘張っていただけ。

　でもね、慧けいってばあたしとは全然真逆だった。抑えつけられても馬鹿にされてもへっちゃらで、それどころか次はうまくやるって背伸びし続けて、見てるこっちがハラハラしっぱなし。言葉も不自由なのに繁華街の裏通りに入っていったり、行き先も分からない電車に乗りこんだり、挙げ句にいつの間にか自家用飛行機のライセンスまで取ろうとし始めて。

　今から考えるとあれっておばさんの影響だったのかなぁ、慧けいのお母さん、あの人も出たとこ勝負の行き当たりばったりだったもんね。考える前に動け、悩んだら負けって感じで。

　とにかくそんな慧けいに振り回されているうちにあたしも大概のことじゃ動じなくなって、新しいことに取り組むのも怖くなくなった。そう、慧けいはいつもあたしに引っ張られていたみたいに言うけど逆だから。慧けいがあたしの世界を広げてくれたんだよ。知らない場所に行って、知らない風景を見て、知らない人に出会って。国籍も年齢も関係ない。あたしは自由でどこにでも行けるんだって分からせてくれた。

　何その顔。

　実感がない？　いつも怒られてた気がする？

　だって普通に「待って」って言っても慧けい、聞いてくれないじゃん。山積みのパレットの上に上ろうとしたり、用水路に落ちかけたり、それは怒鳴るでしょ。『慧[image: ]个笨蛋，快下来！（馬鹿慧けい、止まれー！）』って。

　でもね、今だから言うけど、置いてかれるのが嫌だったってのもあるかも。まごまごしていると慧けいの背中がどんどん遠ざかって、見えなくなって、それが耐えきれなかったから大声を上げたのかも。だったらやっぱり、あたし、勝手だよね。自分が寂しいだけなのに、慧けいに説教してたんだから。

　あはは。やっぱり、あたし達たち、ちょっと変だったかも。引っ張ってるようで引っ張られて、追いかけているようで追いかけられて、何もかもあべこべな感じ。

　慧けいの好きな子ってどんな子？　慧けいの前を歩いていくタイプ？　それとも後ろからついてくる感じ？

　横に並んでる……そっか。羨ましいな、あたしもそうなれればよかったのに。

　人って出会い方が違ったら別の関係を築けるのかな。あたしが大学生で日本に留学してたら、慧けいがパイロットになって中国に仕事で来ていたら。

　こんにちは、はじめまして、你好，很高[image: ][image: ][image: ]你。

　うん、多分、もっとうまくやれたと思う。自分の気持ちを素直に出せた気がする。ひょっとしたらいいカップルになれたかもよ？




　大好きだよ、慧けい。

　心の底から好きでした。

　元気でね、また会う日まで。




　　　　＊




　最後の荷物が運び出されると、古い八畳間は抜け殻のようになった。

　部屋の主が旅立って二日、わずかに残った痕跡を運送業者が持ち去っていく。がらんどうの空間に足音が木こ霊だました。露あらわになった綿壁が西日を照り返している。

「以上で引き取り品は全てですかね。送り先はシンガポールのウェストコーストテラス、宋ソン様宛でよろしいですか」

「はい」

　作業員に求められるまま完了報告書にサインする。まだ年若い作業責任者は会え釈しやくすると階段を下りていった。外でエンジンのかかる音がする。トラックの荷台扉が軋きしみ声を上げて閉められた。

　走行音が遠ざかり、わずか十数秒後にはその残響も消える。あとには風の唸うなりだけが残された。人の気配が失うせて、徐々に家の体温がなくなっていく。

　無言で明ミン華ホアの部屋を離れて一階に下りた。台所、居間、浴室、下げ駄た箱。昨日までとまったく同じ景色に、だが同居人の姿だけがない。何かがぽっかりと欠けてしまった気分。

　お茶を入れ、茶の間の座ざ布ぶ団とんに腰かける。テレビもラジオも石のように沈黙していた。壁時計の秒針の音だけが規則正しく響き続けいている。

「思ったよりきっついな、これ」

　喘あえぎ声とともに天井を仰ぐ。予想を上回る孤独と寂せき寞ばく感かんが渦巻いていた。あるはずのものがない、いるはずの人がいないというのがこうも辛つらいとは。

　耐えられるのだろうか。

　無償の愛と優しさを何年も受け続けてきた身に、この境遇が。

　だが差し伸べられた手を振り払ったのは他でもない自分だ。答えを出した以上、ついてくる結果や影響もまた受うけ容いれなければならない。感情的に騒ぎ立てたらもとの無責任なガキに戻るだけだ。これ以上明ミン華ホアを苦しめるべきではない。

　気持ちを切り替えなければ。今考えるべきはザイとの決戦のことだ。あいつらを倒して新しい未来を作る。グリペンと過ごし続ける未知の世界を。

　基地からはまだ召集されていないが、やれることを始めるか。外征用の荷物を整えたり、祖父母への説明を考えたり。準備は山ほどある。よし、と気合いを入れかけた途端、端末が震えた。

　着信メッセージの通知をタップ、本文を表示させる。

『ｆｒｏｍ　ファントム：今から会えますか？』

　なんだ、藪やぶから棒に。

　怪け訝げんに思いつつ『おう』と返信する。間髪入れずに『外にいます』とレスが返ってきた。

　!?

　慌てて玄関を開けるなりエメラルドグリーンの光に目を奪われた。

　門柱の脇に緑髪の少女が立っている。大柄なスウェットパーカーにスキニージーンズ、キャップを目ま深ぶかにかぶっているが、あふれる固有色は隠しきれない。最大級の違和感を周囲に振りまきながら彼女は携帯端末をいじっていた。

[image: ]

「な、何してるんだおまえ!?」

「独飛が開店休業状態ですので散歩に出ていました。たまたま近くを通りかかったのでご挨拶にうかがった次第です」

「いやいやいや」

　決戦前の大事な時期にアニマの外出許可が出るとも思えない。だいいち周囲に技本の人間が一人も見えない。間違いなく脱柵してきたのだ。わざわざよそ行きの服に着替えて。

「おまえ、なんでそうほいほい基地を抜け出せるんだよ」

「警備なんてものは所詮、点と点を断続的に監視しているだけですから。つけいる隙はいくらでもありますよ。特にこんな大騒ぎの時は」

「だからって何も俺のところに来る必要はないだろう。上シヤン海ハイ上陸作戦の前といい、今回といい」

「私わたし達たちアニマは人の世から外れた存在です。行けるところなど限られているんですよ。他の自衛隊基地か、整備拠点か、あるいはそこで知り合った人々のところか」

　また人を煙けむに巻まくような話し方をする。「で？」と声を厳しくした。

「その中からあえて俺の家を選んだ理由は？」

「話があるんです」

　ファントムは携帯をパーカーのポケットにしまった。帽子のつばを持ち上げて見つめてくる。

「少し歩きませんか」

「うちじゃダメなのか」

「あなたのご祖父母があと十分程度でお帰りになります。敬老会の行事が思いのほか、早く終わったみたいですよ。鉢合わせたら慧けいさんが困るでしょう」

「……」

　なぜ知っているという質問はするだけ無駄な気がした。要はそこまで下調べして会いに来る必要があったのだ。諦めて思考を巡らせる。

「城じよう址しの公園でいいか？　あそこなら広くて人通りもそんなにないし」

「いいですね。雪化粧が風ふ情ぜいありそうです」

　ちょっと待ってろ、と告げて屋内に戻る。防寒具と鍵を手に靴を履き直した。念のため祖父母宛の伝言も残していく。散歩に行ってきます、すぐ戻ります。何かあったら携帯まで。

「お待たせ」

　ファントムは無言でうなずき歩き出した。

　古い町家造りの家並みの中を北上していく。通学路からは一本西に外れた道だ。官公庁が併設されていることもあり休日夜間は一気に人口密度が低くなる。今も行き交う人の姿は少なかった。

　何分も歩くことなく公園にたどりついた。

　景色が白い。しんと冷えた空気の中、雪ゆき吊つりの松がそびえている。石いし灯どう籠ろうも池の岩も等しく積雪に覆われていた。ただ太鼓橋の赤だけがモノトーンの世界に浮かび上がっている。

　美しい風景だった。豊かな自然と行き届いた手入れが同居している。だがファントムはそうした景観に一切、目を奪われていないようだった。先ほど風ふ情ぜい云うん々ぬんと言っておきながら、感想一つなく向き直ってくる。

　既視感を覚えた。

　同じような表情を彼女は一度見せている。上シヤン海ハイ上陸戦の前夜、河原でランニング中の自分を訪れて。

　あなたは作戦から降りるべきだ。この計画は自じ分ぶん達たちを全滅させかねないと。

「話ってなんだよ」

　絞り出した声は乾いていた。身体からだの強こわばりは冷気のせいばかりではあるまい。不穏な気配が臓ぞう腑ふを縛っている。

　ファントムは静かな表情を向けてきた。

「あらかじめ断っておきます。お父様はこの話を知りません。私が念入りにカモフラージュしていましたから気づくにしても大分先のことになるでしょう。だから恨む相手としては筋違いです。あなたが憤いきどおりを向ける先は私、ただ一人です。そのことをまずきちんと認識してください」

「何を言ってるんだ」

「本当はあなたにも最後まで黙っているつもりだったんです。ここまで来てまた議論を巻き戻されてはかないませんから。ですが、やはりフェアでないと思ったんです。あなたの気づきを利用して、あなたとグリペンの絆きずなに頼る以上」

　何かが破滅的に食い違っていることは分かった。完全無欠のハッピーエンド、誰も不幸にならない未来予想図。自じ分ぶん達たちはそこに向かっているはずだった。だがファントムの目にはなんの光も浮かんでいない。周囲の雪景色より、なお深く冷たく澄み渡っている。

「あなたとパクファを送り出したあと、お父様に呼ばれたんです。Ｆ－15ＤＪの生成シミュレーションを検算しろと、グリッド接続された演算リソースの一部となってあなたの理論に問題がないか確認しろと」

「問題があったのか」

「目的を果たせるか果たせないかという意味ならなんの問題もありません。件くだんのプランを使えばザイは消滅します。時の牢ろう獄ごくを作る必要もなくなり、人類は彼らの脅威から解放されるでしょう」

「なら何が」

　苛いら立だたしげな詰きつ問もんにファントムは首を傾かしげた。

「簡単な話ですよ。シンプルな理論であればあるほど結果に例外はないんです。一足す一は二、円周率は３・１４、状況によって別の数字が求まったりはしません。あなたのプランも同じです」

「どういうことだ」

「ザイの実体化プログラムをクラックして、アンフィジカルレイヤーへの回路を閉じたとします。〈叡えい子し〉汲くみ上あげの機構はなくなり、それが織りなす様々な奇跡も失われるでしょう。〈球殻〉が維持できなくなるのはもちろん、個別のザイ機の生成もストップするはずです。彼らを自律せしめているプログラム自体が存在を保てなくなる。例外はありません」

「いいじゃないか、奴やつらを根こそぎにできるんだろう？」

「ええ。劇的な効果が出るはずです。新規のザイ──すなわちその中核たるコアが製造されなくなり、旧来のコアについてもエネルギー供給が停止する。結果、そこに焼きつけされたシステムは機能停止し霧散してしまう。そのシステムがなんであれです」

　分かりませんか？　とばかりに見つめられた。

　唐突に心がざわついた。

（焼きつけされた……システム？）

　不穏な可能性が思い浮かぶ。目の前の少女達たちは何でできている？　どんなプロセスで生成された？

　戦闘機の〈本質〉を〈叡えい子し〉の力でザイのコアに汲くみ上あげた。可か憐れんな身体からだも、声も、容貌も全ては人間向けのインタフェースにすぎない。では本体たるコアが止まればどうなる？　エネルギー供給を断たれて〈本質〉が霧散してしまえば。

「まさか」

　血の気が引く。

　全身から体温が抜け落ちていく。光に満ちた未来が暗転していく。

　理解の色を見て取ったのだろう、ファントムはうなずいた。夕闇を背に、人ならざる少女は静かに宣告した。

「はい、あなたの作戦が成功すればアニマ、ＪＡＳ３９Ｄ－ＡＮＭグリペンは消滅します」
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　小こ松まつ基地業務群・給養小隊は悲ひ愴そうな覚悟を固めた。

　耐え難がたきを耐え、忍び難がたきを忍び、もって我ら基地業務の盾とならん。

　平たく言えば「面倒ごとはうちで食い止める、他の隊には極力迷惑をかけるな」と言うことだった。

「独飛がまた無茶をねじこんできやがった」

　その日、小隊長は据わった目で部下を見渡した。

「ロシア軍のアニマを体験就業させろと言っていやがる」

　方々から唸うなり声が上がった。誰しもが己の聖域を踏み荒らされる屈辱に震えていた。口を歪ゆがませた隊員達たちが次々と詰め寄る。

「連中、ここがどんな場所だか分かってるんですか」

「戦場ですよ」

「生半可な気分で足を踏み入れられたら困ります」

　言わずもがなの反論に小隊長は「分かってる」とうなずいた。

「言うべきことは言った。考えられる不都合、トラブルも全てだ」

　隊員食堂を主戦場とする給養小隊は、基地所属約二千人の胃袋に責任を負っている。銃後の中ではもっとも臨戦態勢に近い部署だ。何せ娯楽らしい娯楽もない軍事基地である。食は唯一の楽しみといっていい。味のレベルを落とせば、規定量の食事を作り上げなければ、時間通りに配膳しなければ即座に暴動が起きる。比喩ではない、鍛え上げられた二千の餓が狼ろうに吊つるし上あげられるのだ。考えるだけでも身の毛がよだつ。

　だからこそ彼らは己の技を、感覚を研ぎ澄ませてきた。とてもではないが、よそ者にお試しで参加させられる現場ではない。

「だが……連中はそれでも構わないと言っている」

　唇を嚙かむ小隊長の前で隊員達たちが殺気だった。

「あいつらがどう言うかじゃないでしょう！　俺おれ達たちの意思はどうなるんですか！」

「基地の団らんは！」

「芦あし屋やの地獄を経てない奴やつに包丁握らせるんですか！」

　重苦しい沈黙が落ちる。

　火のような視線を前に、小隊長は顔を上げた。

「俺おれ達たちが断った場合、独飛は広報班に同じ話を持ちこむと言っている」

「な」

　さざ波のように動揺が広がった。

「あの少人数の隊に」

「兼務者の多い」

「取材や見学の度に駆り出される」

　小隊長は重々しく肯定した。

「しかも配属時点で複数のＳＮＳに告知すると言っている。『ロシアの美少女留学生が小こ松まつ基地広報に着任！　期間限定のため体験喫食の申しこみはお早めに！』と」

「鬼め」

　かすれた呻うめきが上がった。

「独飛の悪魔どもめ、連中には血も涙もないのか」

　小隊長は唇を結んだ。

「もう分かっただろう。基地の平和を守れるのは俺おれ達たちだけなんだ」

　選択の余地がないのは明らかだった。部隊のプライドと全体最適を天てん秤びんにかけて給養小隊員達たちの心は決まる。是非もなし。かくなる上は全力をもって苦難を受け止めるのみ。

「しかし、そのロシア軍アニマはどういう人物……機体なんですか。こないだみたいなのはちょっと困りますよ」

　全員の脳裏に真っ白なアルビノの少女が思い浮かぶ。ベルクトという名のロシア・アニマは一時期、広報業務で見学者向けの配膳を手伝っていた。働きぶりは真面目で甲斐かい甲斐がいしかったが、

「なんと言うんですか、こう、所作の一つ一つが幸薄くて、見守っていないといけないような、つい助けてあげたくなるような、おかげで何度仕事が手に付かなくなったことか」

「ああ、ああ、そうだった」

　しかつめらしい顔で小隊長はうなずいた。

「だがそういう心配はしなくていい。今度のアニマはかなり能天気な性格のようだ。たとえるなら無邪気な子供のような。どちらかと言えばイーグルに近い雰囲気で」

「あれはアホですよ」

「どちらかと言えばだ。あの非常識の塊がそのまま出入りするわけじゃない。そう、少々のことではへこたれないアニマが来ると聞いている。普通に俺おれ達たちの仕事に入れて、しごいてやればいい」

「音を上げたら」

「その時はもっけの幸いだ。主体的にご退場いただく。本人が希望して出ていくなら独飛の連中も文句は言えないだろう」

　なるほどと隊員達たちが瞠どう目もくした。

　いずれも先輩の鬼の指導で鍛えられた猛も者さ達たちだ。隊員食堂の仕事がどれだけ新参者に厳しいかよく理解している。十中八九、件くだんのアニマは音を上げるだろう。もし食らいついてきたら……それは戦力が増えたと素直に喜べばいい。

　カッと踵かかとの鳴る音が響いた。

「了解しました！　我ら給養班五十名、全身全霊でロシア・アニマを受うけ容いれます。小こ松まつの厨ちゆう房ぼうの恐ろしさを思い知らせてやりましょう！」

「その息だ、諸君」

　小隊長は色気のある敬礼を返した。

　誰もが指導の熱意に燃え、来たるべき出会いを待ちわびていた。




　　　　＊
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　日本語通じねぇじゃないか！

　隊員食堂に現れたアニマは最悪の予想を軽々と越えてきた。

　なぜだかエプロンドレスに身を包み愛らしいレースカチューシャを装備している。フレンチベージュのボブが寝癖のようにあちこち跳ねていた。
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「なんてこった」

　隊員の一人が戦慄わななく。

「独飛の連中、ここをメイド喫茶にするつもりか」

　神聖な職場をなんだと思っているのか。日々のレパートリーにケチャップアートを加えろとでも言うのか。怒りのあまり目の前が暗くなる。しかも言葉が通じないと来ては指導も何もない。

「小隊長殿」

「落ち着け、落ち着け諸君」

　野太い声が動揺を抑えつけた。

「この格好はロシア軍のものだ。ドクヒの連中が着付けたわけではない」

「ロシア軍がメイド喫茶にはまっているとでも言うんですか」

「違う。かの国では卒業式などでエプロンドレスを着る習慣があるらしい。古くはソ連時代から伝わる学生服のようだ」

「本当ですかぁ」

　疑わしげなざわめきが広がる。だが謹厳極まりない小隊長の顔つきが更なる混乱を鎮しずめた。「正装ならまぁ」「仕方ないか」と囁ささやき合う。

　小隊長はうなずいた。

「ついでに言えば彼女は日本語が分からないわけではない。ただうまく喋しやべれないだけだ。こちらの言っていることはちゃんと理解できる」

「なるほど」

　隊員達たちは気を取り直してアニマと向き合った。糸のように細い目を睨にらみつける。

「気をつけぇ！　官姓名を述べよ！」
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「小隊長殿！」

　蘇よみがえりかけたパニックを、だが小隊長は目だけで押えつけた。

「パクファだ」

　嚙かんで含めるように告げる。

「名前を呼んで意図さえ伝われば指導はできる。間違いは身振り手振りで正せばいい」

「質問された場合はどうすればいいんですか」

「ネットの翻訳サイトを使ってもらえ」

「携帯端末は」

「特別に私物の持ちこみを許可する。あとで申請を出しておくように」

　誰しもが先行きに不安を覚えた。だが一度引き受けた仕事を投げ出すこともできない。仕方なく当初予定していたオリエンテーションをこなそうとした。衛生帽をかぶらせ、オーバーサイズの白衣を羽織らせて厨ちゆう房ぼうに連れていく。まずは明日の業務を説明。

「これが連続炊飯器だ。五十人前の炊飯釜をベルトコンベアに流して一気に炊き上げる。我々給養隊員が最初に担当する機械だ。とりあえず動かすからよく見ていろよ」

　安全装置を外してスタートボタンを押す。工場設備のような唸うなりを上げて機械が動き出した。巨大な釜がベルト上を悠然と流れていく。

　担当隊員は得意げに胸を張った。

「どうだ、壮観だろう。実際にはこの炊飯釜を複数流して調理するんだ。一時間で千五百食、最大七千食が提供できる。基本的には自動だから、俺おれ達たちがやるのは水の投入と釜の設置くらいで……っていない!?」

　エプロンドレスの少女が消失していた。煙のように忽こつ然ぜんと姿を消している。厨ちゆう房ぼうはおろか、食堂のどこを探しても見当たらなかった。

　騒然とした空気の中、小隊長が生真面目な顔で告げた。

「ああ、言い忘れたが彼女は驚くと透明になるらしい。本当にいなくなったわけではないから、ぶつかったり踏みつけたりしないように」

「小隊長殿！」

　今度のパニックはなかなか収まらなかった。




　　　　＊




　翌日から始まった体験就業は予想通り困難を極めた。

　何せ朝昼夜（ついでに航空搭乗員用の弁当）の準備は一切手加減されないのだ。内部にお荷物を抱えていようが、異文化交流が生じていようが、時間になれば飢えた獣達たちが押し寄せてくる。胃袋を満たせと迫ってくる。

　失敗すれば待っているのは破滅だ。エプロンに引き出されて吊つるし上あげられる。あるいは救難隊に混ざって筋トレを受けさせられる。嫌だ。絶対に嫌だ。死んでしまう。

　必然、しわ寄せは末端の給養隊員に及んだ。シフトは早々に崩壊し、日勤・早番の区別がなくなり、全員がほころびの修復に追われる。

　肝心の指導もまた難渋を極めた。何せ少しでも驚かせるとすぐに消えてしまうのだ。怒るのはもちろん、下手に大声も上げられない。常に居場所を確認して、自分の姿を認識してもらってから話しかける必要がある。それでも一日に何回かはロストするので、その時は部隊総出で探す羽目になった。

　コミュニケーションの難しさも悩みの種だった。戦場のような厨ちゆう房ぼうで吞のん気きに翻訳サイトなど開いていられない。仮に首尾よく結果を得ても『私の謝罪、続けたセキュリティ・デバイスの炊飯器はどこですか？』と表示されてはどうしようもなかった。結局、身振り手振りで意思表示して、いざとなれば力ずくで危険から遠ざけるほかない。必然、彼女は驚いて姿を消す。負のスパイラルだった。

　パクファが目から鼻に抜けるようなアニマであればまだよい。事実は理想からほど遠かった。何度教えても彼女は同じ間違いを繰り返し、業務を停止させた。

　ライスボイラーにスコップを取り落とし、調味料の分量を一桁間違える。裁断機を詰まらせてはフライヤーを炎上させ、弁当のおにぎりを作らせると出てきたのは混ぜご飯。カレーはどういうわけかシチュー風リゾット。

　本人とて足手まといになっていることはよく理解しているのだろう。実際、失敗の度に打ちひしがれた表情になっている。ただ退場という選択肢はなぜかないようだった。どれだけこっぴどく叱られても、邪険にされても、翌日になればけろりと出勤してくる。しまいに給養隊員達たちのメンタルが限界を迎えた。

「なぜだ！」

　隊員達たちは悲ひ愴そうな表情でパクファに取りすがった。誰の顔にも疲労と同じくらい濃い絶望が滲にじんでいる。

「おまえの仕事は空に上がってザイを倒すことだろう。なんでここまで言われて不向きな現場に居座っているんだ。いいじゃないか、体験就業なんかしなくても、次のミッションまで大人しく休んでいれば！」

　パクファは懸命に答えた。だが分からない。差し出した携帯端末も不満足な翻訳結果を吐き出すだけだった。

　異国の防人さきもり達たちはなんとか意思疎通をなしとげようとした。しかし言葉を重ねれば重ねるほど、声を高めれば高めるほど無力感が増していく。しまいに「やはり、だめなのか」と諦めかけた時だった。

　パクファが翻訳サイトを閉じた。代わりにメモアプリを立ち上げて入力モードを切り替える。かつてないほど真剣な顔でソフトウェアキーボードをオンにした。

（まさか）

　そのまさかだった。彼女は日本語を入力しようとしていた。慣れない手つきで一文字一文字打ちこんでいく。亀のような歩み、ぎこちない指さばき、だが確かに状況が変わろうとしていた。すれ違い続けたコミュニケーションがよりそい始めた一瞬。

　感動のざわめきが広がる。給養隊員達たちは己の不作為を恥じた。こんな少女でさえ相互理解のために努力している。対して自じ分ぶん達たちはどうだ。半ば癇かん癪しやくを起こして「出て行ってくれ」と泣きつきかけていた。

　みっともない。

　厨ちゆう房ぼうの戦士を自称する者として情けない。

　気持ちを改めよう。少々姿が見えなくなることくらいなんだというのか。言葉の壁だってこちらがロシア語を学べばいいだけではないか。

　体験就業の理由を聞けたら今度こそ指導を全うしよう。彼女を一人前の給養隊員に仕上げよう。たとえ残された日数がわずかだろうと、二度と彼女が小こ松まつに戻ってくることがなかろうと。

　書き上げたメモをパクファがさらしてくる。

　隊員達たちは頰を寄せてのぞきこんだ。

　白い画面に「ボルシチ食べたい」の文字が浮かんでいた。




　　　　＊




　その日から少しして小こ松まつ基地隊員食堂、カフェテリア日本海には「ボルシチ定食」のメニューが追加された。

　唐突なロシア料理推しに利用者は戸惑ったが、冬場の選択肢としてはまずまず望ましいものだったのだろう、好評を以もつて迎えられた。喫食スペースではしばらくの間、幸せそうなメイド服姿の少女が目撃されたが、本件との関わりは定さだかではない。







　あとがき




　昨今、高騰する開発費のせいか、新型戦闘機というものがなかなか発表されなくなっていますが、出ましたね。イギリスの次世代ジェット戦闘機、テンペスト。カナードなしのデルタ翼は往年のアフロ・バルカンを思い起こさせますが、ディテールは最近のステルス機らしくスマートなものです。てか若干Ｆ－19っぽさも感じたり、イタレリあたりが出している架空機キットの。

　本機開発の背景にはブレグジットに伴うヨーロッパ内のごたごたもあり、あまり手放しでは喜んでいられません。ただ、新しい戦闘機が出てくるのは素直に嬉うれしいです。ドイツ・フランスは別口でタイフーンの後継機を計画していますしね、何もかもライトニングさんになっちゃうよりは航空ショーが賑にぎやかになると思います。

　しかしまたなんで名前がテンペストなんでしょう。ホーカー・テンペストと言えば説明するまでもなく第二次大戦の著名機ですが、本計画にホーカー社人脈が絡からんでいたりするんでしょうか。そういえばユーロファイター・タイフーンもホーカー・タイフーンとかぶりますよね。テンペスト計画にはＢＡＥシステムズが参加しており、ホーカー社はＢＡＥの母体の一つだったりします。あながち無関係とは言い切れません。てことは次あたり計画名にハリケーンが来るかも？　あるいはシーフューリーとか。

　そういえば若かりし頃、スピットファイアという英国機の名前が好きでハンドルネームに使っていました。身内の掲示板とかネットゲームで。

『俺の名前はスピットファイア、迂う闊かつに触れると怪け我がするぜ！』

　そんな感覚で名乗っていたのですが、ある時意味を調べて愕がく然ぜんとしました。




　──Spitfire：短気者、かんしゃく持ち、がみがみ女。




　辞書を引くことの大切さを知ったエピソードです。




　最後になりますが、前作に引き続き美麗なイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、ロシア語の翻訳にご協力いただいた株式会社ロゼッタ様、中国語の翻訳にご協力いただいた株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ・付ふ瀟しよう様、多大なインスピレーションと作品への情熱を与えてくださったアニメスタッフの皆様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。


二〇一八年八月　夏海なつみ公こう司じ
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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